
一方､重複関係にある竪穴式住居跡の時間的関係は、

SC-l3→SC-l4→SC-21→SC-l5（古→新の先後関係

をあらわす)、SC-16→SC-21、SC-l8→SC-22→SC-

17→SC-37、SC-22→SK-23、SC-30→SC-28である。

この中で、埋土と貼り床部から出土した須恵器坪身を

比較することで、営まれた時期を推定できる竪穴式住

居跡はSC-１４．１８．３０である。

まず、SC-14では、小片で口径がやや小さく復元さ

れているが、坪身Ｂ（Fig.６４－９）が貼り床部から出

土している。これに対して、住居廃絶後に埋土に流入

した土師器妻（Fig.６４－８）は、SC-25埋土から坪身

Ａ・Ｂと一緒にみられる謡（Fig85-ll）と同型式で

ある。したがって、SC-l4が営まれた時期を坪身Ｂの

段階に比定できる。SC-l4を切るSC-21では、埋土出

土の坪蓋（Fig.７９－１）は、口径が12.8cmで、坪身Ｂ

もしくはＣに伴う。また、上部Ⅲ層でも中～下層部分

から出土している坪身Ｂ（Fig.７９－５）・Ｃ（Fｉｇ７９－

６）は本来SC-21埋土の遺物である可能性が高い。さ

らに、ＳＣ－２１を切るＳＣ－１５では、埋土から坪身Ｂ

(Fig.６５－２)、上部Ⅲ層でも中層部分から坪身Ｃもし

くは，（Fig.６７－５）がみられる。切り合い関係も含

めて、SC-21は杯身Ｃ、SC-l5は坪身Ｄの段階と考え

ることができる。

SC-l8では、貼り床部からは杯身Ｂ（Fig.７８－１）

が出土している。埋土から出土した坪身にはＣ（Fig.

７７－４～７）や，（Fig.77-10）がある。SC-18は、

上限が坪身Ｂ以降、下限が坪身Ｄ以前ということにな

り、坪身Ｃの段階に営まれたと判断できる。そして、

SC-18を切るSC-22では坪身，（Ｆｉｇ８２－ｌ）、SC-22

を切るSC-17では坪身Ｂ（Fig.７３－２）．，（Fig.７３－

１）とともにＥ（Ｆｉｇ７３－４）が埋土中から出土して

いる。いずれも住居廃絶後に流入した遺物であり、切

り合い関係を考え合わせて、SC-22は坪身Ｄ、SC-17

は杯身Ｅの段階の住居跡と考える。また、SC-l7を切

るSC-37では貼り床部から坪身，（ＦｉｇｌＯ２－８）が出

土しているが、切り合い関係と、坪身Ｅよりも新しい

古墳時代遺物が今次調査区で出土していないことか

ら、SC-37も坪身Ｅ段階の時間幅の中で捉えることが

できる。

SC-30では、貼り床部から出土した坪蓋（Fｉｇ９８－

１）は、口径が１５８cmで坪身Ａ、埋土の坪蓋（Fig.

９６－１．２）は口径123cmと13.5cmで坪身ＣＤに伴う

と考えてよい。そこで、SC-30の坪身Ａ段階の住居と
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Fig.１５９１３次調査出土の坪身の分類（縮尺１／３）

考えた。さらに、SC-30を切るSC-28では、上部Ⅲ層

でも下層部分から坪身Ｂ・Ｃ（Fig.９４－３．６．８）

が出土しているが、本来はSC-28埋土に含まれた遺物

であり、住居廃絶後に流入した遺物と考えられる。そ

うであれば、切り合い関係を含めて、SC-28は坪身Ｂ

段階に比定できる。

以上の検討で同時期と考えられるＳＣ－１４とSC-28、

またSC-l5とSC-22は、長軸方向がほぼ一致する。計

画的で規則的な配置がうかがえる。これを根拠に、柱

列や軸方向が揃う遺構は同時期に営まれたと考え、こ

れまで述べてきた切り合い関係を基準として、一時点

で共存する遺構群を抽出できる（Figl60)。

（２）焼土・炭化物の集積の性格と鍛冶炉の時期推
一か

ン正

さて、今回の調査で出土した焼土・炭化物の集積で

ある１２基の性格不明の遺構の中で、出土状況からＳＸ－

６３はＳＣ－３３、ＳＸ－６６はＳＣ－３０、ＳＸ－６７はSC-25、ＳＸ－
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６８．６９はＳＣ－２８、

ＳＸ－７０はＳＣ－２１、

ＳＸ－７１．７２はＳＣ－

ｌ６が廃絶した後の

埋没過程で流入し

たり投棄されたも

のと判断できる。

その中で、ＳＸ－６６

では、水洗選別の

結果、コナラ属・

マツ属。サクラ属

などの炭化材とと

もにオオムギの炭

化種子が出土して

いる。SX-67では

シイ科の炭化材と

タイ科の遊離歯、

ＳＸ－６８ではマダイ

の歯骨・椎骨と炭

化米、SX-69では

炭化米とコナラ

属・サクラ属の炭

化材が出土した。

植物遺体や動物遺

体があることから

言えば、調理した

坪身Ｅ坪身，坪身Ｃ坪身Ｂ坪身Ａ
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言えば、調理したり食物残津をゴミとして焼いたもの

が投棄された焼土と炭化物の集積と考えられる。

ただし、SX-66には比較的大きな坑形津の破片が伴

う。また、SX-70でも鉄津の小片が出土している。そ

のため、これらの焼土と炭化物の集積は食物残津とだ

け関連させて考える訳にはいかない。一方、ＳC－２５．

２８．３０の埋土からも鉄津が出土している。これらも住

居跡の埋没過程で混入した遺物である。SC-l8上部Ⅲ

層から出土した鉄津も同様に考えられる。以上の遺構

は、いずれも坪身Ａ～Ｃの段階に比定できる。さらに、

SK-36で上部Ⅲ層中層部から輪羽口が出土している

が、SK-36も杯身Ａ段階の遺構と考えられる。坪身Ｄ

段階以降の遺構に確実に伴う鉄津や輪羽口はない。

一方、鍛冶炉と考えたSF-41の時期は、報告の中で

も指摘したように、出土状況からは弥生時代後期～古

代末の時間幅の中でしか把握できない。しかし、前述

したように、鉄津や輔羽口が伴う時期から考えると、

国

‐‐‐-ー１

ＩＳＡ－２０Ｉ
Ｌ－－…』
ロ
■
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１．後藤直2004『東アジア先史時代における生業の地

域間比較』（平成１２～１５年度科学研究費補助金基

盤研究(Ｂ)(2)研究成果報告書）東京大学大学院

人文社会系研究科考古学研究室

2．田崎博之2004『土器焼成・石器製作残津からみた

弥生時代の分業と集団間交流システムの実証的研

究』（平成12～１５年度科学研究費補助金基盤研究

（Ｃ)(2)研究成果報告書）愛媛大学法文学部

3．田辺昭三１９８１「須恵器大成』角川書店

4．中村浩2001『和泉陶邑窯出土須恵器の型式編年』

芙蓉書房出版

§空１
画

Fig.１６０１３次調査出土遺構の時間的関係と分期

一参切合関係（古＝>新）

：遣構の柱列・軸方向が平行
画

隙_'１画:卿｜圭蕊’

古墳時代後期でも坪身Ａ～Ｃの段階の時間幅の中に絞

り込むことができる。当該期の集落の変遷過程の中で

も前半期に、鍛冶を行い鉄器が生産されたことを指摘

できる。



３

Ｂ

SＫｌＤＧ－ｌ８．長径78cm､短径52cmの不整な隅丸長方形の土蛎｡壁面は火熱を受けて赤変｡本文記載配Ｂ
SＤ２‐ＤＣ・DD-l3ＳＤ－３に切られる溝。本文記斌◎

SＤ３：ＣＸ～DG-ll・ｌ２：訓査区の南半部を東西に流れる複数の櫛の集合。本文記蔽。

SＣ４．，Ｆ・ＤＧ－２１§東西残存長2.22ｍ、南北残存幅1.22ｍの小型の竪穴式住居跡。本文記戦。：Ａ

SＫ３２ＣＺ、DA-l5東西幅22～23ｍの隅九方形の土峨。ＳC-31.33を切り､Sp-520に切られる。本文記載。Ｂ

ＳＣ３３二ＣＺ．ＤA－１４．１５SP-499を主柱穴の一つとするやや胴張りの隅九方形の竪穴式住居跡。SK-32、Ｓｐ－Ｂ
，４０９．５００に切られ、ＳK-31.39を切る。本文記載。

SＣ３４ＣZ-１２．１３長径5.3ｍの長円形の竪穴式住居跡。ＳP－３４４．３８６．５７４を柱穴とする。ＳC－２８．３０にＡ

切られ、SC-妬を切る。本文記赦。

Ａ

SＣ３５ＣＹ・CZ-l2・ｌ３ｉ長軸長4.9ｍ、短軸長4.33ｍの不整な楕円形の竪穴式住居跡。ＳP-３４７．３５０．３５１．３５３Ａ

’を柱穴とする。SC-34に切られる。本文記載。

SＫ３６ミＣＹ－１３．１４、ＣＺ－：長さ3.63,,幅1.78～1.94ｍの隅九長方形の土蛎。ＳP－３４０．４７３．４７４．５１９．５２０に切Ｂ
１４；られ、ＳP-471.559を切る。本文記載。

SＣ３７ＤＣ・DD-I5：一辺4.5～５ｍほどのやや胴張りの方形住居跡。SP-510に切られる。本文記載。Ｂ

ＳＣ３８ＣＸ・CY-1２．１３SP-440を柱穴の一つとする長方形の竪穴式住居跡。SC-35に切られる。本文記載。Ａ

ＳＫ３９ＣＺ・DA-I4：残存長1.33ｍ、幅1.8ｍの隅丸長方形の土蛎。SC-33、SK-31、ＳＰ-409.500に切られ、Ａ
・SK-31を切る。本文記載。

SＣ４０DF-11．方形もしくは長方形の竪穴式住居跡。本文記載。Ａ

ＳＦ４’一能-11.~１２…Isbと§下面:．SC-40上面で出土した鍛冶炉｡本文記栽。
SＢ４２CY-l5。ＳP-432.446で椛成される掘立柱建物。本文記載。Ｂ

ＳＢ４３ＹＣ・CZ-１４．１５§ＳP－３３４．３３５．４７２１で構成される掘立柱建物cSP-474はSK-36を切る。本文記載。Ｂ

ＳＢ４４CX-l3ＳP－４５８．４６７で構成される掘立柱建物。本文記斌。Ｂ

ＳＢ４５CY-l2．ＳP-434.435で櫛成される掘立柱建物。本文記栽。Ｂ

ＳＢ４６ＣＸ・CZ-l3・'４ＳP－３３８．４０４．４１２．４７３で構成される掘立柱建物。ＳP－４１２．４７３はSC-35を切り、ＳＰＢ
－４７３はSK-36も切る。本文記赦。

SＢ４７ＤＢ・ＤＣ-１２．１３ＳP－２２４．２２５．２８５．２９０．５６７で購成される掘立柱建物。本文記載。

ＳＸ４８ＤＦ･DG-１８．１９Ⅲ聯中位~下部で出土した比較的大型の破片を含む土器漁り。本文記載、

巻末表１文京遺跡13次調査出土遺構一覧
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ＳＫ鋤

３
Ｂ
Ｂ
臆
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

‘ド文記雌

本文記戦･

本文記赦。

碓丈記戦。

本文記載。

l…絃。 …１
１本文観戦ａ

本文記戦。

噸罫文記斌。
本文記鵜

享文託戟ｓ

,本文酵股、
本文記粧。

本文記狼。

本文記戦。

本文記載。

亭文記戟ｅ

ｌ本文記戦，
」

水文記娠。

小文紀眠。

本文記載。

水丈記戦,，

本文記載唇．..~１
１本文鵡栽･

小文跡|蝋･

本文記侭‘

本文記戦。

本文記較ご

本.藩iE裁・

本文記載：

本文記俄。

本文記帆、

本文記賊。

水史記戦。

本文記職．
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な文記載。

本史記戦．

本文記城。
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水史記職。

本文記戦。
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本文記戟@

本史記戦．
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巻末表１

Ⅲ厨中部で徒ｌ×1.4ｍの範囲に広がる土器柵り･本文記赦｡

比鮫的大型の円形土城。ＳＣ－８に切られる。本文記載『

SP－４３１．３１５，３１４．４４７から椛成される杭列（柵)。本文記赦

SＡ６０CY-l4・ＣＸ－ｌ５ＳP－３１８．３２７．３２８から椛成きれる杭列（柵)。本文記赦

Ⅲ隅'二半部で冊土した焼土の集積。本文記載！

SC-35北半部のⅢ届上半で出土した焼土の災積。本文記救。SＸ６４：ＣＹ－ｌ３

SC-35中央部のⅢ層上而で出土した焼土の集積。本文記戦喧SＸ６５：ＣＹ－ｌ３

SC-30の埋土中で確認された焼土．炭化物．灰の築積。本文記戦SＸ６６．ＤＡ－ｌ２

SC-25.1二部のⅢ層中部で確認された焼土と炭化物の集積｡本文記戦SＸ６７ＤＢ－ｌ３

SＸ６８２ＣＺ・ＤＡ-１２．１３SC-28南東部上而のⅢ屑部分で検出した焼土混じりの炭化物の集積。本文記赦。

SC-28北東部上面のⅢ層部分で検出した焼土と炭化物の梁祇。本文記載ｃSＸ６９：CZ-l3

SC-21の検出面と埋土中で確認できた焼土・炭化物片の集穣。本文記戦SＸ７０ＤＤ－ｌ４

SＸ７１：ＤＣ-１４．１５、SC-l6上面のⅢ周を掘り下げ中に確認した焼土の集横。本文記救ｃ

SC-l6検出時に確認した薄い焼土の集稚。本文記載［

古墳後期SC-11を切る幅30cmの小櫛。本文記赦。mSD-l52

SＸ７３ＤＧ－ｌ６

へ｜本文記城。|隅5()CInほどの東西に長い隅丸長方形の小型土城。本文記'紋。IHSK-366〔SＫ８４ＤＧ－ｌ８

S【s5CXCY-l‘Ⅷ症径LO5~Umの隅形の土綴｡SD-95とSB-…のSP-423に切られる｡本文記鵜ハ｜本文認識‘旧SK-422。

長径l()1cm，短径62cmの長｢I]形の浅い土塘。本文記載。旧SP-552。

｢隅57～60cmの東西方向にのびる瀧。旧SD-l40， 弥生後期

弥生中期後葉～

後期

1７９－

幅26～36cmの東西方Ii11にのびる溝。本文記載。旧SＤ－３１９ 弥生後期

古墳後期l咽は60cmの東端がややすぼまり気味の細長い榊。本文記賊。旧SD-356c

弥生中期後葉

後期

幅27cmの小溝。SP-454に切られる。本文記赦。旧SD-478SＤ９６．ＣＸ－ｌ３ 弥生中期後葉へ

後期

逝惟

瑞邸誰

Ｓｌｊ５２

ＳＨ露

ＳＢ尋Ｌ

語

ＳＫ祁

訓３５７

ＳＨ５S

ＳＡ５９

SＸG１

ＳＢＧ２

SＸ６３

ＳＸ詞Ｄ心魂ＳC･･１６雨〈,!』鋤工I昇諏ＩＪＦi:i;に御Eli・た純・・の鵬荊ふ．姪］瓶

SＫ石ＤＦ･１５，ド整劉瀞・5形の'‘,'(i１．城‘,駅:･･二2に明もれる。本文記載：:'５Ｋ．1(j3，

SＫ詔．こ)1..：４残存峰9(】画'､栃54[馴鋤やぺ州力鞭ろ長･方形の小j(１．.頓議Sl膿･'69仁切らｵLるぶ又記鵜，

ＳＫ 7７１)Ｆ型

ＳＫ７８I川、i３

ＳＫ認可Ｘ]．：４

iiIgK-菰Ｌ

市刃形;:考え.もれる小ＪＷｌ２城。本吏記戦，：:ISK･･ﾕ．,端

:蝋型･昌苫鞭塁水文1氾腿：::ISK：為し

陛葛72ｍの|i”L陸方形のi鯉‘1Mﾆ状の小型･;蝦。本え記戦：lliSK･222。

ＳＫＳｌＥＶ１３

東l董長ﾕ22ｍ､荊北編75〔｡､”不整歎謂九畳方形”．f城。ＳＰ･3部に.切ら』Lる。本文記拙

；:ｌＳＫ３群。

長さ90噌ﾛ，蛾八l願6Ugmの不壊形の.2．城。ＳＣ･縄を切る。＊え晶戦､，：:1s''-3箔・郷Ｉ

ＳＫ８２ｐ1.,．ＤＣ且８、長辺1.7謡、短辺ﾕ.iin:前後の皇方形.'蝋本･丈記癌：制SK･･355：
ｍ

ＳＫ鰯１〕Ｇ１７．１８鍋斑抜の小型一・帳‘本史fiIi裁．１１ISK361。

５Ｋ鋤CZ-．：４

５Ｋ９８１Ｘ；･ユ９

ＳＫ９９１>l〉２４

忌蛎虻付

Ｓｃ･･６ｋ将う差雛47cm，鯉薩欺Ⅱ;の'.､影:・職、氷史記栽一

Ｓｃ･･151皇１２１:うと考え'ﾇー れる不整円形の陰談。本文紀職。 閏
か

本文記斌”

本文記峨。

弥生ri蝿後典

I;･瞳後期

ＳＫＨ７．〕八：

SＫ鵠、弓．

ＳＫＳ９、Ａ：

劃〉９０ＤG･･ｌ２

Ｓｌ）９二ｌＸｊ１ｂ

別＞９２１Ｘ‘、ｌ３

Ｓｌ〕蝿一Ｘ;･･且９

，製ｌＸ；Z

I＞鱒ＣＸ・ＣＹ：４

S、９７ＣＸ・ＣＹ．.z２．１３

剃餐区‘ｚ~冒而形状・規悦・切餐|M1係 ‘蝿‘％

理
哩
「
脳
△

郷．.迩樹

本文出城か

本文記俄ニ

ボ史詑戟・

：:『戦後M１１

．．.戦後期

［･識後難

水史記職

本文記城

叩
ａ
色

呈
叫
肌
叩
『
湘
殆

叩
Ⅲ
。
！
Ⅳ
０
柵
イ
ー

訓
鯉
割
や
記

だ
“
文
文

Ｃ
粕
■
恥
■
『

ヨ
バ
『
。
”
如
国
．
６
列
Ⅱ

拙戦

温裁

本文証蔽

本文面'』戦叱

本文記嘱、

本丈記雌，

本丈記職。

悪文鮎雌

本文記祇』

本文記仙号

本文記戦

本文記城．

本支記較．

本文ｉ

本文ｉ

減
栽
郡
記

・
汀
へ
．
”
〈

Ｐ
抵
油
．
．
歩
い
、

ぷ史記蛾

記戦。

記祁

本文融雌

本文記砿，

本文記峨。

水文晶‘鵬

ｲ鎚記縦‘

本文記戦弔

本虻肥載

本文記載珍

本丈記栽．

'1詩文記

本文記

室言

戟冒

鼓‘

四
回
咽

観
戦
紘

記
記
記

文
丈
文

承
輩
本

左丈酎ｔｌ職叩

本文記栽。

時］Ｕ

弥止;.I澱後典

.;･誤戟後期

;【i墳綾期

.･1.嶋擬期

三'冒噛鐙期

ｆ塙後期

;酢墳後側1

.1『噛投則

古墳後斯

『:＃墳後期

弔T｣賞後期

古墳後期

誰墳後期

IIr墳後川

宙噛後期

士域後期

学墳後則

弥41葛11判後鱒．．－

後期

ﾛ..埴後虹

弥牛中期．;'『職

;|』川

ﾘｳ､上上:..Ⅲ後葉

:Ｆ１戦恢期

陽51墳綾期

弥生榊勤-,咳･堂噛

.;『期

弥竺[『;難後離

IJi戦中Ⅲ

【､.｣賞後難

弥生中期一Ilr職

:1.期

弥牛中期･-後期

弥堆

:･胃戦後期

古墳後期

討墳後期

．r『墳綾期

弥与･陵期



1８０－

逝附

制壷,又平面形状・規膜・切合関係理Ｌの将微狸:号
略号播号

ＳＰｉＯ１ＤＧ－２１阿形。推定直径25'-.30cm、深邑:Ｃ黒褐色砂買･と。｛弓ぷい鋤目色砂賀シル:､の*諦．Ａ

α１１．Ｓｃ･４の床商で確認ｅｃ:nほどのレンズ状･プ胃]ツクがごく少itみられる。ｉ
ｓ!＞１０２，Ｇ．2１訂形圏推定征20cm，深さ５CII肌黒褐色砂賀士。径0‘5Cl､前後の楕円形の小さな縄．Ａ

ｌ-野，鵬pG-21鴇i瀦漂瀞慰撫7"緩難蝋擬驚懸ﾙ“の厚書病”ハ
善10ごﾛ:。Ｓｃ･･４詮切る。伝どのレンズ状プ龍ツクや，琵３cmぱどの義郭

｜ がばやけた七塊が少赴椛12る。

ＳＦ２鯉：ＤＧ･2０．２１不釜円形。径32～35CJn、深さ10c‘Ｗ暗碕色砂賀．,己。従ｌ－ＺｃＩ１:の輪郭がほや;ｼた梢Ａ
前後。Ｓｃ･･５仁切られぉ。円形の黄櫛色シル;､塊がま億らに混じる。ｉ

ｓＰｌ<)５ＤＧ２０長．.:形｡長径34cm-α以k，短径黒淘色砂質士で､径IclI,蝿どの柿:．;形の黄禍色八
４０信孤、深菩10cmoSlK-9に切られシルト塊がごく少量混じ患。
る＆

sPm6…０祁鴨長:り鵬｡擬僅蝿…鍵cm､繊駕瀕患:画の楕劉影の樹営ｼﾙﾄﾊ
Ｓｉ＞ｌＯ７ｎＧ１９：g:形。髭30～33c動､深さＳ'､.ｇＥｍｏ蝋褐色砂賀.『諸で、径二'－３ｃｎの怜円形でやや粘Ａ

性をおびた褐色シルi･塊がごく少賦混勝る。

ＳＰ：０８，F･･1９１日:形。径;jOm、深善８cm。．黒褐色砂賀_､己.で、篭：-気,２cmの桁iL;形の'二ぷいＡ
黄褐瞳シルル塊が『.〈少踊混1二jる。

ＳＰｌＯ９ＤＦ・ＤＣ-１８．１９略:.;形。雀38-42CIﾛ、深さSE､:＠黒褐色砂質‘名で、経二ご鰯の輪郭がぼやl』たＫＥ.ぶＡ
い黄褐色シルト塊が好く少吐混馨る＞

’Ｓｌ』ニニ０津〕G･･1９ＳＣ－６の柱穴。本燕箇載。

Ｓ１，１１ＩＤＦ・『〕Ｇ･,＄、1形。直徹28cm，深き‘l～５“L’１暗褐色砂質･jEで、径１～２qnの糖郭が瞳や､)たＡ

い，ｗ…鷲…諜繍…………論…‘
鮒円形の褐色砂質j二魂が全休の20％ほど拠じぁ。

巻Sum。Ｓ〔:･･６の床而で検出。黄褐色シルト塊がごく少最況1場る。

|ＳＰＭ”D(;⑳蕊驚謡繍繍騨灘欝羅愚"‘，総ド影の潤色ｼﾙﾄ典
北半分が掻乱で破壊。

ＳＰ工５二)G･･2０ＳＣ６の註穴怨本文記載。 Ａ

ＳＰＩｉ６ＤＧｌ５ＳＢ･57の縦穴。水文記戦｡

‘ＳＩ：１１７ＤＧｌ５略円形。蝋乱読の底而で横川靖褐色砂質．:､で、径：～２cmの楕円形の褐色シＡ
崖30cm、深さ７Em。ルロ･塊がごく少賦混じ患。．

'額~池“嘘聯形｡震3…膿…凧Ｗ蝋聴繍蕊鰯鯛‘
駐含認Lろ。

ＳＰｎ９：〕G･･１５略円形、推定篭45cm前後、深曽ｌＧ径３－Ｓｍの小石や嫌が多く混いる婚褐色砂質里
師，東半部の大部分を撹乱で破壊上で、鰯１画ほどのにぶい黄褐色シルトのレン
碁れ･てい患。 ズ状･ブロックが少最含まれる。

ＳＰ１２０２)Ｇ･己５長F1形､､長径50厘m、短鎧35cm、深篠５．－８ｍの際や小石が少赴混i』,る暗褐色砂質Ｂ

さG0cmsSPl24を切る。ｆで、径１cmの丸いにぷ3､黄褐色シル;､塊が少
拙含まれる。

|”121:,‘“､…繕…蕊。
s１，：２２:)鴫,５，部形｡塵30.m､糠…畔後3-5噸の小蒋や際が多く綴じる畷褐…：

鄭嬉調制菖外脹のびる。撫珊撫謝蕊邑珍瞬のレン
Ｓ１．ｌＺ３ＤＧ－ｌ５不盤梢円形･長醤94cm､逗径28亡ｎ１、鰹２ハ･３ｍの環が多く混じる暗詞色砂質i・で、ｊｊ

’：瀧豊7~s"。；聴搬純膨のにぶい撒鵜色砂質｣魂が
ＳＰｌ２ｊｌ

ＳＰＩ２５

ＳＫｌ２６
や、■Ｏ

Ｓ1コＩ”

ＳＦ２２８

■■■由■６．■

､ G-.15Ｓ馬･認の柱穴。本文記載ｇＢ

ＤＧ．.'‘ｌＳＨ･蝿の性穴。本文記載。Ｂ

Ｚ〕G･･１３Ｓｃ．s炉跡っ本文記載．A

DG･llSB-認の椛穴｡本文記載｡Ｈ

１〕G-l4‘‘鵜痕跡を確認｡本葬i』戦。ｉｉＩ

|s,:…!…蝉“侭縦穴｡…。‘
SED１３０１〕Ｇ･･１３ ＳＣＳ柱穴.本文記載鋤 Ａ

ＳＰｌ３Ｌ：)G･-13 略阿形。径謁～3Scm，深き:ﾗc訂､，暗褐色砂質･P弓で、侭３～５cmの楠,；形のにぶいＡ
浅いlEl状の窪み。 黄栂色シルト塊が多く鵬哩恐。

|謬翰'DG-l3：:F難藤鰯息繍噺地砂躍と櫛色ｼﾙ;が雌器，合う。‘
る。

SPl33訂:〕G･･13 Ｓｃ･８縦穴。本文記戦。

ＳＰｌ３４ｍ(;･･１２ 略i‘j形。髭]7～18cm，深き22℃訓創時褐色砂質上で、従二cmのどの輪郭が億やげた八
ＳＰ：39を切為。 にぷい黄褐色シルふ塊がごく少批混じる。

ＳＰｌ３５Ｄ〔;･･１２‘I端;二$形。推定綾25種､前後、深き７褐色シル:､で、径５～６c.'の棺円形の晴褐色砂；Ａ
･にm・京半部は撹乱で破壊されて･い質.I諸塊が多く混駆る、
為。

Ｒ
］
Ｂ
一
路
ｍ
Ｕ

出土蝋物

張った炭化鞠が置く

径OL2-0L3画nの粒状、ｆ

の角張った炭化勃淵･力

シ
ェ

出上．

径02-03画nの粒状の炭化物＃･が
蒔く少ｉｉ;ﾛ雛"口

径0.2～OL3cmの粒状の炭化物片が

ばく少溌出-t。

角張った炭出物州･が詣

醐llL。

径0.2--“釦の粒状の炭化物間が

置く少批出･‘1。

fifO2～0,3cmの粒状の腿化物庁が
ｒｆ〈少鍬出一.。

径q2-．(jL:k｡､の裁荻の炭化物ﾉ;.が

ご'『<少虻出．:２．

径0‘２－０３ｃｍの粒状の炭化物をご

く少最出士。

鎧02.,0,3cmの粒状の炭化恥片
と、径ＩＥｍの角張‐〕た炭化物片

が少世;.f-fo

i2‘-.ij3cm大の粒状炭化物を少品
含む。

祇05⑨､の角族った炭化物片がご

く少赴出:２．

径２～３錘の粒状の炭化物片が

ぎく少吊出二。

幅１ｃｍほどの細芸い炭化物品.、

径２－‐31,1,の粒状の炭11;物堤.が

ごく少並出-1.．

径0.5～１ｃｍの角張っえ_炭化物片

がやや多く出上。

弥血時代の外面はミカキ調紫し
た壷賄部小片、外面をミガキ、

内l釘をケズリ調砿した謹嗣部汁
がある・方で，内外面を刷毛:‘：

淑藍L,、球形を釜･ウ為と考えら

れる..f喧後蕊の土師器の謎胴部
ji、径３．．患匡､の角張った炭化

物片がF鋤<少溌出土。

弥生･‘二器の胴部細片１点、徒５

ｍの角張った炭化物腿.が.9Ｆ<少

職出出。

径２．，．３ｍの粒状の炭化駒片が

ごく少ii出』己。

ＦｉＦｆＩ２６１－－３、Ｆｉｇ』27-.1.

７がlliIx“

弥生と器の壷と答えられる111部

'1,片２点、径２cmの角張った炭

化物片が出３．．

群』k_:器の胴部釧ノヤ‘1点、憂さ

ユ叩ほどの細長i,､炭化物j常･がご

く少般j1K-l.,。

時期

弥非

|弥瀧

弥生中朗後葉

'弥生

弥蛎

弥生

弥生

弥生巾斯後素

弥生

弥生

弥龍I+'財後莱

占墳後期

占墳後湖．’

古埴後期

古墳後期

弥生後期‘

古墳後期

~:旨戦後期｜

弥生後期

鯖…’
弥亀後期



略円形。径22cm、７cm。上部は親指大の黄褐色砂質シルト塊がつまり、：Ａ

西半部は既設の管路で破壊きれて下部は暗褐色シルト。

いる、

ＳＰｌ５６・ＤＦ－ｌ５

巻末表１

ＳＰｌ３６・ＤＧ－ｌ２

SＰｌ３７ＤＧ－ｌ２

１３８．SD-90に振り替え。欠番。

罰J卵「!‘J観縦嚇；剛職繍駐…ｼ‘唾IいＩ丘ＪＬｌｊに：浅い窪み状．SP-l34に切られる。塊がやや多く混じる。

１４０：SD-91に振り替え。欠番。

ＳＲ…"M1，…ipG言1国”峠…:本#調iX9……“…卵一……………－－……‐…：Ｂ難.典6戸4～7釧寿…………繊鱒リ
SＰｌ４２ＤＧ－ｌ４SB-58の柱穴。本文記載。 古墳後期

SＰｌ４３ＤＧ－ｌ５ｉ隅丸方形。長さ35cm＋α、幅30～径２～３cmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土で、‘Ｂ弥生土器の胴部細片５～８点が古墳後卿
３５cm，深さ22cm･束半部を撹乱で径１cmの梢円形のにぶい黄褐色シルト塊がご〈出土。また、長さ５mmほどの細
ｉ破壊されている。 ．少量含まれる。 ：長い炭化物片や、径２mmの粒状

一の炭化物片がごく少蛍出土。

古埴後期SB-57の柱穴。本文記戦。．Ｂ

不盤楕円形。長軸長55cm，短軸長径２～３mmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土で、‘Ｂ径２～３Ⅲmの粒状の炭化物片が

44cm、深さ１０cm前後。床面で３ｃｍ：厚さ5,1mほどの褐色シルトのレンズ状ブロック‘ごく少量出土。

ほどの深さの小穴を検出。がごく少量混じる。

不整楕円形、径45cm前後、深き５暗褐色砂質土で、楠円形の小さな褐色シルト塊A

cIn前後の浅い窪み状の小穴。：が少量混じる。

不整楕円形。長靴長35cm＋α、短暗褐色砂質土で、径１～３cmの位げた楕円形の１Ａ土器の細片、鮭２～３mmの粒状

軸長40cm，深さ14cm･北半部は柵褐色シルト塊が少量混じる。の炭化物片がごく少量出土。

乱で破壊。

不整楕円形｡長軸長17cm＋α、短暗褐色砂質土で、径5mｉｎほどの楕円形の褐色シＡ弥生土器もしくは土師器の小指
軸長25cm，深さ１０cm・北半部は撹ルト塊がをごく少:逓混じる。先大の胴部細片が１点、曇さ３

乱で破壊されている。SP-147とｃm，幅．厚き２～2.5cmの花尚岩

切り合う。の小円磯（R-l543)、径２～３ｍ
の粒状の炭化物片がごく少逓出

ＳＰｌ狸：ＤＧ－ｌ４

SＰｌ４５ＤＧ－ｌ４

SＰｌ４６ＤＧ－ｌ５

ＳＰＭ７.ＤＧ－ｌ５

SＰｌ４８ＤＧ－ｌ５

土運

下………爾畔……姪…満僅……I蕊撫ｉｊ繊景で破壊きれている。状ブロックがやや多く混じる。

SＰｌ４９ＤＧ－ｌ５

隅丸長方形？長辺20ｃｍ＋α、短暗褐色シルトに蛍褐色砂質シルトが散洪に混じＡ

辺25～30cm，深さ３cm。浅い窪みる。検出時、平面輪郭はぼやけていた。

状の小穴、

ＳＰｌ５５：ＤＦ－ｌ５

181

ＳＰｌ３６ＤＧ－ｌ２号略円形。径43～45cm，深さ１５cm。；暗褐色砂質土で、径ｌ～３cmの輪郭がぼやけた；A

SD-90を切る。褐色シルト塊が多く混じる。

ＳＰｌ３７ＤＧ－ｌ２ｉ長円形。長径42cm＋α､短径48cm，暗褐色砂質土で、径ｌ～２cmの褐色シルト塊がＡ

ｉ深さ５cm前後。東半部を撹乱で破；やや多く混じる。

壊きれている。

l38SD-90に振り替え。欠番。

ＳＰｌ３９：DG-l2；略円形。径18cm前後、深さ３cm。・暗褐色砂賀土で、径ｌ～２cmの丸い褐色シルト１Ａ
：浅い窪み状．SP-l34に切られる。塊がやや多く混じる。

１４０．SD-91に振り替え。欠番。

ＳＰｌ４１：ＤＧ－１５；本文記戦。Ｂ

ＳＰｌ４２ＤＧ－ｌ４１SB-58の柱穴。本文記載。Ｂ

ＳＰｌ４３ＤＧ－ｌ５ｉ隅丸方形。長さ35cm＋01,幅30～径２～３cmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土で、‘Ｂ

３５cm，深さ22cm･束半部を撹乱で径１cmの梢円形のにぶい黄褐色シルト塊がごく

ｉ破壊されている。．少量含まれる。

ＳＰＭ４ＤＧ－ｌ４；SB-57の柱穴。本文記戦。・Ｂ

ＳＰｌ４５ＤＧ－１４不盤楕円形。長軸長55cm，短軸長径２～３mmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土で、‘Ｂ

４４cm、深さ１０cm前後。床面で３ｃｍ：厚さ5,1mほどの褐色シルトのレンズ状ブロック；

；ほどの深さの小穴を検出。がごく少量混じる。

ＳＰl46DG-l5：不整楕円形、径45cm前後、深き５１１音褐色砂質土で、楠円形の小さな褐色シルト塊Ａ

ｉｃＩｎ前後の浅い窪み状の小穴。：が少量混じる。

ＳＰｌ４７ｉＤＧ－ｌ５・不整楕円形。長靴長35cm＋α、短暗褐色砂質土で、径ｌ～３cmの位げた楕円形の：Ａ

：軸長40cm，深さ14cm･北半部は柵褐色シルト塊が少量混じる。

乱で破壊。

ＳＰｌ４８ＤＧ－ｌ５、不整楕円形｡長軸長17cm＋α、短暗褐色砂質土で、径5mｉｎほどの楕円形の褐色シＡ
軸長25cm，深さ１０cm・北半部は撹ルト塊がをごく少:逓混じる。

：乱で破壊されている。SP-147と

：切り合う。

ＳＰｌ４９ＤＧ－ｌ５不整形。深さ１０cm・北半部は撹乱I暗褐色砂質土で、径１cmの褐色シルトのレンズＡ

：で破壊きれている。状ブロックがやや多く混じる。

ＳＰｌ５０ＤＧ－ｌ６：不整楕円形。推定長径40cm、短径：暗褐色砂賞土で、径２～３mmの角喋が多く混じＢ

；２５cm，深さ３cm･東端は撹乱で破る。幅２cmほどのにぶい蛍褐色砂質土のレンズ

：壊されている。羽伏ブロックが少量混じる。

ＳＰｌ５１；DF-l4SB-52の柱穴。本文記赦。B

l52SD-92に振り替え。欠番。

ＳＰｌ５３・ＤＦ－ｌ５：円形。径９～１０cm，深さ６cm。、暗褐色砂質シルトで、下半部には親指大の黄褐．Ｂ

色の塊状ブロックが多く混じる。

ＳＰｌ５４ＤＦ－１５：長円形。長径37cm，短径28cm，深暗褐色砂質シルトで、小指～親指大の黄褐色砂Ａ

さllcmoSC-l2の柱穴。質シルト塊が少量混じる。

ＳＰｌ５５：DF-l5隅丸長方形？長辺20cm＋α、短暗褐色シルトに黄褐色砂質シルトが散漫に混じＡ

辺25～30cm，深さ３cm。浅い窪みる。検出時、平面輪郭はぼやけていた。

：状の小穴。

ＳＰｌ５６ＤＦ－ｌ５：略円形。径22cm､７cm。上部は親指大の黄褐色砂質シルト塊がつまり、；Ａ

・西半部は既設の管路で破壊されて下部は暗褐色シルト。

:いる。

ＳＰｌ５７ＤＦ－ｌ５円形。径16cm、深さ３cm。ｉ暗褐色シルト。；Ａ

ＳＰｌ５８ＤＦ－ｌ５：略円形。径28～30Ｃｌ､，深さ２～３：11音褐色砂質シルトと麓褐色砂質シルトが混じる。ｉＡ

Ｃｍ巴

円形。径16cm、深さ３cm。暗褐色シルト。SＰ１５７ＤＦ－ｌ５ Ｊｈ

略円形。径28～30cm，深さ２～３暗褐色砂質シルトと麓褐色砂質シルトが混じる。１ＡSＰｌ５８ＤＦ－ｌ５

じⅡ1－

略円形。径１０～12cm、深さ３cm。暗褐色シルト Ａｌ士器細片が出土

円形。径17cm，深さ５～６cm。暗褐色シルトに黄褐色砂質シルトが少獄混じる。、Ａ

ＳＰｌ６５・DF-l4・’５：略円形。径24～27cm，深さ４～５暗褐色砂質シルト。黄褐色シルトの小塊がごく‐Ａ

：ｃ､。浅い皿状の小穴。わずかに含まれる。

SＰｌ６６ＤＦ－１４；略円形。径30cm、深さ３～４cm・胃暗褐色砂質シルトで、小指先大の黄褐色シルト：Ａ

到工半部は調査区外にのびる。塊が少品混じる。

略円形。深さ９cm。比較的しっか．黒褐色シルト〔

りした掘り形をもつ。SK-l68と；

の先後関係は不明。

立柱痕跡を確認。本文記赦。SＰｌ６８ＤＦ－ｌ４

|月

Ａ

且醜
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調丑‘又平面形状･規棋'切合間係雌;･の狩微理.‘宅略号･諦号 膿：二逝物 時期

|鰯：

SP

S1ｺ

SI〕

SIU

SID

Sl’、

SＰ

)４

SＰ２０５ＤＤ－ｌ４

SＰ２０６ＤＤ－ｌ４

〆由勺

ＬＪ且

瑞剛

略弓』

不整な楕円形。推定長径65cm、短暗褐色砂質土。径２～３cmの楠円形のにぶい黄Ａ

径38cm、深さ８cm・撹乱部の底而褐色シルト塊が多く混じる。

で検出。SP-206に切られる〃

……鋤…,岬｡鰭…"塗…趣…弧|欝蝋麓雛卿…擬乱部の底面で検出。SP-205を‘
切る。

SＰ２０７ＤＣ・DD-l4・略円形。径22～23cm、深き６cm・暗褐色砂質土。径１cmの桁円形の褐色シルト塊Ａ径２～３Ⅲmの粒状の炭化物片が
SC-2I床面で検出。‘が少量混じる。ごく少量出土。

SＰ２０８ＤＣ-14略lｴl形。径20～21cm･深さ５cm・暗褐色砂質土。Ａ径２～３mmの粒状の炭化物片か
SC-21床而で検出。ごく少量出土。

２０９．SP-601に振り替え。欠番向

SＰ２１０DD-l4：径20～22cm、深さ７cm。暗褐色砂質土。Ａ

ＳＣ-21床面で検出。

SＰ２１１ＤＤ－１４：長円形。長径37cm、短径24cm，深嶋褐色砂賀土。にぶい黄褐色シルトの薄いレンＡ

ｉさllcmoSP-517の底面で検出。・ズ状ブロックがごく少量みられる。

２１２SP-492に振り替え。欠番。

SＰ２１３DC-l4ｉ長円形。長径44cm、短径40cm，深暗褐色砂質土。径ｌ～３cmの楠円形の褐色シルＡ径0.5～１cmの角張った炭化物片
：さ23cm。：卜塊がごく少量混じる。がごく少量出土。

SＰ２１４ＤＣ－ｌ４略円形｡径50cm､深さ4cm・浅皿:暗褐色砂質土｡径１cmの楕円形の褐色シルト塊Ａ径２～３mmの粒状の炭化物片が
状・身がごく少量混じる。ごく少量出土。

SＰ２１５DC-l4不整な長円形。長径45cm，短径３９：暗褐色砂質土。径２～３cmの楕円形のにぶい黄Ａ弥生土器の胴部小片３点、径２

：ｃm，深さ23cm。・褐色シルト塊がごく少量混じる。～３mmの粒状の炭化物片がごく

少舷出土。

SＰ２１６DC-l4、各円形。径１９～20cm，深さ６cm。暗褐色砂質土で、褐色シルトの薄いレンズ状プＡ外而に刷毛目、内面にナデ調整

一ロックがごく少遥みられる。を施した喪の胴部小片１点、径

２～３mmの粒状の炭化物片がご

く少景出士,、

1８２－

古域後期

古墳後期

古墳後期

古墳後期

古墳後期



SＰ２５４ＤＢ－ｌ５

巻末表１

、暗褐色砂質土。径１cmの桁円形のにぶい黄褐色Ａ

砂質土塊がごく少最混じる。

暗褐色砂質土｡径l～2cniの楕円形のにぶい黄Ａ壷口縁者
褐伍砂暫土塊がごく少昂混じる両器の胴苔

立柱痕跡を確認。本文記載《，．Ｂ

長l1j形。長径19cm、短佳16cm，深にぶい茜褐色砂質－１二に、径５mmの粒状の褐色シ：Ａ

さ13cm。ルト塊が多く混じる、

SＰ２４３ＤＢ一Ｍ

略円形｡径24~25cm,深さ25cm｡暗褐色砂質土｡径l~3cmのにぶい黄褐色砂質A

土塊が多く混じる。

長円形｡長径28cm､短径24cm､深:黒褐色砂質土。にぶい黄褐色シルトの幅lCmほＡ
さ20cm。どのレンズ状ブロックが多くみられる閲

SＰ２４５ＤＢ－ｌ４

SＰ２４６ＤＢ－ｌ４

２４７Ⅱ咽を埋土とする撹乱を誤認。欠番。

SＰ２４８DB-l5略円形。径19cm，深さlOcnl。暗褐色砂質土c

SP249DB-l3･'4:SC-25の柱穴｡本文記職｡Ｉ
ＳＰ２５ＯＤＡ・ＤＢ－ｌ３：SC-25の柱穴。本文記戦。

SＰ２５１DB-l3SC-25の柱穴･本文記赦。

Ａ

Ｂ

６

目

SC-25の柱穴。本文記戦〔SＰ２５２ＤＢ－ｌ３ Ｅ

立柱痕跡を確認。本文記戦。

立柱痕跡を確認。本文記蔽＆

SＰ２５９ＤＡ－ｌ３

：｜謎麓盤#'土SＰ２５５ＤＢ－ｌ５

SＰ２５６DB-l3立柱痕跡を確認。本文記載。

２５７SP-554の一部を誤認･欠番。

Ｂ

SＰ２５８ＤＡ－ｌ３ 立柱痕跡を確認。本文記載。

立柱痕跡を確認。本文記栽。

Ｂ

Ａ

毎J
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SＰ３０９ＤＧ－ｌ６

古墳後期

弥生

弥生

古墳後期

古墳後蝿

SＰ３１１：ＤＧ－ｌ７

SＰ３１０．，Ｇ－1６

弥生

古jZi後期

古墳後期
７経．ｰ

|目

Ａ

Ａ

|目

|目

Ａ

ＳＰ２９８，A-14：SB-62の柱穴。本文記職。

ＳＰ２９９．DA-l4；SB-62の柱穴。本文記戦。

ＳＰ３００，Ａ-14：立柱痕跡を確認。本文記載Ｃ

ＳＰ３０１DB-l5立柱痕跡を確認。本文記赦。

ＳＰ３０２ＤＢ－１３＃長円形。長径36cm、短径32cm、深．径２～３mmの角喋が多く混じる暗褐色砂賀土。

｜さ４cmoSC-25床面で検出。径３～５cmの楕円形のにぶい黄褐色砂質土塊が

：多く含まれる。

３０３．SP-326と重複して遺椛番号を付してしまったため、欠番。

ＳＰ３０４，Ａ-14‘SC-27の柱穴。本文記較。

ＳＰ３０５DG-l6楕円形。長径53cm､推定短径40cm，暗褐色砂質土。径１cmの桁円形の褐色シルト塊

深さ４cm･束部分を撹乱で破壊さがごく少量混じる。

れている。

ＳＰ３０６‐DG-l6円形。径８cm、深さ８cm。にぶい黄褐色砂質土。Ⅳ層と比べて濁る。

ＳＰ３０７DG-l6：長円形。長径21cm、短径17cm、深，暗褐色砂質土。径lClnの楕円形の褐色シルト塊

さ７cm。がごく少量混じる。

ＳＰ３０８ＤＧ－ｌ６略円形。径23～26cm，深さ５cm･暗褐色砂質土。径２～３mmの角際が多く混じる。

径１cmの輪郭がぼやけた精円形のにぶい黄褐色

砂質土塊が多く混じる。

ＳＰ３０９ＤＧ－ｌ６：杭痕跡を確認。本文記載。
､面ﾛﾛ酷‘･･園‘･‘話･面.~雫‘誼｡.ー.~..~･･1......~･‘.｡.‘‘,.'.｡.q･･･~･･,..････一,･･･~.一一~…..時,…ﾛP･ﾛﾛﾛﾛ吟D

ＳＰ３１０：ＤＧ－ｌ６；円形。径12～13cm，深さ７cm。にぶい黄褐色砂質土。

ＳＰ３１１：DG-l7：円形。径１７～19cm､深さ12～１３cm･暗褐色砂賀土で、幅５cmほどの黄褐色砂質土の

レンズ状ブロックが少壁混じる。

184

長円形。長径36cm、短径32cm、深．径２～３mmの角喋が多く混じる暗褐色砂賀土。Ｂ

さ４cmoSC-25床面で検出。径３～５cmの楕円形のにぶい黄褐色砂質土塊が：

：多く含まれる｡

5Ｐ３０２ＤＢ一１３

「

逝櫛

略珊誘号
詞交反平面形状・焼模・切合関係腿.‘Lの狩徴皿ゴ． 削・‘･巡物 時期

ＳＩ,２８２ＤＡｌ３

ＳＰ２８３１〕Ｂ･･1２

＄l》284；I〕Ａ･l２

ＳＰ２８５：ＤＢｉ３
．．２可

Ｑ１】２８６：I〕Ｂ･1３

リ
］
リ
⑧
リ
』
ワ
’
３

恥
』
１
１
１

．
凸
１

叱
坤
“

ｍ
ｕ
ｍ
Ｕ

ｎ
》
へ
Ｕ
識
轟
鎚
郷
頚
麹

Ｐ
ｐ
ロ
Ｐ
煎
全
Ｐ

〔
句
員
）
〔
お
戸
ご
叩
。

13.....
13

SＰ２９７

弥生上器もしくは･た師器の胴部

柵貸ﾖｰ小片７点、径２mmの粒状

の炭化物片がごく少祉出‘宅。

雀２甑－３１１MIIの丸い暁化物片が少
並出･‘茜。

縮２－３ｍの丸い炭ｲ13物j;･が少

・疑出-1竜。

弥生i号器の胴部２点、篭２～３

ｍ軸の粒状に〃と化物片が少品出.君露

徒２～３厘mの炭化物島･が少賦川

,｡

Ｆｉｇｌ２Ｓ･'1が出土。

弥止.:･器もしくは二師器の附蛎

網片４点が出『号

hD5

罪
Ａ

奥
埜
凹
哩
九
札
典
い
く
ハ

占噴後期

古墳後期

八 炭化物片が

弥生..：器の嗣部調片３点が出：句

Fjg､ユ28-ﾕ2がI'i･ｆ。

zPigi28-13が出6．

:Ｉ恥lZS-l4が出』．

由や｡ロロ

浮く少最鄭一二

炭化物片・弥生令淵

藤２．，．３”の粒状

ぎく少賦川.．。

った炭化物庁

の炭化物潮で

緋･が出上｡

の炭化物片が

期

対戦後湖

弥生

弥生

古墳後期

.::I墳後蝿

古墳後期

弥生

弥生後期

弥上|話

弥生-t器の謝部小片３点が

弥生･;弓器の嗣部破片１０点

砂砦.‘､:藤の半折品が川上害

長４，１，厚き１”口径５::：

化物片が少疏鵬_．、

提｡:2コ

前筏、

Fig二２Ｓ：0が出土。

弥生.:も器の蕊の胴部細ド.～';、

７点、径３mmの角張った炭化

片がごく少斌出;弓。



Ｂ

巻末表１

ビ

SA-59の杭穴。本文記載SＰ３１４ＣＹ－Ｉ４ 目

SA-59の杭穴。本文記載。

杭痕跡を確認。本文記載。

円SＰ３１５，ＣＹ－ｌ４

SＰ３１６；ＣＹ－ｌ４ Ｂ

SＰ３１７．ＣＹ－ｌ４

古墳後期SＰ３１８；CY-l4SA-60の杭穴。本文記斌喧

３１９：ＳＤ－９３に振り替え。欠番

Ｂ

古墳後期

古墳後期

古墳後期

古墳後期

古墳後期

立柱痕跡を確認。本文記載‘

:|難塗域出土。
SＰ３２０$ＤＡ－ｌ３

立椛痕跡を確認。本文記載喉SＰ３２１ＤＡ－ｌ３

SA-60の杭穴。本文記載。SＰ３２７：ＣＸ－ｌ５ 目

S A-60の杭穴。本文記載。：Ｂ

長円形。長径23cm、短径21cm、深黒褐色シルトで、径３～４cmの梢円形の黄褐色：Ａ

さ14cm。シルト塊が多く混じる。

SＰ３２８ＣＸ－ｌ５

SＰ３２９ＣＸ－ｌ５

抗痕跡を確認。本文記載《SＰ３３０ＣＸ－Ｉ５ ヘ

立柱痕跡を確認。本文記載。SＰ３３１．ＣＺ－ｌ４ 目

立柱痕跡を確認。本文記誠‘SＰ３３２ＣＺ－ｌ４ Ａ

SＰ３３３CZ-14立柱痕跡を確認。本文記職。

SＰ３３４CY-l4・’５：SB-43の柱穴。本文記職。

SＰ３３５：CZ-l4ISB-43の柱穴。本文記斌。

SＰ３３６：ＣＺ－ｌ４SK-80を切る小穴。本文記載

３３７：SK-80に振り替え。欠番。

SＰ３３８：ＣＺ－ｌ４SB-46の柱穴。本文記赦。

Ｂ

Ａ

Ａ

目

古墳後期'８

杭痕跡を確認。本文記載。

杭痕跡を確認◎本文記載。

杭痕跡を確認。本文記戦。

杭痕跡を確認。本文記戦。

古墳後期SＰ３３９CZ-l4 Ｂ

古墳後期SＰ３４０ＣＺ－ｌ４

SP341:CZ-l4 古墳後期

弥生中期～古墳

中期

Ａ

Ａ

SC-34の柱穴箇本文記戦。

立柱痕跡を確認。本文記戦。

弥生後期

１８５

弥生後期

円形。径34cm，深さllcmoSD-暗褐色砂質土で、幅３cmほどの暗褐色砂質土の‘Ａ径0.2～0.3cm大の粒状の炭化物片

319を切る。レンズ状ブロックがごく少逓混じる。がごく少1丑出土。

略円形。径21～23cm，深さ４cmと暗褐色砂質土。Ａ

桟い°

SＰ３５０ｉＣＹ－１３ SC-35の柱穴。本文記城ｃ 弥生後期

弥生後期

Ａ

SＰ３５１．ＣＹ－]３ SC-35の柱穴。本文記戦。：Ａ

略円形。径24~26cm、深さ１３cm｡，暗褐色シルト。径l～2mmの喋が所々 に混じる｡；Ｂ
撹乱識の底而で確認。

|灘；Ａ

SＰ３５７・ＤＧ－ｌ７ ＳＣ－７の柱穴。SP-358を切る。本文記赦偏

SＰ３５８：ＤＧ－ｌ７

じ為

円形。径34cm，深さllcmoSD-暗褐色砂質土で、幅３cmほどの暗褐色砂質土の‘Ａ径0.2～0.3cm大の粒状の炭化物片

319を切る。レンズ状ブロックがごく少逓混じる。がごく少1丑出土。

略円形。径21～23cm，深さ４cmと暗褐色砂質土。Ａ

浅い。

遺撫
荊交：Ｚ平砿形状・謀棋・吻合|M1係・狸1の時徽順:，

瑞号僻号
rlq‐％批物 時期

SＰ３１２

sＰ３ｉ３

ＣＺ

ＳＰ雛２

ＳＰ３４３

sＰ３４４

sl’３'１５

ｓＰ抄16
...

sl］３;１７：

３４８

３４１９

S§〕３５２

SＰ３５３

SＦ３５４

35｛

SＰ３５Ｅ

ＳＰ３６(：

劇｡３６］

SＰ３６２

魚Ｐ３６２

３６'Ｉ

ＳＰ３６５

SＰ３６７

s1，３６s

５Ｋ出r二姫り評え.。

ＤI｡．ｉ＄

‐Ｘ;･』８

Ａ ・弥生

Ａ『卸2.-:).3El裾の粒我の炭化物片が

やや多く粥．.2⑪ ｜､、
Ｂ．【，蝋後期

Ｂ

Ａ弥堆-:器の小比２猟が出:弓。弥堆．:器の小ｊｉ２嵐が出：_。

弥生土器も:，〈賊.'一師器のﾘＩｊ部

細片ｚ恵、従ユEnの災牝勃片が

難く出:‘．

３麺‘128.16がJ1唾.,

;.:.墳蕊期

.;二:､戦後期

育墳後期

古姻峻雛

茜墳催期

:f雛〔後鯉_.．

弥&|里;‘I則一i･『埴

;1期

IIf積

弥恥
Ⅲ'則

賞
賞
』
ｊ

墳
墳

後期

．期二･首帆

期
州
卿
期
期

後
後
後
後

1i,i凡228卦.がilL１％｡

:3､i側.１２８２１．２２､：;､唯：３２３ガ

職.と

li･砿ユ２６．１９．２０が111・瞳‘，

Ｆｉ質.１２８１８が111．二



杭痕跡を確認。本文記載

SＰ３７１ＤＧ－ｌ９

SＰ３７２ＤＧ－ｌ９

SＰ３７３ＤＧ－１９

杭痕跡を確認。本文記載ｃ

SB-51の柱穴。本文記敬｡

SＰ３７４：ＤＢ－]３

SＰ３７５DE-l4

SＰ３９８．ＤＦ－２３

SＰ３７６・ＤＥ－１４

SＰ３７７ＤＥ－１４

SＰ３７８ＤＥ－ｌ４

SＰ３７９ＣＺ－１３

SＰ４００ＤＦ－２３

SＰ３８０ＣＶ－１３

SＰ３８１ＤＦ一1６

SＰ３８２ＤＦ－ｌ６

SＰ３８３ＤＥ－ｌ６

SＰ３８４‐ＤＥ－Ｉ６

SＰ３８５ＤＥ－ｌ６

SＰ３８６:ＣＺ－ｌ３

SＰ３８７CZ-13

SＰ３８８CZ-l3

Ｓｐ３８９，CZ-l3迩柱痕跡を確認｡本文記載。ＢｌＦ塘里8〒36が出土亀
３９０：SC-34の出入り口部分を誤認。欠番。

Sｐ３９１ＤＦ－２３円形｡径35cm､深さl0cnlo東半部暗茶褐色砂質土で､幅２～3cmの褐色砂質シルＡ弥生土器の口緑部片、弥生土器
は撹乱で破壊されている。服のレンズ状ブロックがごく少量みられる。の壷や翌の胴部小片６点が出土。

また、長さ５cm，幅33cm，厚さ

２cmの餅形に近い砂岩円牒が出

土。

SＰ４０３CZ-l4

SＰ３９２．ＤＦ－２３

SＰ３９３ＤＦ－２３

SＰ３９４．ＤＦ－２３

SB-51の柱穴。本文記載。SＰ３９５ＤＦ－２３

SＰ３９６ＤＦ－鴎

SＰ４０６．ＣＺ－ｌ３

SＰ４０１．ＤＦ－２２

SＰ３９７ＤＦ－２３

埋土中から、弥生土器の胴部細

片２点、径５mmの角張った炭化

物片がごく少量出土。

Ｆｉｇ．１２８－２５．２６が出土。

Fig.128-27～29が出土。

径２～３mmの粒状の炭化物片が

ごく少量出土。

径５mmの角張った炭化物片がご

く少量出土。

SＰ３９９．ＤＦ－２３

略円形。径28ｃｍ深さ５cm。黒褐色砂質士

Fig.128-23.24が出土。

埋土中から、弥生土器の胴部細

片４点、径５mmの角張った炭化

物片がごく少量出土。

Fig.128-33.34が出土。

径５ｍｍの角張った炭化物片がご

く少景出十穴

抗痕跡を確認。本文記斌ｅ

SＰ４０７ＣＺ－Ｍ

立柱痕跡を確認。本文記戦。

立柱痕跡を確認。本文記戦c

SB-46の柱穴。本文記城。

杭痕跡を確認。本文記栽。

杭痕跡を確認。本文記載。

杭痕跡を確認。本文記識。

SＰ４０ＺＣＺ－Ｍ

1８６－

SＰ４０４ＣＺ－ｌ４

SＰ４０８ＣＺ－ｌ４

SＰ４０５、ＣＺ－ｌ４

Fig.128-39が出土｡

弥生土器胴部破片１点が出土。

Fig.128-36が出土。

弥生土器の口緑部片、弥生土器

の壷や翌の胴部小片６点が出土。

また、長さ５cm，幅33cm，厚さ

２cmの餅形に近い砂岩円牒が出

土。

台石（Figl30-2）が出土。

弥生土器の胴部小片１点が出土。

iii構

諮号
調査区 平封形状・規模・判合関係蝿.Zの符薩叩:． 剛ｌ･遺物 時期

抗
Ａ
Ａ

員
八
Ａ
３
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｒ
－
－
Ｂ
Ｂ
Ａ
旧
諏

八
階
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ

Ａ

３

Ｉ３

.:弔器}１．が』11土鶴提０２~･O3fmの職

状の炭化物片がごく少般111'諸副

径pL2戸･q3mの栽状の炭化物がぼ

く少吊出1二。

(IL識'１火の角張った炭化物をご'〈

少最含む。

]『恥二2S･鋤が瞳二二

Ｆ聡.１２s-40~42が仏乙｡

Ｆｉｇｌ鎚・－３１．３２が出､.毛。

Fig.１２s･37.3sが出名

|鴬後期

Ilr｣賞後期，

蕊蕊臓１

１値鰯

，姉墳後期

弥生’

．｜

灘:畷後鎚

弥と牌１期後莱～

後期

i討墳後難

:微｜
弥生l

L7:i漬後期｜
l古積後難
1章;壇後期

,古墳後期‘
'１【;壇後期’

|吉涜後剃

!::錨後期｜

ド錨後輔！



弥生土器のⅢ１部細片～小片４点

が出土。

弥生土器の胴部小片３点（R-

l725）が出土。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
蝿
Ｐ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

巻末表１

遺榊

略号榊号：調査区平而形状・規模・切合関係 出土遺物 時期埋土の特徴 皿十

４
．
４
．
４
４
５
５

１
１
１
，
１
１
１

Ｙ
Ｙ
壷
Ｙ
恥
Ｙ
‐
Ｙ
Ｙ

Ｃ
Ｃ
》
Ｃ
“
．
Ｃ
・
Ｃ
坐
Ｃ

略円形。径22～25cm，深さ６cm。:暗褐色シルト。上部には径ｌ～２mInの篠が多く；Ｂ

ＳＣ－３５．３８を切る。混じるが、下部には褐色シルトの小塊が多く混

じる。

略円形。径17～19cm，深さ４cm。．褐色シルト。下部を中心として黄褐色砂質シルA

SC-35を切る。卜のレンズ状ブロックがみられる。所々に径ｌ：

～２mmの篠が混じる。

立柱痕跡を確認｡本文記赦ずＢ
不雅な長円形。長径34cm，短径２３具暗褐色シルト。褐色シルトの梢円形やレンズ:伏Ａ

ｃｎ１、深さ７cｍの塊が混じる。

SB-62の柱穴。本文記栽。；Ｂ

立柱痕跡を確認。本文記載。Ｂ

立柱痕跡を確認。本文記赦｡：Ｂ

ＳＣ－３８の床面で検出。底面はか態黒褐色シルトに、小指先大の黄褐色シルトの小Ａ

り凹凸があり、樹木根の跡か。塊が多く混じる。

欠番。

:SB-54の柱穴。本文記載。Ｂ

欠番。

略円形･径19cm，深さ１０cm。暗褐色砂質シルト。褐色シルトの薄いレンズ状Ａ

ブロックが上部にやや多くみられる。

円形。径25～30cm、深さ20cnlc東黒褐色砂質土。，Ａ

半部は調盃区外。

略円形。径48～54cm、深さ９cm。暗褐色砂質土。径２～３mmの楕円形の黄褐色シＡ

ルト塊が多く混じる。

SB-49の柱穴。本文記救。Ｂ

立柱痕跡を確認。本文記戦。B

SB-49の柱穴。本文記戦。B

SB-59の柱穴。本文記載。B

SB-42の柱穴。本文記載。Ｂ

長円形句長径45cm､短径28～29cm、径２～３mmの砂喋が上部に多く混じる暗褐色砂Ｂ

深さ１２cm。質土。幅ｌ～２cmのにぶい黄褐色シルトのレン

ズ状ブロックが少泣みられるo

SB-45の柱穴。本文記赦B

SB-45の柱穴。本文記救Ｂ

略円形。径26cm，深さ８cm。黒褐色砂質シルトに、大粒の黄褐色シルト塊がＡ

多く混じる。

杭痕跡を確認。本文記載。Ａ

略円形。径15～17cm、深さ１０cm。黒褐色砂質シルトに、大粒の黄褐色シルト塊がＡ

多く混じる。

長円形。長径22cm，短径17cm､深・黒褐色シルト。・Ａ

さ9cmo

SC-38の柱穴｡本文記載。：Ａ
略円形。径16～18cm。深さ１１cm・黒褐色シルトに、極１ｃｍの黄褐色シルト塊がわA

SC-38の床面で検出。ずかに混じる。

略円形。径28cm･深さ７ｃｍｏＳＣ－：黒褐色シルトで、径１ｃｍの丸い黄褐色シルト塊Ａ

３８の床而で検出。撹乱で南半部ががわずかに混じる、

破壊。

耽痕跡を確認｡本文記職。Ｂ
杭痕跡を確認。本文記職、

仰十'二部から弥生土器の胴部細

片１点出土｡

SＰｚｌｌ４１ＣＹ－ｌ２

弥生土器の胴部細片３点が出土SＰ４１５ＣＺ－ｌ２

総蒜蹴焼がM辻｡|古戦後卿
Ｐ
・
Ｐ

Ｓ
９

416．ＣＺ－ｌ３

417．ＣＺ一隅

Ｐ
・
Ｐ
・
Ｐ
Ｐ

Ｓ
Ｓ
・
Ｓ
Ｓ

418

419

420

421

CＺ－ｌ３

ＣＹ－ｌ２

ＣＹ－ｌ２

ＣＹ－ｌ２

古墳後期

古墳後期

古埴後期

Fig.128-35が出土｡

４２２．ＳＫ－８５に振り替え

SＰ４２３ｉＣＸ－ｌ４

４２４．SD-95に振り替え

SＰ４２５．CX-l4

SP４２６ＣＸ－ｌ４

ＳＰ４２７．ＣＸ－１４

I古墳後雌

1８７－

４４５SK-86に振り替え。欠番。

…ＬＷＩ人JJJJJJ1灘；
SＰ４４６．ＣＹ－ｌ５ｉＳＢ－４２の柱穴。本文記赦。：

SＰ４４７ｉＣＹ－Ｉ４SA-59の柱穴。本文記戦。

４４８．Ⅱ肘を埋土とする撹乱を誤認。欠番。

ＳＰ４４９ｉＣＹ・CZ-l4：略円形。径30～31cm、深さ６cm。：暗褐色砂質土。''1Ｈ２～３cmの褐色シルトのレンＡ弥生土器の胴部細片２点、径２
，ズ状ブロックが少量みられる。 ～３ｍｍの粒状の炭化物片がごく

少:壁出土。

４５０SD-95のCY-l4区北側の延長部分｡欠番｡

SＰ４５１CX-l4、円形。径45cm，深さ６cm。」Ⅲ状の暗褐色砂質シルト。径５cmの梢円形の褐色砂質Ａ
Ｐ小穴。東半部は調査区外。・シルト塊が混じる。

SP452CX-l4・'５‐円形｡径35cm､深さ15cm。：部分的にやや粘性をおびる暗褐色砂質士｡幅ｒＡ弥生土器の誕口縁部(Figl31-弥生
・東半部は調査区外。 ～２cmの褐色シルトのレンズ状ブロックが少:量；６)、胴部小片１点、長き4.5cm，

みられる。 幅3.8cm、厚さ1,8cm前後の扇平な

…………牽餅形の花両者円牒が出土鮎……
SＰ４５３．ＣＸ－ｌ３杭痕跡を確認。本文記救。 弥生

ｓＰ…震4副cXLi3…“¥杭痕跡を確認｡禾文記戦。．………………………“‐…
SＰ４５５CX-l3：SB-54の柱穴。本文記赦。 …狐…”…古墳後期
SＰ４５６CX-l3・杭痕跡を確認。本文記戦。

Slp457ibX-13………ざ杭痕跡を椛認6…本文記職５…．……“…一礼Ｆｉ§i§,-７．８が出土５……弥生…
SＰ４５８，CX-l3；SB-44の柱穴。本文記戦。 ；Ｂ 古涜後期

SＰ４５９．ＣＸ・CY-l3杭痕跡を確認。本文記載。 ．Ａ 弥生

SＰ４６０．CZ-l2略円形･径１８～20cm，深さ６cm。にぶい黄褐色シルトの中に、径ｌ～２cmの褐色

シルト塊が多く混じる。

SＰ４６１DB-l5：立柱痕跡を確認。本文記戦。 ＢFig.１３１－９が出土。 古墳後期

SＰ４６２CX-l3略円形。径20cm、深さl5CIno東半暗褐色砂質土｡褐色シルトの薄いレンズ状ブロッＡ

：部は撹乱齢で破壊。 クがやや多くみられる。

古墳後期

古墳後期

437ＣＹ－ｌ２

４３８ＣＶ－１２

428

429

430

431

432

433

弥生

古墳後期

古墳後期

古墳後期

古墳後期

古端後期

Fig,131-1～3が出土｡

敵石（FilEr､127-4）が出土，

二次的火熱をうけて赤変した弥

牛十等の胴部小片１点､径3~

5,1mの炭化物片が少鼓出土。

Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

ＣＹ－ｌ２

ＣＹ－ｌ２

ＣＹ－ｌ２

４
５
６

３
３
３

４
４
．
４

古墳後期

古墳後期

Ｐ
・
Ｐ

Ｓ
Ｓ

弥生中期440ＣＹ－１３

441ＣＹ－ｌ３

弥生土器もしくは土師器の胴部

小片１点が出土

弥生土器の胴部小片３点が出土。SＰ４３９ＣＸ－ｌ２

Ｐ
・
Ｐ

Ｓ
Ｓ

443：ＣＹ－１３．１４

《144：ＣＸ－１４

Fig.131-4が出土｡

Figl31-5､鉄津残片（Fig.89-8）
が出土、

SＰ４４２勘ＣＹ－ｌ３ 土師器もしくは弥生土器の小片

１点が出土、

Slj

SP



逝術

略号番,!』．
調堂砿平而形状・規摸・切合lHl擁埋二の緋敷雛斗も

SＰ４６３：ＣＹ－１３

SＰ４６４、ＣＶ－１３

SＰ４６５・ＣＹ－ｌ３

SＰ４６６．ＣＹ－ｌ３

SＰ４６７号ＣＸ－ｌ３

SＰ４６８：ＣＸ－胴

SＰ４６９ｚＣＸ－ｌ３

SＰ４７０．ＣＹ－ｌ３

SＰ４７１：ＣＹ－ｌ３

SＰ４７２ＣＹ－ｌ３

ＣＹ－１

SB-44の柱穴。本文記載『 目

し、鼻

略円形。径25～27cm、深さ５Cln．径３～51,,の喋が多く混じる暗褐色砂質土。径．Ｂ

ｌ～２cmの桁円形の褐色シルト塊が多く含まれ‐
馬、

SB-46の柱穴。本文記載瞳 Ｂ

j１１’二通物

,'ず塙Ｉｒ．､一二,期の小型丸底覗主答

えられる肩部片、睦５ｍの角張っ

た炭化物片が少鼠出'二。

弥生中

･１０)、
雛・ロ
ﾛ■ﾛ.ゆ

期の高坪脚部片（斑9.：3：

斑や壷の蛎部破片が４点

!‘ｍｉこケズリ寵整を稔:診た弥生
::二期の発の胆部小片．：点（R

Z7S5）がiⅢ.【.。

弥生胃器の福部小片且点がH｛色。

流生後期後葉の壷底
:３１１:〉と嗣部綱片ユ

土器細巽.ユ蕪、径２－．３mm”純

状の炭化物片がやや多く出土。

弥生土器の鉢:;縁部i１．（Ｆｉｇｌ３１
･ｉ２)、リX棉細異・２点が川貴.。

弥心後斯初頭､‘前撫の注坪の１．

縁部と考えられる砿j;.、弥生腰t‐

閉の蕊：l織部破片、大形壷や班

の詞部細片--小片が７点が111...．

弥蛸=:_器の嗣部小淵･が数点出'わ

埋遼瞳暁編から弥生後期と.皆･え

られる堀部釧片が皇点出.i･畷。

二器細iEi･］点が出､1毛､，

弥堆士器の大形壷の胴部破片力
fOai-
.■..凸ロ

:FiRl3

が出-.号．

SＰ４８７ＤＤ-１４．１５立柱痕跡を確認。本文記載〔 Ｆｉｇｌ３

弥些9.：

1３１．１７

1..14、離石愚'.'9.】鋤･］〉

L･･１５．１６が窪．ｋ・

期後紫の嶺ｎ隷部（Fig．
:が11吐血

SＰ４９１

SＰ４９２.ＤＤ－ｌ４

SＰ４９３．ＤＢ－ｌ３

本文記載。ＡＦｉｇｌ３２－ｌ～６が出土。

略円形。径37～39cm，深さ14cm・暗褐色砂質土｡褐色シルトの薄いレンズ状ブロッＡ弥生土器の胴部細片１点が出土。

SC-l5の床面で検出。SC-14を切・クがごく少量みられる。径５mmの角張った炭化物片がご

る 。<少量出土。

４９４SK-87に振り替え。欠番。

s………職熱蝋撚嚇撫撫､…|謬撫胤駕る、 る。

時斯

古墳後期

古墳後期

古墳後期

古墳後期

弥生

古墳後期

古墳後期

弥生

SＰ４９６：DA-l3不整円形。径27cm、深さ８cm･径３～４mmの際が多く混じる暗褐色砂質土。：Ｂ土器細片、径５ｍの角張った炭

SK-87に切られる。化物片が少量出土。

SＰ４９７‐ＤＤ－ｌ４本文記載。：Ａ鉄棒残片（Fig.８９－７）が出土。古墳後期

４９８SC-l7の出入り口部分としたため欠番。

SＰ４９９．ＣＺ－ｌ４

SＰ５００：ＤＡﾖ1４

SＰ５０１ＣＹ－ｌ３

SC-33の柱穴。本文記斌。Ｂ

立柱痕跡を確認。本文記赦。ＢFig.131-20～22が出土

略円形。径25cm、深さ１１cm･撹乱・径２mm前後の際が少量混じる暗褐色砂賀土。に．Ａ

櫛の底面で検出。．ぶい黄褐色砂質土のレンズ状ブロックが少量みｚ

られる。部分的に粘性をおびる。

1８８－

古戦後期

古墳後期



SlJ５３５ＤＢ－１４

巻末表］

SP536ＣＹ－ｌ３

不整円形。径35～37cm,深さ９cm･径ｌ～２mmの操がまばらに混じる褐色砂質シルA

SK-36の床面で検出。：ト。径１cmの丸い黄褐色シルト塊が所々に混じ

:る。

立柱痕跡を確認。本文記赦。ＢFig.131-26,敵石（Fig.127-6）古墳後期
が出土。

r,-…1.

略円形。径31cm、深さ27cnloSK-上部に径２～３mmの藤が多く混じる暗褐色シルＢ径５mmの角張った炭化物片が少

36を切る。南半部は挽乱で破壊さ卜。径５Ⅲ!nの粒状の黄褐色シルト塊が多く含ま鐙出土。

れている。別Lる｡

SＰ５３２ＤＡ－１２ SC-30の住穴。本文記載｡ 日

SＰ５３３

SP534DＢ－ｌ４

立柱痕跡を碓認。本文記戦。

略円形。径31cm，深さ27cmoSK-

36を切る。南半部は挽乱で破壊さ

れている。

に番。

円形｡径22~24cm,深さ３cm･柵

乱洲の底而で検出。

不薙な長円形。長径42cm、短径３５

cm､深さ４cm･浅皿状。

円形F,ｆ鞠4～36,．深意10〔･mF，

略円形。径25cm、深さ33ｃｍｏＳＤ－

９７を切り、SP-526に切られる。

略円形。径24cm、深さl5cmoSP-

252を切る。

不整長円形。長径34cm,短径21cm、

深さ20cmoSC-38床而で検出肉

SＰ５３７ＣＺ－ｌ４

189

古墳後期

ＳＰ５２８：ＤＣ-１２．１３杭痕跡を確認。本文記赦。

SP529：DC-12.13Ｘ杭痕跡を確認｡本文記載。

ＳＰ５３(）CZ-l2略lT1形。径40cm、深さ20cm・径２～３mmの際が多く混じる暗褐色砂賀土。ｌＬ

ＳＣ－２８．３０を切る。土中位には、幅２～６cmの褐色シルトの薄いレ

ンズ状ブロックが帯状に集中してみられる。

ＳＰ５３１．CZ-l2略円形．径36～39cm、深さl6cnlo径３～５mmの際が多く混じる暗褐色砂質土。

ＳＰ５３２，Ａ-１２SC-30の住穴。本文記赦。

ＳＰ５３３

ＳＰ５３４DB-l4、杭痕跡を碓認。本文記戦。

ＳＰ５３５ＤＢ－ｌ４、杭痕跡を碓認｡本文記職。

ＳＰ５３６ＣＹ－ｌ３：長円形｡長鐘5cm､短径33cm､深;暗褐色砂質土。中部に径２～３cmの楕円形の褐
：さ18cm･SC-38の床而で検出。色シルト塊が多く混じる。

ＳＰ５３７ＣＺ－ｌ４杭痕跡を確認。本文記職。

誤陶巴ンルト。（主乙～ｄｃｍの蛍御巴シルI､塊かＡ

多く混じる。

黒褐色シルトに、径２～３cmの黄褐色シルト塊Ａ

が多く混じる。

径ｌ～２mmの操がまばらに混じる褐色砂質シルＡ

ト。径１cmの丸い黄褐色シルト塊が所々に混じ

る。

Ｂ１ｒｉｇ.i31-26、敵石(Fig.127-6）
が出土。

r,-…1.

上部に径２～3,1mの藤が多く混じる暗褐色シルＢ径５１nmの角張った炭化物片が少

卜。径５Ⅲ!nの粒状の黄褐色シルト塊が多く含ま鐙出土。

れる。

I音褐色砂質上。｜幅ｌ～２cmの褐色シルトのレンＡ

ズ状ブロックがやや多くみられる。

暗褐色砂質土｡褐色シルトの薄いレンズ状ブロッ：Ａ径５mmの角張った炭化物片がご

クがごく少斌みられる。く少丞出土。

暗褐色砂質士。l陥ｌ～２cmの褐色シルトのレン１Ａ径５nMiの角張った炭化物片がご
ズ状ブロックが少最みられる。<少並出土。

暗褐色砂質上。褐色シルトのレンズ状ブロックＡ弥生中期後葉の壷（Fig.１３１－
がごく少量みられる。２７)、胴部小片８点、径５mmの角

張った炭化物片がごく少簸出土。

晴褐色砂質土。褐色シルトのレンズ状ブロックＡ土器の細片が出上。

がごく少並みられる。

唐褐色砂質土。径３～１０cmの楕円形の褐色シルＡ土器細片が出土。
卜塊が多く源|きるハ

Ｂ
Ｂ
Ｒ

遺榊
諏驚Ⅸ

略巧雅号
.!』i:蓮形状・脱棋・切今関係型.二の稗概蝿.． 呈撰遺物 1１４．斑

ＳＰ５０２ＣＺｉｉｊ

ＳＫ５０３１〕Ｂ:３

sP504<:Z･･i:〕

Ｓ],５０５値Ｚｌ４

Ｓｌ１５０６ＣZ･･ﾕ４

sＰ５０７７Ｘ：ｉ５

ｓＰ５０８ｖｘ,:.！

ＳＥ,５０９曾薄：｡！

5Ｆ５エユ［>:〕･'５

s'’５１２：〕c…二・１
剛》副３ＤＣ･･1‘１

sＰ５１４ＤＣ．Ⅲ

SＰ５１５‐Ｘ】･２４

SＰ５１６ＤＣ･'４

器Ｐ私７１〕Ｃ・ＤＤ.且‘！

SＰ５１ＳＣＺ･･皿

SＦ５１９ＣＹ．』Ｉ

ＳＰ５２０ＣＺｉ４

52ユＳｎ９?腿振り排え

５Ｆ５２２ＣZ･･二３

SＰ５２３ＣＺ１

ＣＹ・・３

立桃痕跡を嚇認。本丈記載。．辺

ＳＣｊ５"竃対畔鞭｡本文記職二？
喝.．､形‘ロ径３７－４]と､:、深勇５噸､'〉桂２～３１Wmの隙が多く礎;:論暗褐色砂賀諸偶熟

肌状の';､六・戯シル'･の薄いレンズ状プl；ツクがやや多く合

三れる。

略:zゎ形，確雄１m前陵、瀧評jrn1のにぶい黄濁畿砂間１：こ、径２－３，１の禰・,形の

Jll状の小穴‘ＳＰ魂61星切られろ．醤色シルi･塊が多く滋じぉ

長|,形唖殿睡欺H1、短径為仁:､，雛確饗亨・で．卜､-蕊い黄譜色砂賛-.が夢<混ざあ．

、
イ
グ

善９癖‘，ＳＦ･･505を切為‐

Sc･22の林穴。本誌f戦

長叫形。豊年35刺１，，厘荏錐,,:。黒掲色シルト。侭２．，３c1nの黄謁仇シル1.塊が
多く秘こ愚，

隈凡〃形‘、。,i蝦2t,皿前後、深暮座ｌ黙褐色シル!､皿謹２‐４(､の黄需磐シルi､塊
、"５瞳11へ浅い舟巌状の小穴・ＳＣ・夢〈拠じろ舎

：Sに鋤られあ。

､鋤１２痕跡を歌認一イ漏久記撒．

略~:形心提二9～２二“、深さ:２－K３黒彊芭シル:回舎

可
叩

Ｒｒｌ６の笠欠謁本文記職“

ＳＣｌ６の些穴．ぷぇ記被

量:・・形．ｊ息径36幽１１、短径醜咽．擁黒褐色シルト。

翌6噂InuSC･･１６床面で検陥。

壁・・形‘，艮隆4託''二、荒従鰯c､，様蹄褐色砂質:;２。姪：c剛の桶耳形の〈fぶし､黄褐魚

暮:3cInoIX:.16を哩為鐸砂既０－塊がこく少並拠ご為．

Z｡.'９１３１．．２３が世:ｆ弓

径２‐・a居:::③粒状⑳炭化物唯一が

ぎく少蹴#‘!‘'諸』

羅２－－．３認め枕状の炭化物片が

ぎく少踊#;．“:､曾

甜‘｣!.・・緋天・､酸銃脚l初頭の斑．:‘禄

部iE:､砿.１３１無;､壷肩部彼島.<池，

13：．25)、Iikl都細..‐,小):･７鳶が
川里．｡－
Fﾛ■酉

:｡.iH,難：9が脇.【・

弥鐘:;;期の礎唾郁（l鷺i化)、通りiウ

部細血一蝋が鵬:．．

弥』‘・呼器もL<は,::締涛の1M椎'1

訓玲'２瀞が『.＆：.。

弥1k．:器の鞭服部排:ｊＭ,蛙苔5.W

E１，，１聯45cm、悪苔:燕c､の花絢培

Zj.｡;嬬覗･'361）が閏:･喧

‘･『噴後期

:h1.填後剛

:５５埴後期

hIQ皿』

ﾛｰロロL

■
１

口
Ⅲ
９

I｢墳娩則

.:『畷後期

Fig:１３１２８~鋤が鼎昌｡."

:0.1蝉:3:･･31.32が出急｡

須恵器の誕肘１部/名〈二殖:3:･･

33》、弥生Ｅ器”洞部小淵.20点前

後、ｈ那器破片Ｚ点、』起きScTi，

時1段､，１幕等２姉の耐i7I'な花耐

岩門礁’R･･3Rllj〕、荏苫～５１１１mの

細長い炭化物(･がごく少放出畠

IIi境後難と必えらｵー あ１．ｍ;器の

誰訓部;､－６点､椎尚埼再.際を踊

噌､た彼7赤Ｆｉ係２２７５；が脳．．‘‘
『耀一鯉の炭化物.､･が夢くみらｵー

抑些二瀞のi:､$1劃矧睡.が１.甑占~ﾐﾆﾑも

!"こめみ観･･]:XX)）列化手嬰嶺

『０，－h日P=』

,．I.』賞瀧川

西域後期

弥生~;『期－１【j捜

中期

r,:iIォ

,,,:;ｉ

『･ずl賞後期



SP574_ＣＺ－ｌ２ ｉ略円形、径21cm、深さ７cm｡SC-:径１ｍの環が多く混じる暗褐色シルト。径ｌｃｍＢ
ｉ３０に切られる。SC-34床面で検出：の位げた梢円形の褐色シルト塊が少量含まれる。

；したが、切る。

ｉ長円形｡長径45cm､短径40cm､深;小喋が非常に多く混じる褐色砂質ｼﾙﾄ。小指Ｂ弥生土器の胴部小片3点が出土。SＰ５７５：ＣＺ－１２．１３

：さ22cmoSC-28に切られ、ＳＣ－３０１先大の位げたにぶい黄褐色シルト塊が点々と含

・を切る。，まれる。埋土中位に焼土を含む小喋混じりの褐』

色砂質シルトのレンズ状ブロックがみられる。：

ＳＰ５７６・CZ-l3１略円形。径57cm、深さ24cmoSC-小喋が多く混じる褐色砂質シルト。埋土下部に§Ｂ弥生土器の小へ６点が出土。炭
ｉ２８．３０を切る。：は、径ｌ～３cmの横に位げた精円形の黄褐色砂．化物片が多く出土。

‘質シルト塊が点々と混じる。
ﾛ■｡,q4qP■,咽…脚■■■,-■■■…■】,■一bq｡－■－■■－■■凸■■■b…■1b■■■■…■q■dロムﾛ■凸凹院誼■■■－b■.輯bb萄串ﾛｬ･ﾛｰ･ﾛロ■客pp

SP577CZ-l4長円形。長径28cm，短径26cm，深ｉ暗褐色砂賀シルトで、径ｌ～２cmの楕円形の黄：Ａ
さ６cm。 ：褐色シルト塊がごく少最混じる。

1９０－

凱瀧

暗け番号
＃詞壷寅平面形淡・規模・切合間係埋.の緋徴煙士

極５mmの角張った炭化勃片が少

飛撹_:二･

４ＳＡ－

４ＳＡ＝

ｎ
Ｒ
Ｐ

『.！.:弓逝物 時期



Ⅲ侭

略号番号
設作Ⅸ

SＰ５７８

SＰ５７９ＣＺ－ｌ２

SＰ５８０

SＰ５s１ＤＣｌ４

５８２ＳＰ,4:9の棚ij残.狼ｌ

ＳＰ５s３二>I）･l５

ＳＰ５８４．〕n.二省：

５鰯ＳＩＪ３ｆｌ４の堀り残し割

SＰ５鯛２期．:５

■■Q-SI＞５８７：Ｘ；Ｌ馬

SＰ５ＳＳＣ11.．暁

ＳＰＩ)鋪ＤＡ１４

ＳＰ５９０ＤＡＩ.！

SI＞５９１ＤＡｌ３

ＳＰ５９２ＵＧｌ３

雛)593]〕Al3

S】］５９４１ＤＡ･･1３

S1コ５９５］〕Ｂ型

Sl1５９６ＣＹ･ﾕ２

ＳＰ５９７ＤＡ－ｌ３

SIn５９８DG-22

Sl’５９９ＣＹ･型

SＰ６０１

SＦ６Ｍ

S1ｺ６０５

Dｉｊｌ３

SＰ６０７：ＤＤ－Ｉ３

SＰ６０８－ＣＺ－ｌ２

５!"向形状・i1M,供・切合間係堀二Aの職徴熱:.

灰褐色砂ｃ

灰褐色砂ﾛ‘不整な円形。陸65cm，深さ25cm･灰褐色砂。

SD-3底面の窪みか。SP-562に切

られる⑥

不整な柿円形。長径36cm，短径２１灰褐色砂。

cm，深さ13ｃｌｎｏＳＤ－３底面の窪み

か何

#.､形‘，経24-26旨、略

ド砿;官:形‘Ⅱ蕊35,-.3s

議善予顕師

耐､猿善２cm，、
門

蝋智斑Ⅲ:状の窪み。

唾.：姥一ｆ積７へ岨P唖、湧港７『､､鼻．．

ＳＣ２８の味而呼険出

不整:.;影一奨掩《l恥､，鯉従蝿cgw、：：
了

深きl3cII1oSr2Sの泳而で出Ｉ”

凹形。雛20…21唇､，深き５認。Ⅲ

埼到【

略円形。径30cIll、深さ14cm。：砂喋混じりの黒褐色砂質土

ＳＤ－３の底面で確認。

長円形。長径30cm，短径19cm，深租砂が詰まる！

さ25CmoSD-2の底面で検出。

円形。径18cm，深さ７CｍｏＳＤ－２粗砂が詰まる！

の底面で検出。

略円形。径30cm，深さl4cmoSD-砂喋混じりの黒褐色砂質土

３の底而で確認。

Ａ

Ｒ

Ｂ

SＰ６０９ＤＢ－１４ 略円形。径31cm、深さ13cm。暗褐色砂質シルト。小指先大のにぶい黄褐色シＡ

ルト塊が点々と混じる。

ぶい黄褐色

ＳＰ６０７：ＤＤ－ｌ３：円形。径18cm，深さ７CｍｏＳＤ－２粗砂が詰まる。

の底面で検出。

ＳＰ６０８ｉＣＺ－ｌ２略円形。径30cm，深さl4cmoSD-砂喋混じりの黒褐色砂質土。
３の底而で確認。

ＳＰ６０９DB-l4略円形。径31cI11、深さ13cm。暗褐色砂質シルト。小指先大のに

ルト塊が点々と混じる。

ＳＰ６１０：CZ-l2SC-30の柱穴。本文記戦。

ＳＰ６１１．CZ-13SC-30の柱穴。本文記斌。

SＰ６１０：ＣＺ－ｌ２ SC-30の柱穴。本文記戦‘ Ｂ

SＰ６１１・ＣＺ~１３ SC-30の柱穴。本文記載， 凶

１９１

;n判：君遺鞠

弥』..：器もしく脇Ｉ・師器の胴部

':､瀞２点、須恵器綱部小既･］.Iﾐﾃ

がlli･賂．

弥錐&:器昂、．､-1.埴時代後期の:.

師器･娯恵僻の鮒部典､糸切り

底の:-.師器底郁典.、緑色ｌＬ．若の

百片（Z:.'ｇ】27.-2>、打庖..砿』？
(:唾‘１２７３〉がiⅡ．~･心

黄縄衆､..;:世前半の痢恵貿鵜
の刷総片ｔ流９１３２９）が鯉-:.。

鎧５，輪”角張った溌化物玲や、

径２－３謡吟性状の炭化物ｊｌが

ごく少雌J1も:路。

弥生.ｋ器も‘:〃<'よ.･.撫器の胴部

拙岬･小庁４.乱がH{：．

：:雑細片が出-N弓

篭ユＥｍの釧侭し､炭化物1パ』、祥

２‐'３噸の粒状の炭化物淵がご

く少蹴池1-.．

弥生時催中燕後紫の壷や擁の釧

』ずが出：苧

巻末表１

時期

,i秘…‐…

…………｜中慨

弥生

室童…:１

弥生

布代求.､．:::世齢

拠

古代末～1.:Ｉｆｌｉ＃

期



H１

R-5069

R-５１３７

R-5136 Ｉ

Ｚ

３

５

R-5004

R-50鵬

.、

ワ

ソ

⑧

■

R-5010
9J

リ

リ

２

５

Bｉ

Ｈ

Ｅ

Nｉ

巻末表２文京遺跡13次調査出土土器類。陶磁器類観察表

６

６

R-5061

H１

R-5063 §

R－５１０６ 3１

H１

３

３

1６

】

1１

６

R-5095

１９２

R－５０１２ １１

挿図jii梅稀号

両哩､８

rig,：：

Ｆｊｇｌ３

Fｉｇｌ６

Fi必１８

１

２
３
４
５

６
７
８
９
時
墓
塑
蝿
Ｎ
崎
蝿

．
《
２
３
ｊ
一
侭
呼

穴
〕
７
ｍ
□

９

１０

I：
：

６
７
８

圃
昌
‐
拳
１

礎!:遺識J1畦贈位･謂燕区

SC･･５昌部言)G･２１鋤x:111唖上部

⑳ ‐)G･･烈・２麓三l菌i竜稲

SＣ－６理と

蝿-;ら

＠ 恥:皇弓

Ｓｃ･６ｋ部

|・
Ｉ’”

Ｉ．

｜：

’。

】〕Ｇ１９Ｚ７区工同下部

ｉ)G－．１９．１２区巽1W殿:･部

ＵＧｉ９１Ｚ区Ⅲ層姓F部

x〕G､､gqwi:ⅨⅢ層1部

Ｄ(;･･19.16Ｋ工牌.:二部

ＤＧ･'9-.22.Ｘ1W届‘1部

・ＤＧ：鴬ど区Ⅲ雑巾部

ｉＸ§：＃ｉ５区Ⅱ砺子.部

部

部
郡
部
部
層
ド
部
厨

砧
．
傍
：
叩
“
．
山
．
般
・
・
距
上

屑
届
噛
芯
耐
砺
隔
胴

呈
Ⅲ
Ⅲ
側
Ⅷ
ｕ
ｕ
ｕ

－
区
区
厩
Ⅸ
Ｋ
Ｅ
貢
｜
パ
‐

》
２
２
．
－
６
１
２
２
１

１
１
・
・
・
．
ワ
】
１
．
今
２

．
《
割
＄
（
割
ｑ
印
９
９
３
９

・
・
Ｌ
・
Ｌ
・
・
’
’
一
１
１
ｌ

《
Ｕ
向
い
〔
い
〈
唖
〈
唖
《
い
く
Ｕ
く
い

壷
Ｕ
｛
〃
Ｄ
〃
一
Ｊ
ｍ
Ｕ
ｍ
Ｕ
Ｄ

ＵＧ

X〕Ｇ・・

Ｄ(;・・

ＤＧ。

Ｓｃ･７．．．部、Ｇ･ユ７．･wI1蕨号~耐i,割

？ Ｄ(;･･ﾕ７．．ﾕ7:型彊厨下部

、２ １)Ｇ－且７．２１;ＸⅢ雨ド部

:)Ｇ２７．１６〆Ⅱ筋$‘;部

I)Ｇ：７劉区、鼎j･･部

:)Ｆ･ﾕ7.．騨区王解.’１部

ご)〔;,ユ'f･･･16〆鷲屈Ｆ部

二)Ｇ･ﾕ７．．ﾕ7区、研最下部

息)Ｆ･： ･曇:Ｘ玉屑中部

：)G･･二7.-22運垂刷1,1部

ＤＧ：７２９１ﾇ:Ⅱ崎山部

こ)G･l8:XmEiEI二部

ＨＸ

Ｄ〔

形、砥:Ig部

〃
み
か
り
〃
必

〃
⑫

．
．
２ ::111吋上部

ＳＣＳ

l風n吋'二部

こ)G･･：7.21Ｍ、屑下部

ＤＧ･i7･･::|ベⅢ畷.F部

ＤＧ･'7.-16Ｋ鳶屑．．部

■
』
町

埋
蝿

撰Ｍ１雅趣形状・鰯前射整・勝.賂・娩成などの狩避

弥生.欝壷腿今M1禄の篭部の破器粘.卜燕合図で破描。外面は談･ノデ雪

弥生・器認内外河ともi~検ﾅ･デロ

瀞に.器喪外征は：汝的な火熱を受:）･-L･赤愛。内底~、二胤鴬焦げの蕊と答えらｫ!，
ろ農化物の吸蒋がみられる。器而が猫れて調壊鹸4噸であるが、底郊

弥生・震蕊

弥地.:群高坪

識内向偶'よ鶏オ．:ﾅ宙.摸が残る。

外1節は澗唱::調接、内而i§.植物の錨束

底掩而憤側.指頭痕と刷毛.1.1:具痕力職．

外面Ijt祷匝が荒れ、調整心不明。坪部
キ調終を施・す；,,央蹴はナデ調整。

'二よって披き上げているｆげ

る。

内浦i'よ四方から時計凹Iﾉ;ニミガ

弥生詞:･器壷二1禄端而'二３条の凹線･丈を－．気に施す。凹線文の断面は、Ｆ11部が：尊；
字形で沈線i,.近い内外画ともに識ﾂ･デ言

一弥綜孫壷Ｆｉ縁蝦而'f２条の1111燕えを施す。凹線丈の断値i{よ凹部が浅く波恢状で
ｉあみ。ウ|,而慌横ｿ･デ内面畦器薗が荒れil1艦は不明《

弥生畷.:器壷内外面とも侭横ラデ

弥４J･器斑複介l:縁壷。タ雛iは荒氷が進梁調雛の仔綱不明、内面ほ横ｊ･･デ。頚Ikl
部境鋤内IEi1二は:h1i二号接合痕が残あ。

弥生急器壷［I縁端部.､霞(二粘当･を貼り付砂･[･il蝉碁･せ､１１緑蝦而侭篤状.】:具でテハ.：
字形[::短斜線文堂施･。.'1外面とも器而が荒れ、識嫉妬蛾

弥生.I:器艶ｒｌ緑瑞部を摘み:旨げる,臭うに城ラデ”

弥生?･響粥内外l鼎よ枕ｼー ヂ｡１:緑噛''I部に箆状;浜･さ細1を施す突帯を貼付。
弥生;器謎１１識端部をｋ〃に拡損1〆、３条の''１１隷文をj堂ら-ヅ･弔方の凹線文２条

の隅は狭く、！~I!遠の境が暖雌ぞ浅い．,Al外面とも;具横画デで、特に；、

縁屈曲部外而瞭強<ターデっ

弥生：鰐蕊ｌｉＩ１部内ﾀﾄ需紘ミガキ、ｉI緑屈曲部付近齢ミガニ”）後lニブ･デ訓整。：l縁

部は縦ｰテ調繁全

弥生:藤蕊：へ言外面ともに誰ラテ。内而には黒斑がZl昌哩ても､Z,。

弥生:器認外団は梗状：具l:.よる縦方向のｰ芦、内而は指頭によるヅデ舎

弥生i晶器漉坪やや凶湾気味の:1織部外皿二４条の凹線.丈を蝿らず。凹舘文の断而伝

11.11部が号Ｕ､､字形で沈線'二近ぃ。

弥生：.鈴粥上1：坪部外蘭に;乳栢方向のミガキ調整と拶え.られろ捜誹がご<・部残る：

坪部内劇～1.隷部周辺瞳.､寧な徹ラデ豊

弥生･_器淘坪彫直,j"る欠羽根透fLが：ゥ所残存‘内外而'弓も:こ横シデ，

須恵器Ｉ労涌監Ｌｌ鍬端内面くこは浅く小さな陵が遮為。内外面ともくこlEl転横･デ

式師器ＩｎＬｌ織部､,服部は囚外而ともに回i陣蝋-Jデ叩外底面6晶催皿転糸切;Ｊ雛L，

痕が残為。

弥生;二器

弥生.名器

弥生‘昌蕃

弥生.宅器

弥生.:弓熟

弥生::器

弥生::涛

砿生．器

弥畿;も器

弥生-上器

弥生:.器

弥牛：.鮮

弥宅:器

弥堂::､器

恥外面ともに識ゾ･デ：i緑端弼に３条のIⅡ|恕文が麓きれる：1識屈曲
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文が巡為。’'１１線文は２条一単位で施きれ、断面は波板状。坪部外而の

門線文直lfiこ就箆状工具の刻箇風の銀斜線文噂巡らす。

弥生.；器高坤頚部砿」;。′:､ｰのために径は不擢突、外inは.]･寧准･ﾂｰブ誌l笠。６条の
比継父が巡り、部分的に赤彩の痩跡がみられる。内面;こは絞り痕に描
合痕が残る

弥生と器壷内外面ともＩニゾデ調驚。外底面i,二黒班力強る邑

須恵器坪身外唾而iii,側転へラケズ．;、他は回転横･ﾅｰデ号

．;二節器蕊：.<‐字形１１縁をもち、口隷部の.４ｺ宍がやや膨らみ気味。内外而ともに
、償･』･デ調整目

線文をぶずつ巡らｗ・凹線文は蝿上段とＦ二段

最一段が低い。：斯隷文の幅は狭く深い。凹部の断

P'１部との魂に織唆がつき、沈線に近い？部分的塩

§『と、i晶検ﾗ･デ調整。強い横･デで:]緑爺部謹_方に臆み1-;褐。
&前l『縁部内雨の屈曲部に鮭、浅い段状の沈隷が巡る。

:iとも'二横；テ調蛙１Ｊ]緑端而啄齢･デ･で面取りきれる。

騰蛙，:万に縞ふ上‘ずる‘kぅ;呈縦･ナデを施す。
卿呈３条の凹藻丈を１条ずつ巡らず-倉岡線文隠深く、IUI部の断面

~Ｕー 字形で、枕織i昌近い鰯内外面とも;馬横ノーデー：]識端而は揃
品窪んでいる．

FJ1線文

弥生.；器高坤頚部破
時小勤２１ＪⅡ。

部断獅は浅

い｡とくi古、

W壁。

４条の凹細

坪部外而の

膨らみ気味。内外布ともに

弥生:二器髭１１緒端部の・部を欠く。１A1面～iI禄部周辺は横･デー制部外而ぱ１．寧
な．』･デ(典･と;ず器体の芯部分には黙化播が厚く残為二ｺ１１６①

弥生:器壷Ｉ・緑部周辿ま横ナデ。胴部外複iは．Ｊ･デ、Ｆ串:こは樵過漉がわずか18.観
察できる‘脳部内面はケズリ、肩部付逓はナデ説整。

弥生::邑器菱．I織部周辺は横･ﾉ･デ。胴部外前はー ヂ、：Al面はケズ:j，眉部付う1苫に嘘
指頭E,:摸が残る、

弥生,.二器菱１１織部蝋返は横ず･デ調砿｡胴部外皿李祇方向のブデロ内嘘はケズリ。
１，１１６｡

猛生..､器壷外面は縦ガ向のゾデ調繋･内面はゲデ訓整、粘・仁帝の接合部分is指頭

摸調if状に集【;：

翫生;･器発珊ｆ底。外而憶横ﾌ･デ調整。内面は脂鼠(こ‘蝿押さえっ吟る

弥生〃働器蕊．'･げ底。外面は縦方lfl】の･デ調整。成形時の粘土の接合方法を観察で
きる良好資料。

弥生i邑器弘1-1繕部の細片。Ｆ:緑端部を内外面ともに描・,‘-デ調整。

弥生'器；翌

弥生:紬蓬

弥生士器通

弥生-k際且 蕊

弥生.::器弾

須恵勝坪蓋

一t師器翌

弥生･･曝遷壷内外而とも;二横･デ頚部のfjけ鮎昌際而.ｆ愈形突帯を貼り付ける。
弥生:､器翌・I縁端部を横ず･デで.１名方に摘み剛謁。肱:外面ともに横ﾅｰﾃ'調慈。

弥生J器斐膳筒.砿炊的な火熱を受'う･ぐ赤変す認ともに、荒れが箸1-い。内而
の１１緑部'fでわずか'二謂頭脹痕を観察できる握崖寺ある。

弥錨三1.器饗内外面畠もﾄﾆ横ナテも小片のため、蕎休の似きはやや不確実。

弥生土溌菱内外面とも:晶横ナデ。器壁の芯舘に黒色の黒化嗣が残る。

弥些上鮒壷01.鉢外面はナデ此1..【苧。内面には:入:賎而を中心にへう状-1号具をﾌ･デ付けた
痕弥が残る。内蔵は然愛。

弥崇-t器壷or鉢底部機は榛狐で丸くなっている。詞部外面には、徒２へ．35Ｅｎ、深苫３
－４:111mの焼成破裂痕が残る。祷壁芯部は譜灰色であるが、表面および

破裂痕面は同'二黄褐色'二焼き上があ

弥牛-回:器壷服部If半に篭４～５cm，深き４mⅢの棺.､；形のクI/･‐夕・状の焼成破裂
痕が残為。内外而ともに腿れが群i,い

弥生':器翌上げ哩の底部破片。舛而は：次的火熱を受けて、器前の荒れが著しく、
調慈は不明。

弥生:紬蓬ｉＬｉｙ底の底読破怯外1画iiよ荒れが著しい二討而と外底而には指頭痕が
ｉ多く磯察で馨る。内底面iこは煤が付若。イコケ付きか？

弥生-t器通、１．.げ底の底部破於。外繭'よミガキ階:､げ含内而は強いナデ調整。内庇
砺に煤が付譜電

弥生-k際且 蕊』3と同･･個体？内外面ともに談･ﾉ･デー：[緑部の屈折部外面に、横ナデ

で洗練状の剥く浅い条慧が上－－２条部分的に生じている。

弥生.::器斐洞部』､半鶴の大型破片｡外面:こは細密条線分v部分的に残る｡内面はｊ･デ。
綱部L|位の粘土‘iWの捜合部と思われる錨分iF・は括盟正摸が帯状に残患。
内底近くIdL鐙ー テ。胴部.F､半は：次的歌火熱を受､『て赤変。母.れに対

応する内面‘さ.に焦げ&きと濫えちれろ炭化物が測・着。

須恵勝坪蓋内而中矢!こぶ定方向の､デ調整が施さ無てH‘,るの･ぞ、蓋J二考えた‘，ｌＪＬ１
画～脆罷は回転横ナデｓ天井部外面胤1ｌｘ:i膳へラケズ･』。

‐t師器翌調部外画は刷毛目、内面は乱樵なケズリａ・提部周辺は楠ヅデ．

弥生土器壷．'縁端郷;３条の阿線文を．＊ずつ施今。''11維文の凹蔀断面{ﾐ、唾．
字形.で沈錦状であるｉ内外面ともに桃ナデ調惚

弥生ｉ_器壷’1禄鎧而ﾄﾆ３条の１１１１線文を本ずつ施文。凹線･文は浅く、蛾上段のFI1

隷文侭勝両が『:｡」字形、下方の２段の凹線文は~．Ｕ､､字形で、その

間の11'』部がやや突出する。門外面ともに検ー ヂ調整目′:､片のためよ]径

臆やや不確実．鴇顕の悠部に.黒化届が塵く残る。

壷：】緑蝋部に４条の凹線文を施す。：町蒜文'よ波板状侭近いが、噸は狭め
a
宮

『寺ユ桑ずつ:かれ-ている。内外面ともにリラ積予･デ調整。

ｒ壷頚部F・半に毎条の沈線文が残る．内外調ともに横７．デ調整．

謹粘･麗接令髄iで剥離砿弧。内外面とも31．字･デ調雌。

ｆ：饗内外封ともi邑・制喧罰調整。内而と胴部外両瞭揃調を･デ消寸。
口内

鉢外1節謀|吾:、内i誰ラデ調渋Ｊ：1縁端面は横ブデで師”される。ｒ

器種形状・器而調整一胎一苫・焼成などの特徴
iIt物
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巻末表２

9６

弥生土器壷内外面ともに横ナデ｡小片のために口径は不確実｡器壁の芯部に黒化

・層が厚く残る。

弥伴十器壷肩部破片。外面は丁寧な横ナデ。内面は荒れが著しく、調盤は不明。

弥生土器壷頚部に断面三角形突帯を巡らす｡外面は荒れが著しい。内面はナデ仕
：上げ。肩部内面には絞り痕が残る｡

弥生土器！高坪脚部の裾に２条の凹線文､端面に凹線文と沈線文を’条ずつ施す。凹
線文は断面が「Ｕ」字形で幅が広い。端面の凹線文は凹部と凸部の境

に稜をもち沈線に近い。脚中位には細いへラ描き沈線を施し、６方向

ｉから貫通する矢羽根透孔を穿孔する。内面には絞り痕が残る。

R-5782 呪

i鰯

5２

姫

土師器誰・口縁端面を内側にわずかに摘み出す。内外面とも横ナデ調整。胴部外

；面はケズリ調蕊。

11, R-5774 砿

ソ R-5734 5４

R-5736 5４３

誰

ワ
R-6000 赤

8 R-5999

４

鴫

■’

9３

9３．

４

目 Ｒ－６１７１

目 R－６１６５

粥ＩR－６ＩＯ２

R－６１３１

9６

9６

1３

醜

6２

聾

醜

6２３

４ R-5299 醜

、

６

凹線文、端面に凹線文と沈線文を１条ずつ施す。凹

」字形で幅が広い。端面の凹線文は凹部と凸部の境

近い。脚中位には細いへラ描き沈線を施し、６方向

恨透孔を穿孔する。内面には絞り痕が残る。

で赤変し、器而も荒れている。内面はナデ仕上げ。

上げ｡上げ底面にも指頭で横方向の強いナデ｡内面
く炭化物が付着。

デ上げ。上げ底而にも指頭で横方向の強いナデ。

は丁寧な横ナデ仕上げ。口緑部内面は刷毛目の後に

Iこは指頭でかなり強いナデを調整を施す。

わずかに摘み出す緬内外面とも桁ナデ調繋。胴部外

の振表皿はミカキ調韮が施苔

器表はにぶい梼色。外面に青

醗Ｉ

８ R-6107 鵬

ｑ R-5297 6２

り

R－６１幅 6２

195

.焼成仮装土詩片。仮装ｍは黒褐色、外ｌｍ

Ｉれ桜色を呈する。Ｐ1.18-③

i焼成破裂土器片。破裂面は燈色、外面の

:黒色の黒斑部あり。Ｐｌｌ８－①

器壁の芯部に崇化

,く、調盤は不明。

L"い。内面はナデ仕

抑|側逝鞠幣号 出-ｔ逝怖皇十;晒慌諜在Ⅸ 種別
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》
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一
晒
一
『
〕
御
Ｕ
［
万
・
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〕
Ⅲ
、
朝
畠
山

SC･･3s,弓部ＣＹ･’３．．３区、耐'矧

ＣＹ･二３．２０区聖1Ｗ;･郡

ＣＹ･悪・201Ｘ童隔離:郡

Ｃｖ：３．１区巽端亨部

〈:Y･･二2.241ベ壷埼|稲

〈.Ｙ･･13.171Ｋ重牌:'二僻

CＹ･･１３．６区正嗣

ＣＹ－ｌ３･25区]:卿::１部

CY--13.20区Ⅲ阿最下部

Ｓｃ･35.:.部

〃

SC－３５．３８

閏部

〃

ＳＣ･3s‘,部

必

ＳＣ３５卜も部

1‘､１９詔

Y･､漣.雛

ＳＣ･蹄

狸.6ｍ部

蝿土~F部

ン蝿：』：:部

I’蝿:､:!』部

SＣ４０

床圃

埋.;詔

末而

弥生-f二器鉾：l縁部の直膿.の靭曲部と－．.而､ご指葱摸が残:J，；l縁部を指頭で折り曲

げて逆．:_.‘‘す形に成形目その後、債子･デ催,当【聖を臆#ご

弥生､1･器壷たげ蝿：灯外曲ともＩニナデ制鮭ョとく;品外:iiは~r章:Ｆ;･ア仕弓げ

弥生･』･器弧１域乎の･Ij鎧で、底部側耐I::iょ、Ｊ隣I痕が多く残る量内臓面とも割H頭

痕が残あ日

ウ繕;-当器蝿１１畿織の識,啓同外面ともＩ呈枇ﾗｰ･栽整｡

弥生上器艶Ｉ:l隷罷の割片。四外幽とﾓ】に横ナデ,訓雅，

弥生:i,器盤内外而ともに横･ｰヂ調繋で、、1縁i､端;二臆部分的に粘晶のよれが生署

て挙る。

弥生..､器壷or鉢平底の底部談淵･･外面ばナデ調終、・人1面億刷毛蘭調終

Fｉｇ３６

Fj9.3s

Ｆ酸.４】

詞贋‘1２

SI?５：ＳP･･395棚り形灘：二

ｓＰ､395州り謬i､:：

鋤､焦・ｔ器鵬乎ジョ･密形．!､器の把手？．･方がわずかに,|畠が広が為昌側面は準ずかＩ

噸畠亨･る。全面』~寧なナデノ::､お"尋

弥生i二器索平底の底部破時‘！｣、慨うデ．外面ば湖乙て調惟械ｨ<明

R･-s9L7

R･５９１６

１０］

101

７
＄
９
畑

S:〕-91蝋-::･･:〕ず．１６理Ⅲ砺

牛 埋冒§

埋聖

Ｓ１〕･9３‘唖:‐

ＳＤ･9６蝋:弓

ＳＤ９７理-ｔ

､吻狸!里,....‘‘．.‐…

埋
雌
雌

翠
塑

●
嶋
為

蝿;弓

狸.;２ 弥生-t器

狸’号

理；．

i‘蝿.弓

弥鞭.1器壷

弥生二器壷

|｣録端圃に３条の:11;舗一丈を施し、きち２条が凝存。頚iN棉魂に方影の

鯉..､雑を覚付:ハ粘:二術中他よI〕.ｋ‘背に刻む。焼成畔砿裂.'弓器昌鋤|、

面端もlニアデ詞慈。Ｐ:､18-①．②

弥些Ｌ､&器‘錘ｌﾉL1外露とも僻･』･デ聖１１縁端部砿、横ぅｰヂでわずか}こ窪むu，服部称位の

iFi･面に里斑創エ》1.二s･唖

弥生龍器蕊・内面順部Iこ器荷を挨るようなケズ:j、１－緑部に刷・EIi，外面胴誘に畷．

・毛Ii.．｢緑部隙横ー ヂ｡１１縁訓二指頑疲が残る。：1縁部綜歪みが箸､苧v,｡

須恵瀞坪蕊略裳形｡天i部外而約3/4にケズ:j、他はロ継緬･』･･ｱ｡犬井部と:]織部

須恵器

の魂に蕊をも今。

津蓋外向煮ず;:部約2/3にゲズ･＃、その似憶|可猶補うデ。天ナi;部と;]縁部の境

；こ段をもつｃ

須恵器諒豊内外面;二回転横訓-デロ外面は眉:ク17度でIIJ蝿がある＆

須恵饗三.z瓶1A1外面回転債･ﾅ･デ倉外面';１位【･'211雑文を施す｡11緑端部は鰻iをブデ窪

烹せる

鎖恵器誰舛而~F塵I郡低カキメ、その；也は''･極縦ノデ。'1綴端綿ﾄﾞ蛾I壁出i-を接

合:"接合部分をⅢ線状に仕::げる．

ｌ:師器亜内外面とも器鴬が荒れ調整不明一

SK-識狸.乳

型
耀
埋
雫
埋

■
か

貼
拐

汐

か

ＲＫ２９晶部DA-l2-20IZ二NＷ・周

:〕Ａ･･12.241浬[層：;部

:)Ａ･･12.20Ⅸ工届上舗

恥 。Ａ･’2..25区藁屑.~･闇

・塊:.｡』面

粥串十

弥生･;..器壷Ｉ振部瞳.．.!､~に拡張し、端面に１１【'捺文‘１条を施す凹線文の識{昨器

坤く荒JL不l肘自外iiiは刷毛:訓整。内獅は横･;-為Ｐｌｌ６⑤

弥到:-1･器識顕部に突帯が遮る｡突帯I.~は諾頭な押捺して刻?:凌維･リー外宙iは蹴・会･戸、

海而iよ荒れが著しく調整は不明。

弥龍:､器蕊１１維端部を:．.｣､に拡張!"、端而に１本ず一Ｊ３条のFI1綿英を施す。再綜

舞黄FIl部は脇が広く浅く：L･｣字形の断面で沈縄に趣､Ｅ対外而ともに
；描ﾂー ヂ調整“

弥生-t際蕊｜馴州唯滝外悔I品刷毛同調整を』鮭.、ｉI縁部鹿辺を桃･；･デ。

弥生.･農篭外郡圭ﾐガｷ訓整､内面は蛸眼によるナデiifl盤.

弥4,.．&･器高坪外而ifば部分的K,､刷毛目が綬寮･できる。１A価;二脇絞り狼が残り、粕_１２
③よれがみられる弓

弥生・皆噛晦外蚕とも(.Z･デ詞壁。顎胴部"》境:二断面盈露形の突糖を貼Ｉｊ付;ﾂ、

弥生..&器

弥生.12器

弥辿９.器

平織りの右を戦いた施状~I臭を押捺!"-ご刻母.を施す。

蕊外而は:･デ、内面はケズ';・小片砂竜め;二腰徳は不確実。

壷．｢緑荊而Hこ''11級文２条を世と〕ず。詞部外而:散ゾ･デ、１ﾉ噌而は指頭によあ

ゾ･デ..-げ、論部外面は馴曾厩:、Ｉ唖『｡､.は指頭痕が残るｓ詞部と半部の

外胸には焼成破裂摸が残る。：易:､16.③

認1.1隷端ぽｉＦ２条の1ｺ』線丈を巡らす。胴部の外睡は:,､位以.舜抵的な

火熱な‘蚤,,．．ご赤変ｇ服部同面;よ、１，１兇､ﾆﾗ･デ､中位眼ケズ';剥整を施弓l唾

外面ば胴部上僻こ刷毛同が残畠。：'１］6-①

弥fl窪器蒲蝋祁Mの境ﾐﾆ::角影突帯識&Ii他．_，藍状:其・で切るよう仁刻Eiを施す。
刻鷺の･･淵fよ期部霞でのび局。外面は刷毛Ｒ，内面絶･;-デ剥壁。

蕊外噛髄側から暁成後に､外様１３m,｡､勾茶55,1mの小iL釜穿つ｡内外雌
もにナデ調整。哩部測面ＩＦは鐙頭痕が残る。外面ﾘIﾘ部～吹部内面に

ｉ･:･黒班が止哩電.いる.

弥生.,器蕊外面隙、崩部をミ汗土、胴部と睡部境～底部にゾデを施・;-．狩而iこ伽．

ｊＨ張痕が残る。
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種別器概形縦・器面調盤・胎_~:．蝋成な』どの特徴
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弥唯､;-器

弥牛‘･8鵠

鮒.ムト農

壷内外面と色に猫-jデ調整強い横ノヂを飾寸､二とで、ｌ'緑部上而を1ﾉＬ１

湾きぜ．端稲堂上方に跳ね:凶げ鵜。

聖胴部のIA1l4iは稜隷力識為瞳どの強いう-デ、外面憾維方ｌｆｌｊの刷昌息::訓整。
ｌ』緑部iiIjl辺'よヅテ祇雅を施一；.、

喪：1緑端部を::H,i品拡張1.,ｉI縁蝦而に:｡:職文を２条施･§‘；

嵩坪脚註外'品:i:.は７条の洗線文、その直Ｆに久羽根進孔を６もしくは７方

抑i呈施す－号ら贋３条の【w】総文、脚端而に.;;:総文を二条逸らす。隣部

の内簡に蚊当億}〕痕が頚署

弥生．.器

弥生]'器壷促溌壷｡:i隷部ﾀ|・而隠は１条ずつ浅き､沈線状の側線文審3条巡らﾘｰ直

頚部偲而1こ譜亜種、肩部内面にプ･デ訓鯵の痕跡を部分的砿観察できる

が、器lfiiが荒れて剥釜'よ不明。！:1.:６．⑥

弥生P;器斑Ｆ<､:字形:I識の鞭頚壷１１径kll<)口i'前後か？内外面ともに荒れ、調
整の詳細ぶIﾘ目

弥生-;・灘壷頚部:Ｐ炎i:.、桟い沈線文を巡らす。３条まで確認できた野面が雌れ

般jう･Ｉ端付j丘億沈線の有無億不瑚。１A1Ll‘1Fは絞り護力識愚。

弥生ｋ鵜壷内面｛よ刷毛:i細僧を雄し，肩部近く侭折頭:皇よるノデ獅整詮辿加ｃ外
而臆蝋れが苦しく、調艦瞳不制。

称且含Ｉ:･器室内唾而lこ指頭痕が残る慣か、器、が茂れ･て澗盤は不明．

弥』:上.器憲外郷土流方ｉｆ:』のミガキ、内而睡器而が荒れて髄終臆不調1，

焼成破列.:器：.。確裂而鳳糧色、外面の器表は:品ぷい燈色。両面に黒

斑が』:::~ている外商はミガ弐二、箆状･Ｉ:具に季る短斜線･文を施丈。：〉！
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弥蝋&器種

ｌ弥生.ｉ器壷

弥生:邑器壷

’弥生･器’"‘燈

弥生一器蕊

細詳錨壷

弥生.監涛壷

称生.二器菱

弥生-ｔ器蕊

Ｉ:緑端舞F凹線丈を４条臆'ｳ。外耐よiMl吾闇綴惟の後i皇;I禄部周辺を

孝一デ訓控。囚而;jlﾗー テ識雑の後にミガキィ:_:zザ

頚部の外面は嶋輝同調整の後にブデを純す、内而ほ瀧弓j-デ溌維。：l緑
部聞辺は横ｊ･デ頚部の付け根4二ば､Iz織りの布を壷いた原体で刻T･を

篤す。Ｉ〕:：Ｇ③

［1隷漏ImlF､３条の:Li線文を通らｿー ．ＩIﾛ綜女の|訴而は器而が龍れぐｲ<明。
頚部の付;ｼ恨臆は掩状l:具で切るよう〈F認斜線文畜施･#。内外向とも
Ｉニブデ削腿.であるが、具間Ｉ品は拾頭に損ゐナデ1.8『の痕跡が凝る心

『~l誰端部に粘・:二詰勤Ⅱして..Ｔ：．?:形に砿張すあ内外面とも:､･荒r１．

．で詞整IJL不厚』，

［l隷路篇臆Iwl織文を４条施す．内外而j"･もI昔I締･デ調整。器壁の芯部
には厚い黒化厨が残り、：I緑部砂・部i晶里化師が染み出して黒蛮部と

な･'.て1fBる。間.１６.Ｚ

吋外雨ともＩこ縦ﾅｰテ調幣、内面iこは摺頭痕が残る

訊協のN',根に貼りｲﾘi;られた低い!“の突柑周辺の藤突幣:二億、
１２ド２段に刷毛:：：_具の小iI部を押捺:_て#脚を．'>';･る。タ噸はﾅー ヂ、

！'ｍは聴講;調整の後に乱雑な学･デ。

外面(､.は箆状正具で抑きえた痕跡が残あ.Ｍｘ部隙内外面とも､ざ刷毛，
調繋。内而の刷毛肘は粗いその後、１１緑部間辺を横ﾉｰテする

；1緑端畝２条の凹隷文を巡ら-j‐制綿の銅には擦過痕が残り、外
面は上.!照~刷毛日の後:こ組<ナデ、卜・半をミガキ調整-1る：｣織部吟

４条

施す．内外而j"･もI昔I締･デ調整一器壁の芯部

:I緑部砂・部i晶里化師が染み出して黒蛮部と

･ｊ′‐,．.O画一・＝Brも′″｡.｡。｡p･･、卜』“』&ロー'一.ｴ'翠龍も'ゴノヘーー

訊協のNLJ･根i目貼り｛Ji；られた低い掴唆の突柑周辺の砿ｊ

Ｉｚド２段に刷毛:：：_具の小iI部を押捺:_て刻副を．'>';･る。

!'ｍは聴講;調整の後に乱雑な学･デ。

外面(､.は箆状正具で抑きえた痕跡が残あ.Ｍｘ部隙内外面
調繋鰯内煎の刷毛肘は粗いその後､１１緑部間辺を横ﾉｰ常

；1緑端而4埋条の凹隷文を巡ら･』‐制綿の.再討には擦過

面は1...1照~刷毛日の後:こ組<ナデ、卜・半をミガキ調整１

周辿え横ナデ調驚尋二>1二６，ｕ

ｉｆ;生．:鰯蕊，l緑端謡悉．.方‘品跳ね｢｡.;ずる』_う;::険･』･ﾌ雪する内外面ともに器而が

蝿Lているが、調整はノデか？：I識iil1M郁晶は指頭甑がわずかに残
る｡器塑,E;部に厚く黒化砺が残る。

耐ｋ･器喪

弥生里器鉢ｒ

弥4ｋ$､饗謹

弥:'１：･裸翌

弥生･上.器弾

弥生.‘・器護

弥止Ａ器高坪

弥生;･器高坪

弥封･･:当撚 割付鉢

外面的１１鍬Ｉ鋤ii部にi隼、、罵万から

：勺外闘とも;己枇･ﾅ･･ﾃ調整〃胴部内

内外制ともiと職メラ割望

、1隷端血をl唾取り．内外蔵とも【』

には脂鍛痕力畷為器壁の芯部に

:I隷噛;:;部に低い断而燕鉾形の＃

で摘むようl:刈目を苑･ija内外間

l~I緑端I1ii二３条の凹線文を脆文す

ＩI緑端部雄.二.1,に拡擢し、FI1純文

』楯|;ル'皇の湾.111部分からLl誌部に
：､到控の後にミガキ、内面鍬ミが

脚錦'亨倣,二ｓ桑の沈線文を過み､‘

のil1い、箆松.､異で,１１形文を謹文

外而拭器而が荒れ調終不明令侭1ｍ

ﾉーテ

面くぎ．

Iqii;たような箆状I:共痕が残る圃

掲部分的に異変

、内外蔵とも【ﾆｰﾉｰヂ詞黙。；]縁部外面と肩部の判、

器壁の芯部にiij､淡い黒峡徹の黒化隔力震る。

断而燕鉾形の突ｲWを貼りf,』．,｡i、布を巻きつげた脂滅

を苑･ija内外面とも【こ荒れが管Ｌ〈、調惚農'下司‘，

凹線文を随文する、可外而罷もに被ナデ諌確。

拡擢し、FI1純文３糸を施す。内外而ともに横フデ⑥
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を謹文｡
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ＸＳ 弥生１．.器壷若::"〕'畠げ底，Ｉ･if底鋼弓は･ﾃ鰻痕跡が残る。リI郷外而は仮状~1.具で

器篇をjIlさえなが鰐,ﾉー テつ;ﾅる内而牡指頭１４よる号デ１Fげ。

弥生f:器壷・榊堀ともにツデ調桜を施す．｡外底而には黒晩が蝉ている。
弥生::器蓋厳部か玲胴部外而瞳ｰテ調整〆底部近くに臆指頭痕が残る内匝iよ荒

れのた鞠、波整不明。、知外面ともBこ全休が黒変

弥生上器壷外1噸iはﾀｰﾃ訓整。胸部外面『よミ訂キ、内面は器而が鯉L･て調裟,i<明．

器台の」‘禄部の可能性もある

弥生皇器蒜：ﾉ外画ともiF撚面が荒れ、誰整不明･器壁の芯部:こ{魚、淡い黒艇色の

蝋化層力戦為

弥凸･’'二器逝外imは競れ、調整不明．内匝はｳｰス:』･手、部分的に推頭．ご抑霊.為。

弥排豊撚壷外咲活Iﾑﾉｰヂ調整昌嗣部の外面億ミガキ'.:.･げ、内而〈えケ･ズ･ﾉ調粧叩
外底而から胴諮晶か吟．<・黒灰色の黒紅が生1多愚：

弥排ｋ蝉鉾深鉢形の手-.子.．L了:-器･外而は恢状Ｔ･具で杯きえながらナデ調稚を

ｊｆ霊。内而確指頭でー テ調整を紬･う｡。
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碗別器恢

弥生２詩認

弥生:i：器艶

弥生土器蕊

弥生･儒躯

弥牛瞳･;厚器

弥生--.&勝壷

弥ｊｌ：1-窯壷

ｒ:緑端麗:::、６条の凹縦文を臆:濠、両形浮文を貼催。頚胴部の境'f突

帯逢逼ら1戸、２段の刻』を雄す。』..'ｇ調･･9と同,催休の両龍候が漉L葛－
１)：１６⑫

弥生．:蓋戒

'畠:緑端圃に没板我の側繍文を４条.巡ら-ｸﾞｃ頚部の外面億ミガキ調進冒

にI縁部付近は横･ノデ訓整。内面は器而が荒れ．〔祇撫迦尽聴亀ｉ'1.17.①

1~I緑淵郵－４条の凹細又竜雄す。瀬1111部の外面は刷毛上１，．iAI訂tえー ヂ。

[]緑音隙近{ま|識デ。頴部の侭面i三絞り痕が残る。Ｐ1.:7-②

;;緑端言9F２条の1IiI線文を巡ら-#憲詞部は内外面とも;品nM毛:I詞娼

外嘩iはミガキーでf上上げる。館部内両i:よ、刷毛謎【胃貝で歌<･ｊ･デ、部分

Ⅱ副￥ナスｊ}ことも､調緊缶准ってvもる１１糠部付近は‘l1Miラ･芦澗躍冒Ｉ》１，１７

．④

弥生-､:器 壷

弥裳土器

弥生土器蕊；l緑端茄{こ露織文を２条蕊す。、1縁屈曲部には狐i[突怖。服部は内外

面ともi呂剃癖･訓蛙:_、内面にケズ‘椎追力i:。Ｉ織部惟近は検亨ｰヂ。

卿.:７⑨

弥生.~:器尚坪坪龍上学:－５条の凹鐙文を臆す。内外荷ともに横ツデ調繋。外而に鍬、

部分的iニミがキのよう念痕跡が残る。’'１１７．⑩

弥生ﾆｰﾆ器尚坪裾部:品矢羽根造孔竺３条のⅢ線文、脚端部に且条の凹紬文を誰・ぅ･かｌ刈

外毒ともに;債j･デ。Ｉ剤泳二は端部を摘み;':した際の脂甑棋が製為。１，１
口円据弔礼

｡Ｊ辿茨

弥生-ｋ器壷：!:．～大型品.ごあるが、器震憾薄い(,好面に残るミがキlま、幅が狭く訓
か<密であ烏。内面iよケズリ調整で、均諒憲器確の厚善にJ1:~'げる。

胴部外面には、躍大従付近;弓熊灰色の黒斑が生じても､る。

弥生l･涛弾外面は箆状｡:兵でミガキ。内面は板祇-.具でケズ･;昌器壁の芯部,こ;誤

黒灰色の厚い黒化層が残り、内面牌ま異化照が染み出i_黒変部となる。

。i,i9,54.3と同・・禰伸か？

弥生ｴｰ器覗外底面は脂･;･･声削整。胴部外i鱗よミガキ、内而【よケズ.】。底部から鯛

，部にかIﾅて外面i二黒蹴部がみられ、内面は全休が淡竹､撰笛の黒斑。

弥生｡L器寵内外面とも;昌、器詞が荒れ調整は不明。胴部の終而Iii部分的'二火熱を

受１１･て赤変､'ても､る。器賎の芯部に恢色の瞳い黒化吋が残る。

弥生土器壷内外而ともに÷デ調桜｡胴部外面に箆状Ⅲ:典でミカキをかける。勾面
（二は明諏駁揃頭痩を残す冒底部外節には駁面をLL'.ととして器斑が生１２

でいるＧ

弥皇雀器壷１．.鎚前は乱雑(毒.デ調盤を施す｡底部標から胴部託か:ｼ･で外商には箆
状:2.具を抑､当-く．ナデ調盤。脚面胤器面が脱れて調確は不珊。

弥生癖翌・雌部那覇は刷毛i1諏謄割.…w難､ニミ好キをかiﾗ･ろ。胴部内面はケズ:Ｊ
調整を雄して、ｈ学郁は聴毛Ｉｉ調繋。

疏生ﾆー ．

弥些室・器

弥生.L器

弥生土器

弥裳毒器

弥生＊器

弥生-ｋ器 一
軍

弥生l･涛翌

癒
壷
”
壷
翌

寵ノ;､型丸嘱壷のミ土．チニア紬ｃ手製ね成形。内外而に指頭i自よるナデ症

跡が多く残る。：:;､１９⑤

壷小型丸底燕ｎ吋部外画1Fは刷毛門が残る国』頚部は検す．デ。脈部内而酋

、えキズ:ｊ･ｐｌ・Ｑｎ

・畠脈器壷′』､型九座壷。外面はI論･デ。互腫は荒れのため、調整不lj9ｺ造だ:〆、
服部中伎～11鍬隅;::Ｉ部:こかＩＦで指頭痕が観察-審きる。

‐i二師器壷：I織部周辺は詞デ禰艦．胴部は外面壷刷忌１１詞笠、内面もケズー,調整

する。Iij齢内面(二は粘‘z紐接合痕の上に措頭痕が残る塵．;織部と胴部
外耐昌韻班が生睡て.も､jZ,ｏＰ１二９③

：弓師繋

･畠脈器

･ﾁﾆ師器

壷

形状・器而調整・瞳竺.・焼成など幻聴識

祷郁が-ハ．等形'二ひろがるとげ底‘，ｌ輔|,画ともに￥･デ詞陛を随Ｗ･

底割凋逆には捲眼摸が戒る。

．･ず底冒内外I雄もに･ﾉー ヂ設盤。胴綿外而岐謹頭で･ﾅ･デ.､二Ｗ、ｌＬげ底
砿と.Al底面は詣頭で強く抑きえつ吟る。

：ハー字形に旗が患とザ底、内面は器薗が荒ｵ刺整不明ｃ外面ぱ椴ヅデ

仕1.1蔦；.:ｱ吸擬今時の指恵摸が集中し･て．残る，胴部器誇の芯部ﾄー は
厚い黒化卿が残り、内面に難み皇寸雷

外而Ｉよミカキ詞盤､湖底面を指頭でブデ上げる。外底面から服部:二か
蝦て黒斑。

胴郭職鞍土誰合面で剥がれて:,謝る｡勾外鋪些《,に腺･誤調些を催し、老
頭痕が判確'二残る。i1K部外而は、ざらに液状~I:具で．；-デつ:うるｃ

胴部外面は刷毛:別離して、磯上げ1ニミガキ。胴郁内而は、卜・半部;こ

*･ズ･』，：１１也以.苫{湖粍ｊ詞稚１，肩部|』ず面は厚j毛‘.』毒.‘;･デ蛸･Tj･頚部
臆内外霞とｂＨ晶尉鞭!§調。内面iょﾐガｷで雌舎:1;昂寺?織部は柵j･デ"
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弥生土器壷Ｌｌ緑堪|M1部に平織りの布を童１，'た煮頭で刻Ijを施す突幣をめぐら･ず。

内外面とも:二掘状．F・貝で談･ﾅー テ設漉を施し、リE部,．‘半部の内而;二i鼠ミ

汀キを追加-ー る。Ｐ:､17.⑤
UｰＰＵＯｈ■q

弥生'2鑑蝋服部の外面には刷噂:ﾛ.調整を施､う。..『半謡はミガキ仕lきげ２．芯而瞭ケ

：ズリ詞裟1戸、．上半祁を髪顛･で．タデ上げる。

弥生二．鋳蕊服部の外面は刷毛］調離して粗くツーデ、‐F･半部はミガキ｡Ｉﾉﾖ面は･詳

禰韮し、．『､半部にケズ‘;を臆す目営:l織部l創辺は検す．デ。：]緑賦1榔億、

指頭竜強<押し当一色.て戒形;ハその後指頭痕をナデ消す.〈,。〉１.二7.③

弾lﾐﾆ器艶l:緑蝶卸二3灸の沈線状の|:11線文をもつ．F輔喚はⅢ部|緬が淡く掴の
狭い‐K:．‘字形鱒１ﾉJ外ｉｒども仁、器面が龍れ、詞盤瞳不明,､Ｅ)：：7.②

弥生･Z･器喪服部睦i‘1外面ともiこ刷毛11調鵠撚而のＦ半部}こミ宏圭、｜ﾉ:面にケズ

リ調裟を追加。．]禄部付近は･ﾃ･デ識遊詮施･;．。こ〉L:７．③

弥生土器翌：i緯端誘{二|国が拙くて浅い尋条の沈線文を施す。iM1郷の外面はiiIﾘ毛圃
訓整、内制はケズリ調整皇１１繕部付渥I告横･デ謂斗鯖･る。

弥生二j･糖魂．薄い２１'唾。外底而は婚ﾗｰヂ調整を蝿,、外腰而の周縁には聡鋪な指頭
痕が残るご外面;よミガキ仕1.げ。囚丙『.k板状Ｔ輿によるケズリ･

弥生上器幾１.げ庇部と囚嵩は舟ﾃｰヂ鋤整。罰部外面は唾部から箆もしくは板状;：

具でヅ･デ.:鍔る･．::げ底部の全面に黒斑が生:Zても'る。
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形状・涛而調捲・胎:・・晩成齢どの雑微

ｉ錘iは11隷部に鱗･ﾉー ヂ、胴部l_慨一一:14に.kる･ﾉー ヂ、．、半にケズリ。

底部と：1緑屈敷部付近憾瞳猪頭疲が残患.,外函は15禄部に横チデ、詞
部に.ハケメ訓整｡Pi,19①

１１隷部周辺は横チブ'、服部はi',j封はケズ:ｊ、外面はｉｉＩﾘ毛｢i調整。胴都

鍛大i総'1付近i二黒斑が生iﾆー といる。F1:9.-曇

ｉ:I織部外I:齢横ナデ世１名;ず、内1ｍは刷班;:が残る。服部外面は．ｊ･デ、

内庇はウーズリ調整。

１１録部周辺は櫛ラデ‘胴部の外面はｆ･デ、凶l訂には強いクズ:jを施す同

１１緑部周辺は横ブデ服部の外面は器irが陥れ寵驚は不明、凶面は乱

雑なｸ･ズ;j訓整。１１緑l簡曲部の内獅'二憧粘．i話接合線が残る。

坪部は1人,拭鰯とも:弓.･軍なず.デ｡脚雛勾iiiは駒住鋤もケズノ、謝郡トニ
ッ･デを旅う･タ|面億脚柱部に刷毛.:の後にナデ世9.1ヂ’'1.19趣

:緬農､脚柱部にクズ;ｊ、裾部に･デを施寸。外面;ま､脚柱部へ.隅緋
を棒状:土:具等で押黒え、ｆ堂上げiこ謡棉をヅ･デ調幾。

脚住部の砿ﾉ:．:充斌←:]盤が接合面で剥離:〆て．&､ろ。外面【よｊ･デ、内而

億ケズ･』。‘1条の沈隷文が残る“

ｉ]緑端而に２条の''11線文を巡らす。内外訂ともにゾ･テ'凶

Ｗ１面とも伺

鯉&羽童ら

抵横ナ

‘:･がり

：１撮部の':､jii･画舛而恕は指
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撒刈播種影状・器而調整・胎・７.焼成象どの善徴

須恵藤坪堂天井部外面は寝転ヘラケズノ、他億lEll振横･ﾉｰデ。

須恵藩坪菱内外而とも:､:皿転愉ブーデニ『緑端部臆愉-1デで先端が尖るｇ高坪坤部
の可能件もあり。

疲恵器１坪身内外面識l:』回娠俄･デ。器壁は薄め。

緬鼻嬬傘．琢身内外面ともにhﾐl娠横ナゾ’
須恵器坪身内外面脂もに順|聴横ゾデ。

須恵淵坪身外底虻は、雑ヘラケズリ、他戚凹転I維・･〆呈
須恵淵坪身内外征ともに別転枇ﾀｰテ。

須恵器砦短罰煮の篭。内外面とも;ご回転職う･デ忠

震恵器義・気訓諏の蓋。内外面とも(ぞ回転縦ブデ。傾きが急･で、１号径も細捉･のた
めKこ不確突で、商坪・である可能１２．もあり。

競恵器斑､身，ムダ|､面壁も【こ凹転債･デ。

菰恵器満坪”外面とも:二回転揃うデ。

菰忠涛進Cl'提瓶内外Ｗとも｡晶低転横･ｹｰヂ，

頑恵器鬼ＤＩ提瓶内ﾀ|･面ともに回転横ブデ。全面(-.Ｈ然縦が怯着。

弧恵響壷外底面は回転へラケズリの侭に軽くゾ･デ．他}よ回蛎械ﾗｰテ。

.:姉器謹蜘外蚕ともに横･ノデ。

上姉器亜全体に厚みがある．内外画とも;』.識,j-デ。器瞳の芯部に臆、褐色の異
化雨がみられる。

弥生･』:器蕊１]緑端部を拡張し、凹線文を３条施ｳ｡。:勢|､面ども;醒横･ノデ。

須恵器坪身

弥蛸:f器壷

弥墳忠器壷

弥裳.－０z器嵩坪

娯悪器坪菱天井部の外面は馴転へラケズリ、湖面は螺岐状I遮l転横･;・ｧ爵。画撮部
も回蛎俄ﾗーヂ‘,Ｐ１．２０④

須恵器商坤：企外I前ともに阿転揃う･デ調整。
須恵聯錐短頚壷"〕誰。やや深v愈純形。内ﾀ|両こもにlいＩ振猫ナデ

須恵器；坪蓬内外面とも､二皿転横･デ討整爵

裁恵器河､身外底而憾lEIi侭へラケズリ。他は;司転横･』･式

須恵藩泳身外底而胤lul1鰭へラケズリ、他はFil壁描ナデであるが、内底面寵iよ脂馴
に.良る強いナデ。

緬恵響坪身外雌'釘はF1噸へラケズ'ﾉ、他は回転横ﾇｰヂ。

緬忠藩；横甑外面瞳カキメ。内而憾横ﾗｰﾃﾞ

頭恵器坪身内外向ともiこ河稚横-j-デ

須恵饗鉢？内外1mともＩ二何祇横ﾂｰﾃ'。

』･師絡１ 灘’1耗部りよ職ﾃｰヂ。胴部の外面{毒･デ、内耐主剃･蔀調整。

｜顔恵踏郵蕊天井外高は癒転へﾗｹズﾘ､内面臆'と'娠横デ｡外面にへう記ｻをもつ。
‘娘慰撫坪蓋鐸;;外11.は回転へラケズーノ、、和而i･kIu:職縦ﾅ･デ，

’須恵撫坪菱天井外I砿は回紙へラケズリ、内而は1pll臓横ナデ.，

領慰器坪身外唾而ば可祇へラケズリ、他は回蛎検ナデー

領恵器坪身内外蔵ともにjf･Ｉ聴描ﾂ･デ。

‐畠:師貿珊身１人;外I厳ともに同転柵ナデ

製恵器坪身外面は荒i1lfが著しく、調蜘鼠ｲ《明｡|ﾉ麺は1詞I転横ﾅデ。
緬恵器坪騨：ﾊ:外両こも(ごImi紘横ｰヂ。

須噸器坪身内外而堂も(fi↓･li膳概ナデも

須恵器高坪坪部酢半ば~'::iliz:ヘラケズリ、他は亙転横テ･デ．

須忠器高坤坪稲１号，隅は何紘へラケズリ、他は回転成ﾗｰ声。
須悪器海杯内外面ともに回輯揃〃･デ

須恵緋梅坪内外面とも;:z回転;償:-.デ。

須恵器碗内外面とも,二凹転横ナデ目>１２０．③

須恵器碗胸部.』､､半の外而億へラケズ｡Ｊ、他はlEl娠瀧ー デ。］ざ:鋤･遍

緬忠藩壷内外詞とも,二画擬横ナデ

須恵器睦外面はカキメ。囚l罪よ何転機ナデ。

鎖恵器壷or脇底部外面は回転へラケズリ。内而は横ﾅ'デ‘，

須恵器壷外面は回転へラクズ1Ｊ、内面億ラデ。

。:2師器灘内外i蛇fJに横ナデ。

．:8節器謎内外Iii認;に横ナ･ヂ昼

郵蕊天井外,鼻;は而転へラケ.ズリ､IﾉV而億|と|娠横ゾデ｡外面にへう記￥･をもつ。

坪蓋趣;外,,･は虹転へラケズノ、銅i・』:Ｉｕ:幡縦ﾅデ

I邸撫揃ー ヂ。

i↓･li膳概ナデb

iliz:ヘラケズリ、他は亙転横テ･デ．

肱へラケズリ、他は回転成ﾗー 声。

回輯揃〃･デ

回転横:-.デ。

凹転横ナデ目>１２０．③

而億へラケズ｡Ｊ、他はlEl娠瀧ー デ。］ざ:鋤．⑮

鯛蒐

娯恵器坪身内外面とも:号同蛎散プｰ売

絹恵器坪身内外随とｆｊ１二回蛎繊･ﾗｰ崇。

娠恵器鉢外衣面は1,1|極へラケズリ、他は画帳横･#－．うふ。外面全曝面鵠、砿オ:j＝ブ
色一階オリーープ色の肖燃袖がf:着。服部外醐I:､ヘラ託号あり。！>1,鋤
⑦

製恵器鉢１判外Ｉiiiと献写回転横･デ。黄悩魚の寓然群lがlJJ外面腫廿満

猿恵器壷タi而戚ガキメで仕上'ずろ。内I飢二は'11.世､-陽』丈のタタヰ当て具疫が残る
；1A1唾には鵬iリ・ブ色～撰才Ij・プ色のF1然柚が竹着。

を師堺境：：]縁部の荊外蕊'一外底面は縦．,-芦、内吸而iよ荒れが苦しく認11蝉葺ｌ

ｉ外噛前!‘ﾓiよ黙斑が残あ。１ｺ1.20-③

二i:師器認ｌ内外1mともに横;.デ。
‐f師器誕凶外面臆･ノデ湖整づ

品:師器迩外而俄踊れのために調整不明、内閲は横-;･･デ。

内外面段も;ご|尾鵬横･;-デ。

内外面とも撒・ﾉー テ調整。頚部内面には指頭痕が競る。

内趣二は瀞方向の指頭侭.良る強い･デ痕跡が残る。

|ﾉﾘ外面ともに横･ナデ昌内而の仕止.i｝‘は乱雑。
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形戦・器而調穂・誌上・晩成唯どの聯雛

外而鯨維Lのため1写ii瞬紅《明、：却血は横ｊデ。

胴部ljWl諦胤刷寝.:調幣鋤後にナデ．：l繊雛周辺は網11:が荒れぞ訓整

!《1噸。胴部外面1こ黒斑が土:；て1,,る⑪ＰｌｇＯｊ

内外面と§

た外室とゼ

幅-:このつくりで、復施篭が小さ､

i;く、掠謝涜吟読伽K了能桃弗職

.j§外雲と患,､柵．ｊ･デ

'.､籍耐if郡I:剛::･鋤を1ﾘ刈:…・ド識;)鋤布凌詮いズ･脂賊･謹１０１催し敷力

ら尚嘘請施･』

ので、、屑』ＭＥのＦｉ賀９４．二２．ＸＩと:司

夢ﾄ血は流れが薪:－，戒難の÷副不明と；';jI葱は皿娠横．f･デ冒

天,1部は...:職へラヶズ．ﾉ!，他は皿娠恢ナデ。

ik『外面ともi二同i胸瀧･j-デ。受貯部の付同根:悪Lい棒状1号具を典』さえつ

:堀:。

内外胸とも､二珂蛎横;･デ。受竹部の付け根にM1、北端が小馨<九t,‘棒

‘1人．､典を押善えつけ小片のため、．１征はやや不硫実q，

,対外噸とも:二秋;･デ。愛冷部野付:．』根(こ城、発端がz:､さくメュ､ぃ催状.、

具を!:!さえつり．′:､Ｊｕのー ｶ、，:征削.ややｲ<確実i，

外睡向iよ同転ケズーノ、内而は同牝桃ナデ画’'120-鰯

内外荷ともＩこ河函櫛j･テ'･蝋成小良"小晶のために涛休の傾きは’fく硫究１，

外蝿向近くi弓:'.:恋へラケズ;狼が鍬虜,れあ他の内外而Ij.『閏恥縦ﾂー ヂ。

受け部端G二重ね焼成の（.ﾉが錨，着

両転横･ナデ。

二面錘柚トヂ品緋唯やや雌哲

内外!眠く

もあ１１．

天.を:､部外

度力戟る

|虹

隣外:鴬ともに河転描j-デ。

内外!＃!とも臆i,;1転横ｊデ‘，

広外;烏iともに.可転検j-デ。

内外:劇ともi-面謹檎ナデ。

外j鎚閲；よ.誌噛へラケズ．ﾉ、池'よ河転描ﾉー ヂ”

:j#外:畠薮､に潮抵横』デ。

内外而とも}邑画抵憤ソデ‘･赤焼:ﾅ装恵鴇

内外面ともに荒れが熱，〈、詞戦胤ｨ:iﾘj･晩成は峨協，

1.挿不雛笑一席外面河蛎強･；･デｇｌ言禄端部を除く内面全休講茂偶色

篭然飴撤箔ｅ

外面はI旦|娠棚字．深の後に漁キメを施荒ｌＥ；勾而'よ河転撒ザデ

類頴蛎の論：蝉i,:愛患d託、職棚ノデニ

ｼに:Llul1罰錐･デの後にカキメ剥盤腐荷{Jtl鐸デー蛙成ＩＤ蝋質

1珂舛向ｋも1晶同抵横ナデ埴

:へ“l力ｉｋｂに同転横ー テ色

I､i師よカキ･メ、．唾L餌iよ･ナ･デビ

｢l隷部卿逓から蝋部内l髄'よ冗職桃ﾃー ヂ、張部外而1.露弥キメ調整．

外爾誰カキメ識幣、‘制、謎延転l縮･デ、擁分的iと泉態盤が残る瞳

:鋤}両』:も}こ_鯉i稚横Ｊテ‘暁戎拭i険質，ど､J苧のためi:.:Ir輝不硫実

,へi熱前とも'二松･ナラ,。

:；?j外面と､ﾄー.柚；･ヂ,、

;』,I外Iiiとも:､弓愉･うづ

内外l'唾号〕,､､価･ﾉーﾗ

刈終而毎もIこ愉一j'ラ

¥,!二櫛-ｊデ．

11緑部局Ｌ維愉ｰテ,、両部内外湖は刷1詩.､の催:ニヲ･ず

[1縁部周,Ｌは横

外冨峰荒れが軒

た岨袋姉削鐸

勺I加台.は刷冨:-;が残るＥ

卿ＩＪｆ､剛は刷咽.:調整成影114:!、器体1畠入●

薄く鴬,‘邑が貼り付iやら鰹て．瞥竪為

秋釣な火熱を受トトで、器商が荒れ、調整に不l蝉

司整.病

に回娠横メデ。焼戒は職哲。淵f鋸>傾きか島尚謝:の可維性

は..,賑へブケズリ、他1.k1両l抵枇･;デ。囚:手:尺ｊ．･謡に(,詣頭

.′,;外1.1】拙』に!：！|紙噛．i･デー尤潅‘'芦、隣部内

器休職龍みが背H-い。焼成は不良“§>120‐

形成'’'1こ謹柵４＄--恥に鋤穴をＦ

を器今ナ'後、始.･･‘侭謹を貼り付Ｉ

が鵬.､冒して･みらｶー ふ‘胴識|,而I;Ｌ

面i晶蹴術頭硬

擬タクキめ後Iニカキメを姉．』

!』･燕;錨推ナデ焼成卒氏!､ＩＤ1.21.．唾

似今11縁外面i,:５条の沈維を遮が.,、その？ﾉ』.i品,1条二単位の禰蜘状

：具で：×.;‘ｼ:文浄弛文唇器壁の‘2部I:熱ﾉﾋ砿力職る二

外耐は横ヅ芦､IAll前幅広のミ憲二¥訓整張部の中倫に軸:苦鯉迩擬剛､!:｝、

布を巻いえ冒措頭･と晶押捺刻【:錘酎愚

妹部”棚ＩＩｌｆｌに６条の沈線状lwl線を弛1戸、そめ1Ｗ仁へラ状.;.異で浅

幸短斜線文を唯文．内外所鋸も桃･ﾃー ヂ陸.殆くｙ

脚部$::僻一.r灸の剥く鋭い北緯を魁I島ｊｌ〆、６万向に矢羽根透孔を薦世

寸為。尻:錘"、進か:〆穴;よ未賞逸『

:Ｊ･1外;蔦とも二旗iM火熱帝受';･で挫耐が荒ｫし、訓整Ｉょ不iﾘ』

‘!､安走な:昨;レンズ状畷。タ誠の器表２‘‐４癖･･･が総褐色に焼馨：．.かり

浄聡”芯部僑･lJfIfiiま黒魚の黒牝屑が残る

!《宙定蓉『;;'ンシズ状庇．外両臆漉れが拷1字<、調溌の』戸･訓i＄.1siii

[i億』.寧なケズ:,識瀞‘，剖外i,二黒斑力笹Zどている

.R･げ底。タ|蔀に瞳指頭浪がわ･ゲか‘二残る．JJ而胤･｝･デ調憐

'よ回転クズ:jが腿罰f・る
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IH-5666

R-Fi71ヨ 4０

1２

1３ 4０

1４ 4０

６

1５

R-5238

R-5700 4０

須恵器坪蓋；天井部外面は回転へﾗｹスﾘ｡他は回転検ナデ｡小片のために径はや

胃や不確実。

須恵器蓋天井部外面は回転ケズリ。他は回転横ナデ

須恵器坪蓋口縁端部を摘むように横ナデするため、内面に浅い段が巡る．内外面

．ともに回転猫ナデ。

弥生土器：蕊口縁端部を上方へ横ナデで摘み上げる。内外面ともにナデ調整。

弥生土器『喪？；内ﾀ肺どもに横ﾅデ。
弥生土器：壷．複合口緑壷ｃタガ部上面に３条一単位の山形文、その上方に刷毛目工

具小口の角部を押捺して列点文を施文。

弥洋十器壷，内外面ともに横ナデ。

弥生土器；蓋？．内外面ともに横ナデ。

弥生土器§壷？口緑直下まで刷毛目工具でナデ上げ、その後に軽くナデ仕上げる。器

：壁の芯部に灰色の黒化層が残る。焼成不良。

弥生土器含高坪．内外而とも横ナデ。

弥牛十器壷：外面は丁寧なナデ仕上げ｡内面はナデ｡器壁芯部には黒色の黒化層が
厚く残り、内面は黒化層がしみ出して黒変する。器表面のごく薄くが

樋褐色に焼き上がる。

弥牛十.器．翌外面は横ナデ、内面はナデ。内外に黒斑が生じている。
Dレロ■■■hjqh■ロﾛロ■q■9■ロロ園一

弥生土器喪外面は丁寧なナデ仕上げ。内而はナデ。器壁芯部には黒色の黒化層が

。厚く残り、内面は黒化層がしみ出して黒変する。器表面のごく薄くが

燈褐色に焼き上がる。

弥生土器、蕊外面および外底面は指頭によるナデ調整。内面はナデ。外底～底部側

一面に黒斑。

弥生土器喜壷ミニチュア土器Ｑ外面はナデ。内面には指頭痕および粘土紐接合痕が

．残る。器壁の芯部に淡い黒色の黒化厨が残る。焼成不良。
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隔上部

晒･‘1部

ＤＡｌｉ６区巽届膿部

Ｉ)八-12-22反Ⅲ廟ﾄ゙ 部

Sc･･3０北票部床向直上

〃 西学部狸.121二部
〃 北半部埋.Z'二部

疹 埋1呈序部～1%部

必 Liﾐ而迩｣茜
〃 膨典全

妙 陛Ｋ：・1,.部

東学部狸く.。"

〃 ．|上東部理.モ

〃北芋那埋:己1-部

〃雌卦･下郡
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蝿土

北東部床而直上

Ｓｃ鋤j1iIiり来部

" 貼り卿§部

Miiり床部〃

〃詰り床部

〃 ルヤり来部
ケ ルＩｉり来劃；
⑳ 鮎り床占|；

〃 ‐Rfiり床部

り
ゆ

床而幽.。

床面直上

：床而直'２

!C･･331.部ＣＺ－ｌ４２０Ｉズ睡掴.:･部

1..211重Ⅲ畷'制ＤＡ

DA-12-”辰i１１面ｚ部

』〕Ａ･･１３２．３．８．２２Ⅸ

Ⅱ職で部

ＣZ･･１５．４ｌｘⅢ屑_‘･二部

ＣZ･･野･＄区二層曾‘部

Ｉ)A魁１６区Ⅲ層.目部

：)A･･14.-21ｌｘⅢ層:二部

言)A,､ﾕ5..皿肺i]部

種別

須恵藩高坪内外面とも腺

できている。

須忠涛高坪．~I緑滞部を捌

謁も河転識デー

須恵器瓢！『fj部破片謬外
て具痕、平織

弧恵蕃篭薄手のつくり。

頓恵涛誰薄手のつくり。

痢忠器燕薄手のごパリ

……茄慰器鵬遡の21縁部時
・体力篭んでい

須恵器提葱；胴部破片。鴨

：面は槻･デ。

Ｌ師器謹外閲は~二次的

壁の‘M:部に'よ

認1.,1M煙１１隷端面は横,‐･ODod・世8『

・ナデ．小片の

‐.:師器翌内外面とも識

また凶1ｍ【二芯

鈍券等【霊赤

ﾄ面とも:具皿娠恢ナデ園：i緑瑞団を戯く横-J･･認ろために浅い段が

;ている。

k滞部を側むよう‘::横ナヂ･＃･るため、内面{二浅い険が形成。内外面

,河転祇ﾃー ヂ。

;破片謬外画は平行条緯タタキの後:二肋ノデ。内面には同,|:､阿文当

噂痩、平織りの布圧痕が部分鱗F残る唖

畠のつくIjo内外面ともに凶黛横､デ｡小片のためにrl雄はやや不肺雲｡

畠のつくり｡内外薩錨Ｈｆ回転|記-デ｡小jTのため+二1;篭はやや不確実。

烏のごパリで、内外面ともに回転横･ノデ調整。

》§雁部片と考えた内外面ともiFl岨l転横･ﾃー ブ'･小片-で、しかも器

篭んでいるため、ｌｊ藤は不確突。

雌片。駕体の篭みが落しい･外面は擦過に近い阿転ゾデ調整、内

外閲は~二次的な火熟を受;ﾅて荒れが藩I"〈、赤変。内面は横･デ。器

壁の‘M郷に'よ灰蝋色の黒化砺が残る。

１１隷端面は横ナデすることでﾉｰ､きな面ができてi､3る。内外面ともに枇

ノデ。小片のために．i径は不確実。

内外面とも識･〕･デｓ：1識綿の魁ＩＩＩ部に部分的に平行条緩タタキが残る。

また山肌二は術頭痕がわずかに鴎察できる。破片によっ-てiよ-:次的火
難*辱く÷て赤琴Ｌｆ･ごの群ああ”

Upf

1..Ｉ

規忠蒜

須恵器

須忠器

弥生韓器 壷

弥雛.Z器．謹

弥』:'二鑑認

i天井祁外i為'よ同転枇ブデ。他は回転揃ナデ鴎Ｐｌ２１･＠

1内外荷ともに同転揃う･デ

：服部破片。外商は平行条線タタキの後;こカキ;I調桜を施ｊ・・内面には

1同心卿当．<具痩。

Ｉ内外而ともに桃ナーデ調整。

！［】隷媛部＃縦ヴデで小塔<_必Ｆに摘みi::．７－｡内外とも術ｼ･デ同

！外面はナデ。内面は器商が陣く剥落。

が安定な平底・謂頭で底部認を部分的:弓摘み産す。胴部'二位から指ツー

デを諾うため、粘.･のよれが』準でいる画

内外嘘iともﾄｰ荒れが著しく、調整は不羽。

弥生監器

諒生.z器

弥生’二鑑

痕恵暑

須恵器：海坪、坪部'寺半の外皿歳1厘l縮へラケズリ、他は回維撚･デ。

須恵器醗外而頚服部境~服部上半の接合部裳では回娠撰ﾅデ､他はｶｷﾒ調整｡

内面催う･デ。甑脆部内而に接合狼が残る”娩成前穿孔や

．;･師蓋翌：Ｉ畷部周辺は器表荒泌調整不矧。服部外而はナデ。！ﾒ１１面屈曲部fj･近

‘に指頭鯉が残る。
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須恵器泳堂天|部外而ば:‘il誰へラケズリ、他は,.#蛎縦ソデ｡全体I:器端息榔い。
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狐別器匝形状・器圃調整・砧:i､。焼戒などの蒋徴

鏡恵器寵()r謎

§･廊器艶

弥生.･器饗

須恵器.､篭？

筑恵爵戎'謎

頭窓器壷or認

須恵緋坪身

弥4k-.占器蕊

|鵜：鴇

|饗驚

’須恵器壷？器雛が厚く壷の底部と考えた外面は回蛎へラケズ,ﾉ､内面雌回砿鍍ｰヂ

弥生上器壷内外而堤もに荒れが箸:誤<、調稽瞳小iii』'ｰ

．:儲j器商脈外面は桃方向の、汀等を縦i〆、そのため坪部I::位,に小言急設ができ為星

：掴『!＆5.寧な縦ブーデー小淵のため径隠やや不確実：

鏡恵器瀧or謎外面は』!“子条線ダダ毎の後胆力キメを純ｉｎ内面(-は:削心111文の当-ご
』も痕が蔑み

鏡恵器軸)r謎赤焼さ弧忠器。外而靴皇惰畢タタキ、脚Ijii･･はドl‘&､;-.文の等ｒ具痕が
残る唇

§.!師器艶11識端剖蛾内側i晶摘むよう縦横･デ姥内血は刷画lの後にi鐸デ。

弥生.器斐１ﾉL1外薗ともi馬嫉･ﾅｰｱ。

須恵器.《h筆？高坪のrj能健胃IあＩｊｏ内外1節とも:‐鰯.紅杭j･デ。

筑恵爵戎'謎天,i:部外而例.Iul'職へラケズリ、他は頁1職俄･デ。錘Iよもう少し大きく
なる言,能注か１．

頭窓器壷or認外lAjはi,猟･条綿タタキの後iこ力海メを施寸：内面､､-はi蕊:心i二:文の当て
具痕が残る。

須恵緋坪身外底面は凹転ケズ:人他は回転横．ｊ･デ。

リ糾記-．占器蕊・ﾖ緑端･征に訓い粘一f紐為貼付。:I縁祉淵郁内面〈則点、非箪;､｡浅い沈
線が皇条巡る順部外I釘は刷郭の後に雄ナデ．他は横ヅ･デＩ上I･げ，

「弧恵僻坪身脚外面ともに|里'転職ラデ。
雌『､泣に段が蝋る内外画とも:~回低横.デ.

内外面ともに回転横ｼ.デ。外圃には1.1然輪が点在ずあ。

．i緑端内irに.詞娠横ブデで生:』た浅い段予もつ面がで謎.い轍。

復元径かも坪身み,考.え.た．天井部外liiijL極1帖ケズリ･内面臆横ゾテ'○
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円文の当-て』#痕。
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称』ｋ：器鉢！え外測とも;-職÷デ。

弥生:‘器髭外商は荒』I,訓盤は不軌内面ば･デ．底部撫が篭ん-でいる

弧恵器坪身坪身の腹部をして図化したが.聖の天ｿ1部である可能性も残常。外底
Ｉ麓は回雑へ：ラケズリ、内面億1両I転横ナデ。

弾4も『'Ｈ器饗’1縁:･端を拡擬し、２条の凹鵠丈を施す｡’:縁隅曲部の′､桐iに拭段状
の沈線が巡る。内外両ともIこ横ナデ‘，

弥4ぞ'･勝逃；I緑端部I::矧:,§Wi臨調を鮎イル、端而に窪みをつ‘ﾅろ。’1緑聡強部内
荷;こ法い閥:緑を二条巡らず。内外1節こも了寧な椛・;･テ'仁上‘．:曇園

弥生１.器誰頚部付け根}･日貼付さ

ばへず,i-冒典で切為

謹
蕊

｡ｆ師器壷

内外面と．｛;1F構う･デ。
内外而とも:f縦ブデ、１１詠総内

器畦の芯部僧は恥､灰黒色の島

本刑丸底聯の肩部破片。外面(』

近くいは術鼠披がわずかに残る

接介的で剥がれている。突帝1二

か暗さ畑,ろ．

蝋近く悟指頭鯉がわずか;吊残局。

内面の:1織部

箪一

張恵器’娠蓋犬巽部外間峰･'転ヘラケズリ、他I畑'転横-1'デ

部器蕊内外面ともに{鈴･･芦。，.,録端部の外而侭指菰痕が残る.
弥生蹄鉢”諦戯指頭による雛形後にミガキ。職部1,,ﾘ而に臆ミガ

誤棋が残あ。海而畢1詞f底ｍは．先端がJILい捧柵､.-具
１７'?部の対称的憲位世に円形の穿刺‘を施_ｸー‘

須恵器巧蓋犬・･部外而腺回転へラケズ:ｊ、他'よ同膳縦ナ鍵

：二師器壷小型九座壷諭製為.上を用い藩蕊を薄い垂,くるｃ外面

Ｉ厳は､'非目,,-ご雌形を行った後に､ゾデを施り･細>的；
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、ア、内I誠訪ズ.ｊ

弥些.裁巽壷外面雌板状．,､具もL,<緯へラ状二兵でブデつ;j,あよう
クズリ調整。

寺は跳ば･ｷ゙ ．･階

・尋ナデｃ低い脚

おｋびｉ１縁部fAl

呈刷-色目が残る。

~冨具-で刺炎文を

を雄すが.幣形１
ｺ内外姉よﾗー デ、

ワデ。脚郁外内

外面IJkJ･寧なウー

な調整内庇ぱ

弥生呂器

弥生主巽

張恵

榊
壷

遺物

登録稀財

凸、QＪｑｑ＝

Ｒ‘,5879

Ｒ-鵠9６

Ｒ５Ｓ９８

Ｒ５８９７

Ｒ･５６妬

Ｒ･５８８３

ｋ.’5925

Ｒ･’5921

iｉｂ９２７

1…］
Ｒ･６０３２

Ｒ･５９４０

Ｒ･･6090

1|蝋：
Ｒ６２０６

Ｒ６２０７

１Ｒ“９１
ｌＲ.“ｇ９

Ｒ６２０５

Ｒ５９４４

Ｒ･５９３３

Ｒ･ii93‘１

ｋ.702

x･･5932

Ｒ６９８

Ｒ･584ユ

Ｒ･･5S40

1R5s93

Ｒ５９ｎ３

１９５９６Ｚ

Ｒ５９６０

Ｒ５９ＵＯ

il33

兇-『】132

Ｒ・

Ｒ･６１１９，

Ｋ.６１２５

…ｌｌ
Ｒ･６１２６

ｋ．６１１s

x･’6120

Ｋ･’6128

収納

Frﾝ万・

噸
“
叩
岬
噸
噸
鵬
齢
瞬
暁
師
飾

山
ｌ
‐
：
Ｉ

蝿
齢
卯
的
的
印
刷
的
的
的
的
”
叩

９７

９７

９７

９７

９９

９９

１０３

９９

q、

８
８
８
卵
蝿
妬
鯛
妬
弱
鯛

！
１
１

0３

０３

-?..用只貸ワ



R-5747 6４

巻末表２

1１ R－６１２３ 9５

1２ 9５､－６１２７

R-5992 祁

RFi

３

４ ｡，

５ Ｒ-5994 銅

６ R-5997 5個

R-5996 髄

Ｉ

■
'‘

３

R－５２９１

８

９

10

１１

1２

１３

6４

R-5745 6４

３ R-5746 寵

４

1０

205

R-5749 6４ワ

6５０

８ 6５

R-5754 6４品

１ I()Ｉ

》
,1０１

６ １０１

４ １０］

。
■ 101

1０１,５

１０１

８

９

１０

1１

1２

１３

1４

1５

1６

1７

1８

１ 説

２ ､-5965

l昨|細酎排け

五・､lｇｍ５

FIgも１両

了ｉｇ且1９

lEPig.：即
』

Ｉ

1..醜哩

F魂121

。
Ⅱ
邑

一
．
恥
叩
式
ｈ
ｕ

４

『'ｉ』鵬

S謡・４１'郡哨智色砂賀シルミ砂蝶瑚

暗褐色砂圃シルト砂礁晦

艦褐色砂髄シルド,砂礁屈

IiFf掲値砂賀シルF,砂礁吋

序 暗揖色砂賀シル}､砂離lri

ｼ Ｍ自掲色砂賀シルト砂牒嗣

〃 ･I豊拠色砂憧シル|､砂雑屑と

::岨と二醗晒坂部

SK･』雌:.

SK･･：ｔ･･部g)G･：３－２ⅨⅡ贈ﾖ::部

⑫ ，)Ｇ１８－．２ＫI[府Ｆ緋

:)ＧＬ８２Ｚ堅軒｡i:部

Ｋ､９唖１

5Ｋ．２６

SＫ３６

〃 埋？.':‘-.二.･部

ｊｌＩＪ,己噌:～･晶部ら

ＳＫ鍔.､部ＣＹＬ‘1-1$.ＺⅢ隅.1部

埋聖卒～・制

〃 〈.Y･：４４１ベ別『騨瑠

ｓK･S且暁･Ｉ窪

坪-:．

〃 暁考.⑤耐

と.⑤NWI.I，

Ⅲ
．
宿
．
・
肺
・

血
・
頂
宜

切
牌
堺

母
穆
鋤

１
．
１
４
・
・
狸

焼
蝋
挑

＃
争
砂

SK-.87』譜

ＳＫ･課

ケ

部
部

▲
■鶴
翻
剖

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
５
５

蝿~:嗣趣・IiW州Ｘ

Ｉ)〔.ｉ：８６区l:l躯1部

、Ｇ：８７匹ii神::部

牛

束.I魁|I蝿．:‐

蒋器部｣Ii雁

蝿計・

Ｉ輔.ド鵠liI-f1

肱･号

血ゴ

哀FIF咽観察ベルト凹側

東凹[･嗣編察ベル；薩協

東側‘>競い部分鋤蝿:：

劇測の派い部分の雌.名

雌』‘

こ)Ａ･･ﾕ３２岬.Ⅱ刺，二部

二)A"13“嘩嗣
:)Ａ･･１３．１唾iIiiW...,帥

蛭
岬
純
剛
荊
回

蒔
少
．
瓶
・

賭
・
騨
嗣

蓉
醍
曲
面
Ⅲ
哩
茜
一

・
〆
．
叉
学
区

９
．
重

Ｉ
岨
口
劇
“
た
凸

Ｉ
Ｌ
。
②
『
一

．
。
．
‐
．
．
功
〃
・
・
Ａ
Ａ

埋
埋
蝿
諏
埋
，
，
蝿l･プ17.･;ク脚

焼旦苓､プ．-ＦツクlﾉＭ

種別

弥排．名器

弥生．藩

弥生瞳.墓涛

弥生．､饗

弥生:..饗

弥生｡.､器

弥生.：瀞

磁牌

陶器

弥生上器

弥些_且.器

弥生l･綴

弥生‘､器

弥生罪；

弥銚-41線

豊師僻

須蝋器

飯卿器

ユ師器

弥生1．器

須恵蕪

弥排.･器

頁恵

.!､陶器

･士街挫

弥辱十

弥導：§:器

弥轄卜.盤

弥生と器

舗忠涛

弥昌:.』瀞

弥些』.-器

弥生ﾕﾆ器

ｉ訓i涛

弓師器

，.姉蝋

．:忌師器

納品｡:｡Ｒ

釧忠器
調忠播

須恵鮮

裾.：、関

州弓．淵

緬恵器

緬恵器

．､二祁器

.:z緬器

縦恵緋

fI志

＃種

壷
発
壷

戒

尚財

;:椴端Iiiに２条の駈狐F1|線を推す。FWi雨ともに枝ｆ'デ『・謝部1A1面；

鮭..:Z接合線が残あ。

,｣Lf外雷ｋ鮎､弓鉄分が厚く付蒜．Jるため、訓整を観察できな１，､ｃ

:ﾉJ外１，ｋも!§|釦･デイ!:Ｉ･げ｡

商坤胸部Ｆ１:位i品弓条の細いヘブlIWき沈線を遇みし、．:等うぷ宋負‘辿の矢羽根

漣か'〆；し御針間、焼戎桧に地す。mJi,耐こ脇３条の波板状の:Ⅱ|線、脳:端

・ｉｆにも識みに近い渋めの''11線が巡るし

兜：.:ア斑の哩郁畷,i･‐睡部裾の外面l:1漆ﾅー ヂ、仏;や指頭Ｉ二寺:為強いー ﾃ゙

咽

尚今1.:IWl近;：

葱近制

袖迩

り染釦・胴部IAl外而;晶芋花えを報く

む腔袖陶綴。屑総に2条の:;『認が遮喝されあ｡'ﾉ､1外而ぷもに瞳l天

迦す。

兜
髄
燕

内侭向･;･デｇＩｌ繕端部:｡､雌

内外ljijM椛は肱,･デ。底綿

外まl{よブ･7今、内面'よ荒れ労

をj過ち-ﾂー 胸凹隷文はIbII部則

議部”Ｎ:ﾂ根卜断I賑『形唖
も:Ｋｉ､１k棒状i_典･邑刻･Ｉを

内仇而裂:ラーデ。外而全而 丑翫

'1蕊文が競

詣鯉調盤不
鞭
Ⅲ

<,澗譲不明、？'禄鮒面Iこ３条の::::諜文

輔が狭h,閏：可.卸字形で、沈線i忌近､軸辱

:諏舟り1,面．'ず､.!z織りの布を巻いた脂殴

る島|理外刀ともに-ﾉーヂ｛..._二げ．
班部皇

壷【､蒜峨祁を：1,9iこ拡熊し-こ、端而に波板状のIⅡ:細文を３条施す。器壁

の芯部に里化1Wが聴く雑ろ串

班:I緑端総を欠恨｡外而:ﾕ器而が龍れ諏鞭不腿.ﾉ、億歌いｰﾃ'

琢蓋１１総媛那”:海IfIii二'よ、阿蛎識･；･デで淡い段をもつ補ができ-季､患．外

測天挿俄と“:l恕こ険状の段が塑為Ｉ鵠|,而ともIこ[lLI]i煽棚-j-デ，

坪蓋内外I罰韓も回転桟ノデ。

弾｣l隷端lhjls.横ｆ‘デで小言な'餅ができて噸魁るぎ,え,外I前二もＩＦ微ー ァ･

艶内外l;liとも!:､櫛･』･デ。

坪身１入.外l鮒ともにF､:低横ナデ。

鉢？１入i舛l訓惟もに.肋ノデ。

恥こ’袋

E'よ揺蔵

〉て苦しく

1i面が稀

諏
坐
一
室

識

班
縦
斑
蕊
ﾛ
ﾛﾛI

脚常鉢？

雌

後かみきえど'短猿董の輩と老えあ曇:入:外爾ともＩこ槻Lが若:〆く､調桜

の.了･州ぶIﾘ]ｇ灰謹で．娩きIjlあまい寵

１１耀二端を′､､ぎく而l:X:ｊＬ、端部をＭ側に棚卸!!L-7･‘‘Ｉﾉ･!外面とも溝凹

が苫し〈調嫉不明《

陛:部外WrI乳一.唯な-ノデ．!L､;.:γ：１Ｊ緬億ケズ:j調幣瀞

I判外‘河とも版.－次的な火熱を受:ﾗ、必煙し器而の梱Lが著しも､｡器体

吟縦きI＃.不潅爽｡

ｉ｣縄蝦而を:二I､.に拡張:戸、２乗：ｉｉ暑位の!R11純を敷・１条遮侭,･ぜぁ。：･方

３条の1111蝶I誠･洲:漣い、胴部外訂は刷韮卜.禰'膿．

卿i眉‘r披坂状の11】篭史を鼎条、脚蛾而に二条ず●の望条の凹維文を遡

らす。外聞は隣,-デ。勾I臓晶は淵頭痕が残為:

ミー､ﾁ･型.γ'器。外1打に;ま媛蛎に画:墨テ･戸嘆が多く残る冒

踊部破,竜･ｏＩｊｆ外面農もL二I辰I糎愉･ﾃー デ。外底近く;‐,.ハ.：:､？:形の窯海塗

へﾗ状:､具で膿す｡

縮蕊１，外而に似謹顧､Ｆ‘鈴坊ｊ･デ痕跡が残る設而だ牌･･でなく、器体

吟;E郡まで含まｵ!た鉱物が溶解ﾐｰ、発泡し饗が入った状態。外;典:は淡

後かみきえど思猿壷の輩と老えあ曇：入:外爾ともＩこ槻Lが若:“

の.了･州ぶIﾘ]ｇ灰謹で．娩きIjlあまい寵

!L､:.:‘１Ｊ緬億ケズ:j渦幣翰

'二i点謹顧､Ｆ‘鈴坊ｊ･デ痕

:灰色、勾而催渋仙色を艶･i-為二腿２３Ｆ

旦粂ず●の塑条の凹継文を腿

剛：

翌内舛向ともI弓仙･;･テー。：i緑端部を検；･デーで跳ね：､げゐご

認端部は榛f'一くいる外面i減11ﾘ繭:”縦:目.職テプ.を蝿１:、

壷１．禄踊諏をi･方'二拡張し、枕線疏"11｣j紬を:,‘:転蓉･I』･なから二条ずつ耐

、藩,､ろが、那分的,品４能も:-くは､号条と森る．熟成ﾌ｢､良-1,で、瀞曜の

芯削蹄;::,凸､,と',､蓋象.t蝿となり燐れ患。

,;::．’:､型凡唯壷一略弛形。：l識ｉｆj内外は戦ー ﾌ身、蝋郊～咲総の外I卿よ･ヂ、
U宇

一苫l矧皇･』が残る,､外底面'二厘斑が垂1浜いる“Ｐ１識韓

潅’;､斑』L底髄の底部砿j器･･外酉はゾデ、湖底IEii､穂術頭痕が残為,,外願

壷
嫡

膜台付鉢

耐:こは熟斑

小型丸睡童の剥誘砿j‘･･外而桧ー ヂ・‘Ii1毛Ｆ１の微に.、外睡脈を;認ﾔち

ヘラケズリー‘jる〃！ｊ･!?『に魅指頭痕が残る，

灘かF,脚掘部の彼iI･と考えた外而およびｌＪｍの醤部分i;i別登.の桜

に愉・f･デ．，ｽj面で#,脚伽二班い部分はiIII雁::、

．~撮部引耐ＡＰ剛５桑の深い枕縫状の111機を１条-ﾃ･巡らジー‘．’ﾉ'1外Ⅲiど

もに|茄ナデq，

寓坪臥釧前とも:ニエ蟻l肺･デ‘」

高坤内外面と.もに:１１:職|識デ唾,．､１２].⑨

爵泳内外Ｔｌともに同転揃;･デー

壷：l縁殿諌こ、綾鎮稚の琵線文を３条施す。内外耐ｆ二も従ｰテ調磯烏

誕内外旅lとも荒れが進み、潤溌の詳細Ⅲ.“j・径Ⅲ.'』､j畠･のためiこ’F鯉笈‘

篭o錨：柵耀砿j:。外I師よ言癖.糸細⑱タタキの後l罰キメ祇挫Ｅ内而[.:鐘同･世、

：z『文の当-ご馳痕力職為。器伸の傾き'よ不叫。

上!;身内外.f臆も砿皿転I姉･デ。

蕊？，斤縁部はわずかに肥厚:字、内謝しながら外反寸ろ。

蕊，､様端部内而I蝿:いﾅｰヂ、外111.1禄F部はわずかHﾆﾙ凹１脚ろ翰

廊身受{#部端謡は砿振外鰹而は【仙恥へラヶズ｡ｊ、’也刈u雌稚ナデ⑪

壷｡r難；外如意斜諮ノータタキ、』人.面

紺；『陸か亀這頚壷の蓋堂考

形栽・器而羽談・聡.と.晩成な群の将敬
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種別霧似形状器面調整・胎:賂・焼成などの特織

須恵器

須恵器

饗胴部破騰。外聞:品は裳方向の平齢条線タタキの後に、カキメ溌桜･内

面にi､i同,ｉｆ.､::文の当て具痕が残る。

蓋短頚壷の総内外面ともに121輔貴ﾅデ。
郷４条心癖緬融､下方にへう描きの葱斜線文を施文｡坪部職附部の

内面に棒状.雫,具泥よ為抑さえ気味の．ノデ痕が残る。

弥生と器壷１１緑蒲郡は』､.方に拡張ぎぜ、端両iこ波板状の淡いlwl線文を２条施す。

弥生上器燕1-1緑端部を横･ノデで拡張し、２条の測線とを逸らす。．〒段のPI1縄文{JＬ

幅が広く浅い波板状。１３段はほとん上'残存していないが、やや漆め雫

弥生上器誕外歯はミガキ、内面はナ・デ調整。

矛穂器坪身内外'罰とも'二回賑横･ﾗ･デ｡；'隷端内雨こ描ﾅデで淡い険が坐.じて:,'る“
須恵器鹿ｉｌ縁端部I患'且Ｉ娠横ナヂで浅くあまい段が遮る。

．f昌師器甑F端部片。内外面とも仁二汰的象火熱審受1.ずて赤変。外商iよ・;.､戸、Ｐ､ｉ
週はケズリ澗壁。

.･師器護ｉ:緑部内外面は横ﾅデ｡胴部外面はﾈilい刷毛11調整､内i罰はケズ;j・
弥生上器寵長顎磁の肩部破片か？内外面とも;と横.,~デ昌蟻部の細j・根l鋤Ii部に

塗状Ｔ具を押さえつけた沈線｡蕃礁芯部に厚く異化届が残る。

弥生:i邑器壷１１縁端部を横ずｰヂでl方に拡張1,、端而:二編瞳で浅い波板状の凹線文
を２条巡らす。

弥豊富里器.．蕊o１鉢内外面とも臆撒ナデ｡横ナデでＦｌ隷端稲を．方に描み』･げz'・
弥酢]：器壷外面｛よミガキ、内面はケズリ調整。

弥塑.準…；篭頚部の付‘す{141弓断面蒲鉾影の突儒を砧iJL.、平織りの,齢を巻いた詣先
で太い刻:；を施す－．門外而とも;こソデ調按。

弥生上器壷１噸底部は草本類の束漆擦過した剰密系撤が蕊鳥。胴部瞳指蓮による
・ﾗー ﾗ罰整。部分的に指頭痕が残る。

蕊鴬爵淵熱ｌＷ雌藤繍繍鰯麓霧驚撚
が帯状Ｈｆ二残る。

職…蕊溌蹴欝?鶴腰I』3熊備随の熱箆撚き斜譲文が
弥生Ｉ器謹肩部鶴:外恥横ﾂ･デ､内面は脂押きえの後i二枚テデ。

蕊焦螺…難聴拶鱒鰯I篭縦内'i血諦識鎮が…に蕊亀。
弥生上器翌内外'篭と;バｰ荒れ力常:し<調整不明&器堂の芯部に憧黒化塀が残競…
弥生兇器高坪１１縁外面ｒ８条のI1i1線を施文。１条ずつ施患れるだめ、幅や深さほま

簿”蕊蔚繍鰯総撫撚…脚耐臆ｹズﾘ。
土師瀞謹蝋剛鴛デ｡鵬蝿外郵獅Ｉ顎;園而瞳ケズリ｡儀醗の慈瓢
弥生{鐸認Ｉ:I縁端部を1皇方i､二I姉デで摘み院げる。内外而ともに横･デ調蔑』

弥生:上器蕊Ｉｉ編部をi･方に|銅･デで摘み上げる二Ｆ外面ともに横ﾅデ調繁。
弥生i-器高坪口繰部外耐二先端の凡い細い棒状.[具で、：条ずつ深いl:Ⅱ縄を４条巡

撫熱:鱗※鰯胤鰯瀦副撫態翁少し大書く…？

|穂，簡繍臓餅縦鯨総…，円丈の当-で･J冬痕が残る。浮身-号塁Ｉ化‘，

■

慣

須恵器坪？内外面ともに阿転横,･デ。

須鰐燕Ｉ暇斐服部『､1鴬の破片｡外面『よ，
詞Iこは何･も､:回文の当て具凱

猿愈器琢身？内外前ともくこ回転検.ﾅデ。
土師器？壷

鎮恵器坪

須恵器

弥生１.器

舜
奄

藩体がやや慨<ため．荷坪の可能盤もあ局。

平行粂線のタケキの後にカキメを施す。内
詞Iこは何･も､:回文の当て具換が残る．

内外前ともくこ回転検.ｊ･デ。器体がやや虹<ため、高坪の可能１隻もある。

内外而ともに横ゾア。『I縁直下1画:は精一fのよれ験がみられるロ

坪身の底部破片とi_て同化したが、藍の天井部破易・である可能性もあ

る。外蹴而はi;･Ｉ戦へラケズリ。内面は回転l誰デ。

；後から壷鹿部と考えた外底而臓凶転へラケズリ。内l訂『&回蛎機･ナデ層

外耐ば１．寧なナラ牡Iみげ。内而械縦方向のナデ。

外底および外底赫は脂頭龍よる強いう-デ識稚。

掠頚蕪の蕊の可能性もある。内外面ともizIui維横ず･ラ，。：I縁端部を強

く摘み出･;･よう晦横ずー ヂﾀるため、小さな陵が生ｌＺている。

：]緑漏甘曜･１．i局拡張し枇線状の門雑文を１条巡らす。内外而とも

Pめ、高坪の可禰堂もある。

内面『&回蛎機･ナデ層

誌生J･器蕊外成および外底赫は脂頭龍よる強いう-デ識稚。

須恵器坪蓋？掠頚蕪の蕊の可能性もある。内外面ともizIui維横ﾅﾗ'｡：I縁端部を強
く摘み出･;･よう9二横ずー ヂﾀるため、小さな陵が生ｌＺている。

弥生.欝壷：]緑漏甘曜･1.i局拡張し枇線状の門雑文を１条巡らす。内外而とも
（晶撒ナデ調整。

粥生』･欝寵１１録端瓶を:方j-拡張し、探い沈線状心IⅡ1線をユ条ずつ2条施文､内
外面とも挺横ナデ調繋を施す。

弥生_稀翌内外面ともに揃う･デ。とく;こ、［:縁端部を摘み.[とけ'るように横ナデ。

弥生-上器蕊内外雨ともに横ナデ。『I緑端部を横ナデで調み_i名げる。

弥生二饗尭阿禄峨部を:．!;.に拡張し、２条のlwl細文を施一ﾂｰ。内外而ともに横ｰヂ。
11

弥蛎上器塗：:緑端部_吊而'二細い粘土紐を貼り付:ﾂﾞて、眺鞄１.げl｣縁状につく為。

内外面と蹄::l如一･ﾃ割整を臆す。

弥生:P邑晋斐禅づくl)。、緑端I釘壷拡張し、洗練状の調いFI1線文を８条巡らす。竹

管文を押捺した円形浮文を貼付。器聴芯部:二憾厚く異化層が残り、：'５
而腫黒化層が;"みだI"黒変部が残る!！

須恵器高坪身が鐸1ので､高坪と考えた｡内外而ともi畠.i1,1種横デ｡
稀&k::器蕊内外面ともに横･デ調縫
弥生;-.器証’1縁端齢を拡張;"洗練風の幅狭の凹線をk２条、F４条､計６条巡らす。

ｌ;緑部脳運は.]･寧な槻ﾃ･デ、胴部外面はミガキ。器堕芯部に黒化屑が

厚く残!)､内面も黒変した芸ま。ＳＰ,323<1i,ig.］28.16>の別｣.能性もある．
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甑別器砿形状・器面謂雌・股:弓・焼成などの輔隙

弥喰.z器

餓悪器

競螺器

砧生.~｡､器

翌．，次的な火蕊を受(うて‘外而I創亦窪:軍器而も離れる,”器畦の芯部に〈常

嘩く黒化雨が残る。

坪身１A1外曲とも《品l唾I蛎横･ツデ。

坪身一.l織部の細除･旬広外臓どもに191転横･″･〆･

斑．'緑外面に３条”Ｅ線審巡ら-ず。；蓋i線の撰さは・・定せ-すe、競‘:二段の!:１１

線が雌も深い。囚外而ともに枕ｳｰ蒜馴鹿。

壷：l隷淵部の内商を摘み:兎げあ,こうに検･ナデを膿Ｌ－写、，l維蛾部を.抑

に拡張-j・る｡端l皿:埋条の模<不明謙な:盤.線文を瀧ら･ﾀ゙ ．

鍵；1織部の綱片凶外ｉｒともに脳ナ･デ瀧鴨

壷｡'･蕊服部鵬;-．舛而は平行粂線タタキの陵iFカキメを施;･･内而蝦鰹|司‘i：

：．:文の豊で具疲、

魂堂げ班の端部雌):。内外而とも怪検す．ザ祇粧

高跡坪部庵の,施填i:盤が剥落目脚部のＩＪｉｊ樫;F挫状｣.具で縦:,息沈線を'1条

施文。脚部内詞､こは絞り誤が残器酋

溌岬｡'･脚台Ⅱ脚部に:I芝方形の透かし孔が施ぎれる。脚端而}当;』.横･デによる凹維Ｉ二

鉾ｊＦｗ１窪みが巡る。内1筋にば鐙頚圧痩力娠る己

壷憂頚壷の頚部ｲJ:ﾀ摂制･近の破片。頚部め対げ眼部分に先端が丸いI鋤

:昌呉で剖h,､沈線を２条巡らず認

;1緑誰先端の細時凹刈外而とも}邑愉j-デ調‘膳

肩部破片鵠内外面ともi二回転ｲ肺･デ念

坤身:I緑部の細片。内外而ともIど回転I細-デ調桜

ｉＩ郷破片畳外面(牙は平行条篭タタキ、俺而には同...．P砿の当て具誕＆

【I糖部の先端付乳tの小片。：丙l外寵にもに横･ノデ。’1畿蝦耐iこ横,ﾉー ヂで

小さな庇がつくられ為。

髄噌::の状態や艦き；弓が:ﾉから弥生-鬼器とぎえたが、器形や時期は不

明。横備而が雛やかな弧を衝く。外面I測り毛[l調稚”天露1.部は蹄0れの

ため;晶刷輯:iが消えている。内薗は鶏ブデ毒施Ｌた後に側辺付近に刷

嘩iを施す＆測辺端而I‘1:横ブデによって．火きく窪む.》

湖外面ともに横･デ。，:禄端部頑1.1R指頭症がわずか淑愛ろ。

小蹄のため径億'iE砿夷.1判外面ともに凹転横ナデ雷
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l｣鱈部内外と胴部勾而慨槙･;-デ．胴部外霜億別，層.E，の後に横.？'・小

1丁で鑑はぶ確実,！

外面瞳平行条雑のタタキの後にカキメ剰鴨ｌｊ§面(二億同,:0.,;.:文の当て

共痕が洩る．器伸の州きは不確実琴

抑,端部の‘,時・外、;二;忠講蝋疲が多く蝿る‐

１縁端部を皇方に楠みと:ﾅ'jZ，､，｜人外面ともに砿ナデ‘，肩部外雷:愚,匙箆
状_・具で短糾棟:文を巡β;-?.。

I:縁.#[;ごi品５条の沈線風の::::線奄遮嘩；,．そめ．Ｆ<自へブ状．典で斜煙

舘文を雄文。隆文の蕊、沖.:踊の穴を穿裂.すあ
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11緑､』班1部}二突;聯を貼り付【すて．箆状エ具:どよる瀧く切るよう“I;,ｉ

壷施すＱｌＩ緑端画く:､熱斑が常..!』ている目

内外I帥ども;占う…デ剥整。哩部を;,:心i昌器壁力ｆﾉ:､曽な:邑塊となって儲れ

ゐ娩成ｲﾐ良品箪

外面Iよ･ノデ詞雄･内面腿指頭によあヅデ。

天J1:部外面は回娠へラケズ;j、他'よ回紙仙ナデ｡調礁が兇載る11M縮
天井部の塊界には浅い段が形成どれる。

胴部破片．外跡:･はＷ条純タタキの後:､カキメ惑施１・・胡,郵二は:uｆ

.；ﾒ･と‘随の当て具漠。

内外嵩ともＩこ荒れが箸:"〈副笠不lUjc饗董の心舗に品化嚇が理《雄あ。
ノ:､郵蕊のI:識稲破片。；1線蝦河を機ナデで:も方に抽弗;..;蝿。胴部内

而I蛾１台幾合面で剥離。器昨の芯部l二黒fMWが残乃が、剥離酉1二は黒

化勝}よ象られない。眺成時(こ催合而で破批した跳成時鍍煮ユ秘ｒであ

る::』能‘削:が商》、

；禄部を紺･デする結果､１.縁;、;･に'･'舞状の段が逆る°藤雛の;蝿
,呂騨､熱化埼が残為

坪蕊の1.隷齢破片？１１誠端内耐;と識;･戸による茂惣､段状の窪みが謹

み畠

内外雨ともに識寸ー ･デ。脚端而に(I雛.-L罷伐<平1FなI'卿隷を施直；。器体が

小蓉な.,詔塊となって揃れる。魂成不良品⑨

；‘･レンズ状の不安定な底部。外而1J:乱雑な画j･デ、湖而蛾ゾー ヂ“

内外,雄も仁荒れ･こおり、調整'よ不明。ｉ'緑端而に途切#Lながら齢、
沈舗が遮る。

訓1苧のため器体の傾き〈j:不確実。内外面ともに讃･トデ調整,，

小吟のため頓さは不確実.】:l緑部はｉ・方'二肥鰯､,、端部i邑沈線状”凹
線文を２条施寸･横･ナデ訓整。

１１縁蝋両に沈鵠状のIwl鍬：条笹施・ｳー 。内ﾀ|,而とも椛ー 茨

1-1緑蝶画に波梗1Aの凹練２条施す。河外面とも識ナデ調謹。

.i緑蝦部は肥哩し､削認状のlRI1線文を3条施すi′内外面とも猫デー .

内外砿iとも｛二回転横ナ滝

パフ.:削桝liiはl皿転へブクズ'ﾉ、他は回娠戦･j-･響。

訓揺破片瞳外而仙･副'行条線のタタキの綾にカキハＩｊざ、二齢!直1,群;丈
の当て是痕が残為密器体のＭきは不羽‘，

外噺はIij:毛河到錐、内而瞳指頭〈こよあ強考､-j-デ調稚。

刈外riとも(二横･･評澗雛。
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出’二脚位一訓壷|メ 髄別器亜形状・器面訓整・胎一:.・蛙成をどの特徴

弥45.%器畿潤外急ＪｔＦｌ:二横ナデ調整。

弥｣:､器寵肩撚1二突幣を貼付し､ﾍﾗ縦':具で突帯を仰しつぶ？-畠うに刻・;を癒

り｡11賊j内卿には､播卿こよる強いヴデを雄･ｵ

．二師器斑小刑ぺ.底病め:l緑部。､河外笛ともi晶倣･ノデ潤整‘
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内外面とも:員横･；･･デ調整。

緬惑器坪身］内外1ｍとも{二lEl蛎検ﾗｰヂ調整。器坤'よ麓み、頑きば不確突
弥吋:.１－器韮外面;j,綴方向の直ﾉｰヂ内甜は指頭で内底.ijをう･･卸．，げ

.飾羅認１１緑部は職ﾉｰヂ､削部内而に『よ乱誰なケズリ｡器畦芯部に黒化隔が残る

腿器碗'-,jLのため経は不薙実。

弥堆二:孟溌壷：1kレンズ縦の'f安定な底部(､内外面ともブデfI:_H･‘ず．

娯恵器蕊？胴部破l(畠１ﾉ』外面ともに荒れが署Ｌい零外面には'1輪条線のタタキ蝋、
内郵晶はliil心言j文の当て具痕が残る。
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；舗器斑内外面聖もに検ナデ。
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坪１１緑部の小片、内外画とも(二回転横･ブ･玲

坪蓋天井部外面鍬凹i属アズリ、他は凶犠愉；ザ

壷小型丸底壷.,外而倒.ぅー テｲ１日､1.,6ダ』部分的i、

（f・志為ザーデ劉桜。肩部に;串枯.1二紐接合痕か

蕊Ｉ縁端而に而を催り、内測:ユ､きく鏑み，

器壁の芯部に黒化1Wが残る焼成不良。

高坪外面鑑:､蹴な引Iデ。内面はケズリ．器側輔
はやや不確実。

艶外面は．,-デ代豊げ。：｣緑&釧部iこ刷毛目Ｚ

的な火然壷受けて・赤潅器而の荒れも著し

莞外面は刷・鳴日調整の後に横･;デ。内而械虻

饗;令外面とも：二荒れ.力苓し<詞整'よ不明。

謹水安定な.!:･レンズ状底口底部側面;､億桁篭｜

全体に器而の茂れが苦しく、他瞭調'膳不明

謡不表定な皇,ﾚﾝズ状唾｡内外面とい．二糠
‘世編に諜化層が残る。暁成不良・

壷［l緑端間を:ＺＦに拡誤､"、波板状の凹綴｡ｊ

横ラデ･

壷頚部の側謝根に淡く細い沈線２条を巡も

内而胆億脂頭による･デ痕が残る

婆内外而f:も;二横ナデ。

蕊：]緑端而に川鵠状の認みが巡る内外面と

蕊内外而贈も'二椎ソデ{_上'ずＥ１Ｈ:繰而曲部i、

１１緑部の小片、内外画とも(二回転横･ブ･玲

犬井部外面鍬凹i属アズリ、他は凶犠愉；デ。

小型丸底壷.,外而倒.ぅー テｲI目上銑部分的i,刷毛目力躍る。内画:ま桁瓢
（f・志為ザーデ劉桜。肩部に;串枯.1二紐接合痕力強る．

Ｉ縁端而に而を催り、内測:ユ､きく鏑み‘輪･ｏｌｊ釧.面ともに横ブデ。
器壁の芯部に黒化1Wが残る焼成不良。

外面鑑:､蹴な引Iデ。内面はケズリ．器体が少し謹んでi‘2るためか、拝

はやや不確実。

外面は．,-デ代豊げ。：｣緑&釧部iこ刷毛目が.部残る内而薦.強いＺ吹

的な火然壷受けて・赤潅器而の荒れも著浄､。

外面は刷・鳴日調整の後に横･;デ。内而械虻れが岩&"い･

;令外面とも：二荒れ.力苓し<詞整'よ不明。

水安定な.!:･レンズ状底”底部側面;､億州域撫が部分的i写観察･毒為が、

全体に器而の茂れが苦しく、他瞭調'膳不明“

不表定な卓:,ﾚﾝズ状唾｡内外面とい．二糠L､調雛の1荊刺<明｡器壌の
‘世編に諜化層が残る。暁成不良・

［l緑端間を:ＺＦに拡誤､"、波板状の凹綴文:i条を穂･』･内外1薗蒸>に

横ラデ･

頚部のＮ謝根に淡く細い沈線２条を巡もシ・・外面膳．寧なメデ調整、
内而胆億脂頭による･デ痕が残る

内外而f:も;二横ナデ。

：]緑端而に川鵠状の認みが巡る内外面とも(写横プデ

内外而贈もに椎ソデ{_上げ、Ｈ１緑而曲鋤晶唯ハブ状.‐兵手lI1lきえつ:!・

た淡跡が采中．銅部内面i是は謂頭痕が部分祢二残る。

静圏

れが岩 L〃い回

Ⅲ外底面は;篭I娠糸切り離し胴部外面詩J:ぴ内Iiiは回転横ヂヂ。

皿外座爾は|衝liliE:糸切り離し。内而憶;割:擬横･‘デ

坪外腹跡よ同雌糸切り離し。他ぱ9.紅検す.ｧ。

商古付塊小I胃･で．問古従は不碓実．内外霞とも荒れ、調整lJt不明９

嵩台付塊内外前f･もに‘凶I転横ナデ

潟台ｆｆ塊外面催荒れ、識嬢不明ｃ内而は胃寧な‘jヂﾐｰ.､諸げ．

坪内外I爺ともiこ.z次的火熱をう汁、器而③荒れ、調稚不明，器体のぽき

の復元鰍不確窪

坪外底而は江娠へラ切り龍:-．砺部一･!A1庵面は1ｺl抵横シ夷器体の鰹み
が薯:〆惣‘。とくに、堀部Ｆ半ば部分的iこ擁む･

輝外底虚iは!訓虞糸切ijj離し口内蹴面ｌ－は同蛎横フデの痕跡が残為』

珠外底面は何i侭糸切り議し１ﾉL1而臆I畔.帖祇ゾデ

mlDr坪外底霞iは回聴糸切り離し。ｌ可謡(よ回蛎機ブ･デ含

Ｊ１、内外面ともに:目ｊｌ砿横手・デ．霧確仰芯部に黒化肘が残る。

坪内外面ともi是.【1維識ｰテ

坪内外鑑も1二回娠職ナ声｡ﾉ:､片のため１１鶴よやや不酢突。
坪タ|-底而臥罰転糸切り賎し･他はＭ幅恢ゾデ

坪′:､H-のため咲径'よやや不確実。外哩而iJJr:糎糸切り鶴i〆で、そのA:め

残存･する部分がI餅台状とな為。内面'よ両転I締･デ。

脈外咲1画iは到職糸切り離し“胴部内外間ﾊｰ』ﾊ.j姑剛は回転瀧･ﾉｰヂ。器壁の

芯部分に灰照色の異化崎が残為。
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複合１１縁壷･Ｉ~1緑部の接合面で剥離。外面には櫛描波状文が施文鰹、た

だし、条線間の間隔は一定せず、器体が屈曲する部分では途切れる。

内面は刷毛目調繋の後にナデi、

R-5525

1２ R-5554

1３
R-5595

9(）

－２０９

1首図i伽排号

Ｉ.､iｇｌ３６

Z.､l瓜‘：3７

鴫
鱒
刈
刈
銘
鍵
盤

痴
鵡
野
鵡
却

津1.遺構す.！:掴依・剥壷.貢

I〕Ｃ？2:ｕｉＭ~Ｚ

ＤＣｌ２１ｘ.｣f1..％

〃雌:．

" ＤＣ･ユ2匹埋号：

ＤＣ･-.2.丞埋ﾖニ

:Ｆ 哩ﾓミ

ﾕ〕Ｃ理Ｚ埋！。

ＤＣ｡！

ＤＣ：

､、

言)I}.．

" ］〕Ｃ：

〃ｌ〕Ｃ：

ＳＤ３ｊ事：
■■■■■

』も！；-

i’ＤＣ-]2区皿.….

:>:〕･･:３Ｋ州:．．

埋上･

ﾆ)〔j･･翼ヌ雌･ｋ

Ｉ〕_〕塗厩迎'二

汐 ；>I〕Ｍ区埋：

" こ〕C･･lﾘIズ型：．

こ〕C･･:11鋤1.もh

：>、･･:3Ⅸ皿:'・抄

■
巳
■

唖
即
製
唖
埋
畷
埋
埋

Ｆ
寺
串宮
ｘ
，
区
Ⅸ
区
・
×
一

勺
Ⅱ
Ｌ
ｎ
グ
ー
■
一
画
一

二
』
。
Ⅱ
且
ニ
ュ
■
＆

「
‐
〉
ｈ
王
ハ
い
眠
叩
Ⅳ
ｈ
し

、
ジ

ハ
ダ
】
『
、
罫
鵠
‘
望
、
叩
〕

11'八坪‘・・

::区駆．．

:31元･jlZ．．

:2:〆.蝿:．

::剛ｉｆ、

阻型雄’．

甑Ｗ［器難形状・響薗1iM盤１階：：焼成爺と鰯将in

lgw器味外底面は|列I抵糸ｼjrj離し。！;:ｲ稲内外;罰;および河唾IF'ｌＪｍ幡識ﾗ･デーＰ：

２２｡

.i邑師器！t状高台』･器

塊
塊
魂
塊
塊

器
器
器
誌
器

凸
■
■
Ⅱ
Ｐ
■
■

．
．
．
恩
賜
・
・
‐
式

缶
一
色
伝
い
色
色

鞘
黙
凹
端
以
皿
目
蹄

哩
打
肥
。
河
豚
。
ｒ

込
能
Ｅ
ｒ
ｇ
舵

一
・
Ｌ
Ｉ
』
Ｉ
ｉ

ｒ
エ
０
酎
少
７
酢
ナ

沌
魂

魂

瓦器魂

典:器魂

典:勝範

外庇醐は;::;転糸切り離し。他は:l転横ナデ･底部;こは焼成前ﾄﾆー 棚lか

ら穿孔書施す：'1空．⑤

黒色.-饗二J類純”；I標部の紬片.。内外ｉｍとも!:.１．１１転愉７．デ･

黒色..､器３頬猫黒>‘：i棒部外ri帳卜11転側『デ、胴部Ｉ二は噸1111:~痕か

残る⑪、慰IEiはミガキ。

黒蕊.鐸Ij類ｆ1$哩叫』内外1ｍとも‐･寧騒:i鰐剥かいミガキ・小』了''》丈．

め、：:ｉｆは不確突､，

黒戯器副難（lIhi照>・外I鯉よ皿嘱l記.，芦、，毎面:土Ｊ‘寧憲ミガキ

膿色:.皆Ｂ類〈111ｲ鶏》”外耐は謡:Rが翌:し<l測幣ｨ<lﾘj静ｌｊ,j刈はうi曽常!;~.、
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撫曲iよ荒れて塔･あが、罰部外面に型抑L,摸がわずか1こ残る

ケ{･詠是:.k蓮』iIl-喚が猫為，.'罰iは』.堆鞍ミガキ調桜
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R-5577

須恵器．高坪内外而とも回転横ナテも坪中位に小さな断面三角形の段が巡る。口縁

端部には回転横ナデで而をつくる。口縁端部の外面には幅狭の工具を

押捺して刻目を施す。

須恵器高坪．坪部上半は回転へラケズリ。他は回転横ナデ。

須恵器坪身：外底而は回転へラケズリ。胴部内外面～内底部は回転横ナデ。

須恵器：坪身‘口緑端部は回転横ナデで小さな而がつくられ、細く浅い沈線が巡る。

：外底而は回転へラケズリ。他は回転横ナデ。

須恵器横瓶：頚部は内外面は横ナデ。胴部内而には同心円文の当て具痕が残る。

須恵器・提瓶？：口径から提瓶と考えた。内外面ともに回転横ナデ。

‐土肺器：壷小型丸底壷。口緑部の内外面は横ナデ｡胴部外面ではミガキ、内面肩
部には指頭痕が残る。

土師器:高坪外面は荒れて調整不明。内面は刷毛目調整の後にナデ仕上げ。

土師器：高坪：二次的火熱を受け、外面はやや赤変。内外面とも器面は荒れが進み、

調整の詳細は不明。器壁の芯部には黒化層が残る。

恥

、

－２１０－

〃 ＤＡ－ｌ２区jl詮下部粗砂層

ワ

３

9２４

須恵器．高坪内外面とも回転横ナテも坪中位に小さな断面三角形の段が巡る。口縁

端部には回転横ナデで而をつくる。口縁端部の外面には幅狭の工具を

押捺して刻目を施す。

須恵器高坪ｊ不部上半は回転へラケズリ。他は回転横ナデ。

須恵器坪身：外底而は回転へラケズリ。胴部内外面～内底部は回転横ナデ。

須恵器：坪身‘口緑端部は回転横ナデで小さな而がつくられ、細く浅い沈線が巡る。

．外底而は回転へラケズリ。他は回転横ナデ。

須恵器横瓶：頚部は内外面は横ナデ。胴部内而には同心円文の当て具痕が残る。

須恵器・提瓶？：口径から提瓶と考えた。内外面ともに回転横ナデ。

土肺器：壷小型丸底壷。口緑部の内外面は横ナデ｡胴部外面ではミガキ、内面肩
部には指頭痕が残る。

土師器：高坪外面は荒れて調整不明。内面は刷毛目調整の後にナデ仕上げ。

土師器：高坪：二次的火熱を受け、外面はやや赤変。内外面とも器面は荒れが進み、

調整の詳細は不明。器壁の芯部には黒化層が残る。

土師器目高坪内外面ともに刷毛目調整の後に横ナデ仕上げ。

土師器；高坪外面は荒れが著しく調整不明｡脚部内面には絞り痕が残る。
土師器蕊内外而ともに横ナデ調整。

王肺器………喪"一口緑郡陶迩ま職ｆ売嫡ﾀ砿は禾議向あ子デ5丙荷は乱雑なケズリ。
Ｐ1.21-⑪

土師器、甑or変把手破片。器壁に穴をあけて把手基部を差し込んで接合。内外面とも

に指ナデ。器壁の深部には黒色の黒化層が残る。

土師器高坪脚部との接合而で破損◎内外面ともに検ナデ。上半外面には、繊維質

の工具で擦った痕跡が残る。内面には接合線が残る。

弥生土器；器台口緑部下端に浅く小さな刻目を施す。胴部中位と上半の２段に円形透

‘孔を焼成前に穿孔。中位は３個、上半には４個を穿孔。

弥生土器：壷口緑端部を上下に拡張L具=端茄に2茶当組め'ii線途施す5端荷はか
なり凹凸がある。内面は横ナデ。外面は荒れ力零し<、調整は不明。

弥生土器謹口縁部周辺は横ナデ。肩部外面はナデ、内面は指頭による整形後ミガ

キ仕上げ。

弥生土器：脚台付壷胴部中位に断面Ｍ字形の猿部をもつ。外面はミガキ調整。内面は、下

一半に刷毛目調盤し、屈曲部を指先で押さえて上方を瀧ナデ。
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形状・器而調砿・胎二ｉ・焼成などの蒋徹

内外面ともに横ツデ。外禰には薄く鎌が付悲ｃ

角形支脚。外面は術頭によるナデ訓整。内耐員は絞り痕が残患。

小さな凹レンズ状底。器面識藍は荒れが軒しく詳細不明。

』稲レンズ状成｡外而は荒種調整,i<明｡lﾉ嬉面億器表面が薄く剥落。
１１隷端Ihfに波仮状の凹線文を４条施す器而は荒れて調裟は不明り

内外面どもに蹴れ、砺雅不珊。器壁芯部に黒灰色の黒化勝が残る。

内外而とも横ヅデ１１緑諭而に１条ずう２条の凹線文を施す。

外面は.』-デ、吸部裾侭.は指頭摸がわずがif残る。|ﾉJ面I乱箆状~皇.異;二よ
る．ﾒー ヂ..'ろげ。外底面卿二黒斑が生膳ている画

内外面とも侭脆れ、閥整は不凋。IAllnjは黒変。

ヴキ，内面はナデ。

火的火然を受けて淡く赤変。器嘩iは荒れでいるが、部分的に

を濯察．ときる内而はナデ調嶋外底而を中‘.:､として･黒斑が

内外.面と1

外雪はミラ

外面は．ｉ

ミガキ痕Ｉ
出、凶，γ２．唖

遺物

登録番

Ｒ５６１５

Ｒ･５６２６

R-5579

R･５５９６

：R･ｉｉ５ＳＯ

Ｒ５６１０

Ｒ５６０３

Ｒ５５５１

：2..5598

Ｒ･5523

Ｒ５５２４

収納

L7ﾝﾃナ

’９１
９２

９１

９１

１９１
９１

９１

９０

９１

必
Ｕ
（
Ｕ

ヘ
リ
ｑ
》

河９１４１

y,瞳.]冬２

》
３
４
５
６
７
８
９
塾
皿
鯉
型
Ⅲ

閃
》
６
７
８
ＳＤ－３

〃

DA-l2Ⅸ

]〕A･･12Ⅸ

flf‘Ⅲ'宇部訓砂晦

雄.Ｆ郊訓砂届

〃DA-i2llえ簸

吻、ルl2IX蛾

ＳＤ･３：ＤＡ.:2ｌｘ雌.1,部籾砂箇

〃 ＤＡ．:2i又蛾~F部粗砂層
勿 ご〕A･-ﾕ2区踊~１．部粗砂牌
グ ム〕Ａユ2区最１．部粗妙解
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〃 ＤＡ：21》<雌.1,.部釧砂暦
〃 、Ａ･･１２Ｋ姫1,.部#'1砂層

〃 ＤＡ･12Ⅸ姫~』､.部釧砂箇

参 DA-12区雌.１，．部凱砂層

Ⅱ汐 Ｉ〕Ａ-.12区踊~ド部組砂屑
〃 Ｉ〕A･･１２区殿i;･部祖砂屑
” 二〕Ａｌ２区曜1..部姐砂願

此 二〕Ａ･･121璽飛Ｆ部粗砂屑

ｉｄ Ｉ〕A･･ﾕ2Ｋ簸~,号部淵l砂届

Ｄ八:21銀．.郡訓砂届〃

ＤＡｌ躯iiIt:､部紐砂l爵か

〃 ＤA･･１２画２１『部租砂届

ら ＤＡｌ:l区於Ｆ祁剥l砂Ifi

噛
届
，
＃

須恵質:t器：雷ネ鉢：外唾而は同職糸切り雛:"･胴部内外面･･殉蹴面は同転桃ヅデ。’'1.22･＠

須恵虻k綴壷？内外面ともiF諭ブデ。内鵬見込み部'二Iよ「7群が輪状ﾄｰ残る。Ｐ1.22-

⑩

Ｆ１疎碗：;z同。ｌへI外絢ともF患:転;批・ノデの後に施濁罫内筒i~は細く溌啓枕線が：

、条巡る。

。z師器鏡’:：擢部を指顛封i;り曲げた後に脇Ｅ･ｉ；具で調裟‘外面!二は蝋{:;･蒜ｕ
：]1-22④

残る。

‐－２師器坪外底面は阿転糸切り離しＤ他は同転横-ﾉｰヂ。

‐k師器坪外底面;よ回転糸切り隙し但内唾i薪は同転戦･ﾉ･デ。

：師器.、柱状荷台.,:器外面{諦蜘こよる強いﾗ･デ調整｡外蝿圃は･テデ牝1鷺げ。
に小孔を穿潮孔する。

瓦器皿外釘は11糠部付近､横･デ胴釧同は脂淑雁摸が残る。
風のミガキ識整．

瓦鴇魂１１縁総hRj辺if'わ;･かに魁曲きせ、１１識繋をやや尖り気１１〉
器而は荒れて調蕊は不明である。

瓦機魂内而は．寧なミガキ調披。小Ｘであり、復元Ii径欲不確署

到機塊Ｉ縁部外面撤横･テ,、嗣部外面ＩＲは刑押L,痕。内而ば暗二

瓦器塊、縁外面は横･デ、覇部外面には型件:_痕。内I霞は]･率ｊＩ

小門･で!:拝俄不確笑。

瓦器塊；詞部外雨i品は型押:〆痕が残る。［1縁部周辺は椎うデ、内Ｉ

『.L街器：Ⅲ外底面は121転糸切り離し。他は回転横ナデ．

.‘御器§Ⅲ外底imaI息1紅糸切り雛:，他は趣転1紺-ﾃ'‘'二>122①

ｔ師器：皿外唾而は回転糸切り螺"･他は回転桃ﾂｰヂ皇Ｐｌ‘22,

Ｆ::師器,皿器画の荒れが著しく澗整不明。ただし、外唾而侭{jt向転糸切:〕離し痕

と考えられる弧状の条線が残るｓ

’名師器皿？外畷面は回転糸切り離し。内駁而は同1陥横ナデ。器壁芯郁に黒化1Wが

残あ。

ｔ師排坪内ﾀi而ともに何樹姉･デ｡小片の鋪,;.､槙元I;径はやや不確宝。
．k師器坪内外面里もに同噸撒ナデ。器体が蕊んでいみため、復元Ii径は不確淀。

・'３節器坪内外而ともに側l転描すｰテ。小片のため復元il径億やや不確実、

。:L師器坪外睡而慌・引転糸切り雛L〆畷他{麺幅横j-デ。器礁芯部に原い異化隅が

残る。

底部に燐成ii学

小孔を穿孔する。

釘は11糠部付近､横･デ恥部には確脈摸が残る。内閲;二は暗支
のミガキ識整．

辺if'わ;･かに魁曲きせ、１１識繋をやや尖り気味に仕:･暇ろ。
れ.で調蕊は不明である。

寧なミガキ調披。小Ｘであり、復元Ii径欲不確実．

面撤横･テ'、嗣部外面ＩＲは刑押L,痕。内而ば暗文風のミガキ。

は横･デ、覇部外面には型件:_痕。内I霞は]･寧なミガキ別整。

ﾛも､■Ｕｑ

が残る｡［l綴部1割辺は椎うデ、内面はミガ野。
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：弔師器坪勾外面ともＩ民同聴仙学･声．

目函器粍廊琢罷.Ｐ位i二凹縦状の浅い段が遮る。段｡;・り下方は回転へ？クズリ、他

１１回転横ﾘー ﾃ゙

上師器ｊｉ：外底面樵lEl娠箆切り雛－１JM面およ謬罰部外而ぱ::'‘臓窄ゾデ。

．;･師器川：‘ﾉkl外面ともにｕ転横･デ。

黒色上器境黒色.f器B類(阿黒;,､外蚕は凶‘娠講ー ヂ、価聡聯L詞繋ぶ明。
Ddl

瓦器」宛タ|面(斗埋押瞳痕が幾惑｡内而億ｰデの後に醗丈風のヘラミカキを絶;・・

瓦器塊外面に(埋拝し痕が残る。１人;面は：軍な･j-デ調稚。

備前蛙桶鉢，i羅端面;こ':11線を２条膿す。内猟煎ともに|E1祇横･デ溌雌。

ｉ･師維鍋外面'よH1部崖､l稔届U毛夢訓整の後に据甑i二,ｋ烏抑答えｏ・jF,12はiiI1証．

､調整。内面は刷毛.;調整。外面上半には媒が付藩。器壁は薄い。
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天j]:部外雷:にiE里転へラケズリ、他睦同転概ナデもＩ：緑端部の外l前に箆

状l:具で淑目を雄．，・・

赤焼け誤恵器。天井総外商はI:il転ヘラシ･ズ;j，他嘘同抵械亨･デ。

鉱1糸:底は1句!転ヘブケズリ、他は!:．!転仙ﾗー ･ヂ。：.'緑端内師晶;可職識 ;‐炉

で浅い設が生じる。．.、
外面底は皿転へラヮ･ズリ，他は回娠槙ブデー受'十部『蒲;穂状.:共:.-よ

る』111きえを唖･う。外面世l:縁端内面i二は刺紙識･ナデで渋い段が生巳ろ。

Ｆ(‘外而こもに同ilt識ヅデ。

外唾間はF､i砥へラゥ･ズ.ｊが雄暮訓し、他'よ岡細描ナデ識耀：『鍬端耐は

Z.､きく而取ilきれる⑨

外底面IJt同転へラケズｊ、他俄同紬械ｰヂ設帖”

i,､5外面細I弓回転横ﾅデ調整
外底面は哩転へブケズ:ハ性はi需!転ず･ブ制盤謬

赤焼け緬聯器韻外底部ば脱れく禰階ｲく明、他ば叫娠債．,予謬底部ＩＦへ
ク謡号･詮施･乳

外底面催l前I転ヘラヶズIfの後(-．;･デ、ィ１１』はl§il転職･ﾉー ヂ。底那が部分的

鯉む

両猟而ともＩこ回戦讃ゾデ調'搭舎

底部にI埴然調や粘上等がij薪する。他に回転横ﾉ･デiiw雌。
錐の摘み部分｡山外而ともI昌:訓振横ｼ･デ調蕊噛

短頚壷の蓋。１人;外而ともiこ:､輯横ｸ,デ諏幣。

短頚壷の蓋｡I]緑端内而を':､さく而双i]‘尺荊部外而億:;;I筆へラケズ，j、

他は四幅職･デ。
0Ｊ

童灰豊;色で職賀１１緑部は塊さ飛んでいる。天子!:郊外l釘は1ｺ:蛭へラケズ

：‘であるが、部分的K二iW:り残しがある、他は何戴検ﾗー ヂ調姫。

堂・犬ｊ|部外耐ば皿娠へラヶズ:j、他は工転横ｊ･戸訓整。；‘緑端協を外.万

；品捲るよきに、回雌戒ブデを雄す合

榔付鉢 器休が歪融、器護の芯諜には報隙あり。外面約:綿!._阿雑へラケ･ズ;；

他は回蛎職･;-デ調整。外而には鵠色の画然軸が付若

鏡恵器長謡､罰！j,1擬ljlとも隅!:;;I紙横ヂデ訓整

須哩器§高坪焼成紙賀。オ;j・‐ブ色を幣ぴた灰:ﾛ‘望。偽部内而:含胤絞り鯉が残る‐
外面は凹転I如デ。

弧惑器認(】r竃橋色黛い;‐は1号ぷ堺黄撹色の赤焔け誤怠梼。外面iこ側:平誇ダダ鐸の後

にナデ調機。内面暇.蛾同....,P:文吟当て兵痕が残る．

’･師涛蔀′:､型７L峻壷。閲外面ともにザ･デ諏鶴

弥旦..±藷識外創は．：二i録部fl近を刷毛F1調雄の徒に乱雑iニゾーデ、服部は|紺･デ・
Ｉ'､､面'よ、「縁部を恢状:､具で横ナデ、胴部億ケズ:,澗膳を雄す。

烏師器諜凶外､iともに横ｰ･武；i縁組ＩＭＩ部に板設:邑具で抑き"ボﾆ痕跡が残る

と師器腕外蚕ｌｉ鳥期禰が龍加調整不明であるが．：;緑IざF1読頭痕がわずかに鶏
為句刈間は横手デ

弥栄::､器Ｉ壷．］縁端部を二F.}『・拡張し･[.、端圃に３灸のFI1隷又を｣量る･ﾘ昌屑部に侭

薄さ､阪択.._具のfIlを押捺1露た列点文を２段に熊文腸．］縁部厩弧は横７．

デ、外而は騨詑剥竪の後に;-戸、：'､猿lは脂鼠に,k為う･デ,、

弥生．熱壷．'縁端部を拡張して３条の波仮状の１１;【総丈を腿･』認：I緑部周辺ki横j・
デ。頚部の外而I即刷毛.i、寛霞は．』-デ。

称!i:l･窯認複介;I線壷。内外而』二もﾄﾆ横ナデ謂鴨

弥止.､二器満・長頚壷の瓶部既・・内外面ともに横ゾデ..と<くぼ.14霞.．.､半のﾉ･デは強い。

弥』'二.上器饗；:綜端卿に箆状ｴｰ具噂押捺して錨:]をつ(源,，lﾉ』外而ともＩＦツ･デ”外霞

１J:．;汝的火然を受(うて器面が膿れろ。１１隷鶴I増l訂には胤班が非ニー里.いあ。

弥生’器魂．；Ｉ識端而には、２灸切枕線文が縦かに残存。円外顛ともに横･』･デ。

弥塑鴛器蕊唖緑部内而､胴離外瑚{諦搾[訓蛙の陵に雑くナデ､慨は･デ調確。
弥fl呈上器認推定11徳上20.-恥：Ing：l緑端而;ｆ'1条の1.1|雑文･内外画とも､F･ノデ。

弥Al:．;名器鉢深鉢)('1の小釧固辱外l虻低仮状Ｉ具-鎧I鵜え晶後に措頭髄.よるナディ制･'2げ、

内哩ばか厳り乱雑なケズリ調薙。外而}こ胤ｲﾐ鞭形の畢測力逓￥ている。

メウル1名器海面、ユニ条の沈線丈を遥らし、その:zjﾘﾉ．:こ未甘通の欠淵恨遥孔を施す内1，
'二は絞り.痕が残り､部臆指頭によるﾌデを純一＃。

弥生:!･器ジョッキ形:器把挙部分｡慌頭に.,､るツデ調壊を紬,,
弥とl誰器貴噴肉外皮iともに措頭に,k為ﾉｰテ調整。指頭痕が多く錐る。

形状・器嚇訓睦・胎一:：，焼成などの獅微

11緑部外而にら条の沈線をＩ炎ずつ遮らす尋

噴注の上部にＳ条、‘『部iこ５条以,.を．‐坦紘とウるへラ那さの細抄沈

線を灘らし、末貫通の矢:側根退孔を施；．‘，タi・而胤ミ汀キ．内而献撰絞
り摸が我る･

外薮は｡I汰的火熟を受け赤変今器i瞳患荒‘れが肖:,<、調繋億不明。､刈

面には淡い胤斑二

外底l瞳は脂頭挺が残る。外面も詣頭によるナデ押きえ密剖寄慎織Lが

著しく、識溢Ｉ止不I県器壁の.E:謡↓こi､k黒化層が媒<残産

遺物
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巻末表３文京遺跡13次調査出土土製品。石器。石製品類観察表
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ＳＣ･う理．、

Ｓｃ･GＪＩＫ茜

SP･･375雌-i‐

SC-S埋当,

詮 埋'二

凍而
R堂ヨ■

』'１:.’Ｚ

理2

〃 Ｓｌ《･･126轍i跡）型.：

〃 ＳＫＩ26(炉罰;）埋.号

〃 』朝-1賂

幼 埋一・

〃製:茜

Ｓｃ･3４埋弓:(冒Ｙ：4.231ぇrIlEiIL1」

部

け ｉ４ＥＲ

ＳＤ－９１堰..：

ＳＤ９５順:?

ＳＤ９６鵜.:舌

ＳＤ･9７理..

ＳＫ３：躍・：

逝描検出時

SＫ３Ｉ理]’

ＳＫ･5０難．．、号.I』
B■■■－口■■

’雌：:~!､､剛I

SK･･８０蝿豊

SX-4S

あ

ひ

ＳＸ･･7３

ＣＩＯ岬，，

S(、１５北学部I締;i}．

SＣｌ６lｍｉ

SＣ１７』而・:。

〃噸:．．

〃鵬｡:．

皿土

曜｡i、"

う(:･２１’

SC･２５埋・

肪埋・・

鰹_.．

SC･･2Ｓ理'二

sP･Ｚ制腿2

Ｓｃ認蝿十

$C-30炭而世12
” ｆ１員.'乳

SＣ３７坪．晶棉

ＳＰ,419蝿..:

ＳＢ剰皿瓢及哨l3S嘱}〕形埋_'二

S脇銘郡,磐21mI．

鴫'．

種別,器種形状，器而調終．.:杏.‐・焼成魚どの特農

;1.諏:､識赤色頁鍔製。’''1柴式部未成.MH･全蚤32Ｃｌ､、雌八幡１.“Ⅱ、残亨求ｍ４５ｇＰｌ２３⑤
俄訂片副を欠批｡蝋部に離掩痕が雌Ｉ

爺.ｲ：砂¥i”1.,熟の両端;こ敵打浪か

藷製‘fi鑑・ii-スカイ'･製,,凹基式。全長‘1露KcIn、最大嘘2』j5c.'、蛾大願0‘415に､、亜虻2,8卿。！,1.鋤⑦

府2１維色蹄許の砺尚･了辺は戯断面．幅3,95割Ⅲ、海さ2.5屯E１，敗･凧‘1：１９．

７．．片緑色片岩のf１片,FLil血iとも:二剥離面。照３，１、厚さ0.‘lcIn，飛最3.59

而庁繰色片岩の衝;;･片噸;長圏然鼠化耐を残獣｡全嘩掩I'､雌火!“6瞳鵬､腿さ｡蕊鰯､重批’
９３Ｋ。Ｐ!."．⑦

府吃,．?緑色片,岩｡両面に耐群痩が残る画厚書Q7t｡､であ為＆とが$』詞腫３．と考えた残存幅d25
dn、尚さ3.侭c､，厚き07噸、童踊･20ｲ!ｇ

禰鹿,．？総色片謝片面d二研塔痕が蝿る‐他のri-I罰は剥離i;i1で、嘩さ3域111を棚る..涯庖臼.心破

ノミ･である可能性が高い“価32cm，残存意批329･

汀諦：緑色）号豊のﾏー 典･ｏＩｇｌ‘85醐:、厚琴.2Em，重殻049も
鼓上棒状の隷色片恐の''･際。ｉ端部(二小さな離打痕と擦摸が擁91:。側繭ｌ吾も部分的に蒸棋

が嬢察できる全受:1,4《MII、雀２×2.8じ111、里賦106将。’'１２６繭

蔽禰砿pI際の先端に小さな談打痕と祷痕が鯉１１:。：:面渡も部分的;こ離打痕が嬢中.､j･る部分

がみら北為．全属5‘flじ冊、雄大噸5.7と､、鮭大原29E､、唾斌255ｇｏＰｌ２ｕ⑦

台,仁罰'1zな砂瑳の円蔵鋪:｣、；大小の縮..痕や擦痕がふられる｡敢最37kg，目〕1.25.⑰

幕『池Ｉ．背部が丸い弧を描く。静1形石哩］の肩部破片か。；1.而Ij蕊雅残存１，最lS､Ｊｌｇｏ緑色
ｊ;岩．Ｉ>L24.⑦

:唯状片刃r･斧万!:ｉ２状-号あるため、雄状i÷･刈唇斧の薙部の砿ｈと蝦えた。基部を中心し､:_.〔･苅牌痕が
残る．残存長l鯛蜘、雛仔砿IR2026g･緑色片瑞。Ｉ::零①

鼓腫

凹ｉＩ

離村

縦:子

行逼；

７猫

in財一

膳万而平な緑色偽.巻の可牒の両湘iこ擦痕が残る全農64(ｍ，幌２１蝉、厚苔OBcIn，並並25廓。

；riI型．？緑色片岩｡櫛庖.であれ億:,|城品が破損したものと噂えら北jる｡残存長3cIn,雄大鰹0,5
心肺、残答箪鼠log・

瞳:『惟状の彪尚程漂の両端の撚痕が観察･できる。全長勘1ｍ･拝L9x率、、或羅的ｇｇＺ)１２６．
＄

打製石歎

躯片

雛Li

FI1,i､Ｉ

マ;･メカノi,。基部を欠批。蕊が蚤2縄cin，鴨ZEIn，厚抑.4cII1、灘存覗賦OSgPL型･懇

詠色片砦の詔耐。全挺9,2cm，鵬4.9ciw，雌入帳0,SCI､，重雄35,9Ｈ,』
妙計の鰻円醗の端錨に段』:.痕や掠痕が到察ごきる号全侭葡じ1,,幅3.2cIn，厚認‘2cm，岨

賦7.59.：::､２６②

而率な砂岩礁を利j､，河訓を欠磁＄１.而侭.鼓*r痕が多く残る穂104“．嘩曽44匿1,,
蕊布重雄5209．Ｐ1.25-③

厳ｲ：：砂岩の

醜品鎚

覆嘘：緑色片

鞭{:． 蕊9.6ｘ５ｍｌ、厚き35(、のI』｣礎の端に細かな識打槙と擦痕が集中と・て帯状の小邑な向

が.できＺいる。車凧‘1069。

；I製.i:燕，;･ヌカイトの_u1基１Ｗ電説･先端が折無でいる：残存愛215cm、幅lScIIl、厚碁O04cIn，残

存煎既皇５９．瓢23.⑩’

緬言おむすび形の砂岩のF:際の・端i二蔵ｷｱ痕痕が盤る衝掻76cm､段大啄さ‘13cm､没研2209．

満.、自然風北面を残す方往状条のｨ:､英塊の・端の鼓争』.痕が残玲全長Ｓｑｎ，径3.5×3.SE､、
噸f１．１‘哩９ｇｏＰｌ２６③

☆ｲ：ｉ宿平な砂許を利用。部欠損・擦痕が残る残存坂IX870go
台了『．刷平蓉花満岩の弓:蕊を利用し敵打痕や撚換が残る。取最3‘5腫翻

瞳荊．全長９噸、径１７ｘ3.2CII苫のやや胴平-ご＋

打斧？雨，!晶な緑色片岩片で、。!；:§は研磨答れ、片側は剥離し破脳。扇平i:･刃ﾗ訴斧の韮郁の破

片」?蓄えた。残存原芦08cm、残存重量：7‘&ｇｏ

到器蕊材ツ戦力lＩﾘＩ二半撞き:11.た緑色A･岩｡横断画は蒲鉾形。荷':聯･麺:斧の素材か？全長:8,iclwl，

幅5ﾕ、、厚き３cm、重批441.39．Ｐ1.野恩
俄石砂粁のiI:磯の･･ﾇ嫌：劉仁蛾打痩と擦痕が残る。従“×６７ｍ、：箪言ijcm、垂並382匹[。

砥,ロイI英祖面誇の砥石の欠損侃句篭用面がわずかl::窪む残存長103に､､幅65[、.哩寺３６cm

残存重罰3559
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り･ヌガギi､;f，１．１１１〔辺瞬51自然風化而が残愚,,全促3.5師､(IIIi1.S哩､,陣営31,口､敢凧2.:ｊＥ:、

棚･輪砂肴の,覇蛇,冊iIjo亘並12.5k角

〕転x:.、刀･鰐

巧芹蹄'雨が剥離_た歌詞震11.1脚.:b訓I，碓存厚7露:である､二とから、輔郵言･刃ィ斧のJ雛’
と普虎た■韻嵯摸、側部Hf輔灯臓が残愚曇耗也!:.f:．・'１．２５種

不噛膳製i;器大剖吟が剥離!"kliio幾件L,た皿,-.は研磨痕が残り、端部に'.､記.が穿#:､善れている
緑色}L悪残存1蹄H.諾１９｡：’1.25③

スクレイパ．全艇25識Ⅱ、値3‘(うく!i､１，暇大晦5,mm、並並Ij‘:蝋。；j･ズカイト。

スクレイパー：-.通竺両M;を11了獅－．Ｆ』謡F訓整紫撫を腿:,で刃部をつくるｓ翁長29f､､鴨４c朝､l嬰さ6‘５
，厘:、素ｲI+Ｘ;･IFW｡.¥･ヌカイ，,，

スクレイバ･‐台形の1．鈍部1晶設盤剥離を雄､.商練的魚蛎'1をつぐみ‐全｣毒S１，，１噸9:)5剛.．腰き:3.5
郷、執;IＩ

全而剥離

12K：

面。

‘-1．ヌガイト。Ｉj1.27..？

濡麺、'１郡2噂Ⅱ:、雌火厚１７”･軍師４２９．.り'ヌヵィ1,.1,127.．鋤

3心口、Ｉ鯨92cm、革鼻７HM晩、重㎡9:５Ｒの拳大の化謝港-,際の端に離打痕が残愚Ｕ

あるがｆ塾.ｉｉ

ドﾘ‘|‘．’洞

笛‘，飛奨l6cn，１瓢419cm、；以尊５蛾１，重誠:,895認の騎平な砂甥

月部I#･夫:こ莱打痕が雄亭-j･Ｚ

'2.か？全長17.3gIi:、U肥2E､、涼さ２〔R､、章III455g目ヨ》1.27．‘鋤

６．．１而の冬iﾘ『;､R掠痕およ[ル;､きな鎖ＩＷｉ(が残局｡残孝亜雌3‘71噸
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巻末表４文京遺跡13次調査出土金属器・鉄津類観察表

1０

１１ R-3752

R－ｌ８６７ i５８

鉄棒

鉄漣

ワ R-l856 158

158

２

幅１cm，厚さ２mmで、横断面がわずかに湾曲するので、ヤリガンナと考えたｃ

214

径5.5×5.6mmの細い棒状の鉄器。

角が丸い三角形の小さな板状の鉄器｡錆で厚くなっているが､厚さ３mmほどと考えられる。

鉄津の残片。重量11.99。

鉄津の残片。重量16.69。

９

３

10

擁図遺物儒号

河９１９

Ｔｉｇ８９

亨聴.:鋤

１
■
句
皇
、
。
刀
宅

屍
晶
６
７
８
り

出-i鐘樗』１１．.呂層位・調壷Ｚ

ＳＫＩ２６埋二

SC-

Sｃ

肘〔

SＣ

SＣ３０

s…・儲…SP‘“４

Ｓｃ･2５埋土

埋：.．

］錠上『:，

ＳＤ３

８上部

５上部

皿･ﾖー

ＤＨ－ｌ５３豆11噸.Ｉ部

難-ｔ

而砥.』､､部

理・・”・”

西半部埋殆卜謡

I〕ｎｌ２Ａｚ理．

ＤＡ-,12ｌｘ雌.『'綿机砂厨

ｍ１ｌⅨ埋也

種別

設鑑？

鉄刀丁

鉄津

不明鉄器

鉄鰯

鉄識？

，.難~…

訣襟

鉄津

鉄〃ご・

鉄禅

鉄棒

湾銅器．.‘･欽讐

形状・器間調整・胎:‘ｚ，畦成な鐙の特徴

茎部先

存正せ

幾片。薫最１１．６醗

径６１mの細い棒状の鉄器鼎、

残片･･軍最塑69．

径４唾の細い棒状で、先端が

残ｋ･･重溌1259。

残片。重虻34鞄。

残片。並並6‘7R・

残存蚤325cm、僻6Ｃｌ'１，謡ｲＩ１

ら刀子の茎部片と考えた、

境形津の残片。Ｆ･面腫付端!〃

樵形樺,．復ﾉﾋ従l6qn前後、残

;.。残存差72cm目誌化が著しく、茎部'よ膨らみ、芯部分;Ｆは空隙が生じ

鉄器ji,q,雛化が軒しく、零部は海らみ、芯部分i弓空隙が生じていあ。

がやや尖!)、鐸験の茎部と.Ｅえた。残存:l藍２１cmを測る。

ウィ進み膨らんでいるが、氷東の厚善は錦晦前後。大きさ力

た砂蔭が溶融

存填最1628齢
際:里腫7,9牌．”．

素部砿

幅2‘3cm、厚さ3.5～‘lInm勿板状の青銅片に、

坑形沸雪重並１１９･蝕但

腕形沖&復元極lc腕前職､亜f“2.2質。

蔭3.5の棒状鉄j秘難請．

境形

と切先部藍欠損。戒存低3.3cIn，刃幅１cm、厚き1,2(伽１，茎部幅3.6mm･厚1.7mm、残

ｇ’'１２３．３

逝物

巌溌号

Ｒ６９０

Ｒ･･445

Ｒ･,3733

Ｒ･４７１

Ｒ･lＳ６４

Ｒ３７２８

Ｒ３７５５

Ｒ･]858

Ｒ･･ﾕ763

Ｒ,910

Ｒ･５７１

ＲＦ.86s

収納

巽
弱
銘
話
鈴
熟
砺
弱
記
銘

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

FiX,：辞

３
段
一
○
が
Ｄ
ｍ
ｆ
哩
血

Ⅸ;．i6.22区Ｆ部

胃〕Ｇ１６‘

ＣＸ･ユ4..

5-1<)|鬼..届

14.．l61X1名部

L４．．１０蓮.部

〃 C2Z..

〃２)碑･‘

‘１．．●区・部

４２４厘:も部

‘超2Ｉｘｆ部

４．９区.":部

鉄ヤリガン

ヴー？

銃器

鹸器

鉄樺

鉄淳

鉄棒

’鉄藤
鉄沸

険沸

鉄諜

Ｒ･･34鴎

Ｒ･’8露

R-2023

R2395

R-37271
R･3735

Ｒ･3729

ｋ･･3732

Ｒｌ８６３，
Ｒ･'865

鴎
謁
縮
記

８
８
８
８
８

５
５
５
Ｐ
Ｄ
５

鳶飛


